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　死──命あるものには誰だれにでも等しく訪れる、生の終わり。

　それは十二歳を迎えたばかりである白はく髪はつの村娘・ミラであろうとも例外ではない。

「はぁ、はぁ……」

　真まっ暗くらな部屋の中で、粗そ末まつなベッドに横たわったまま起き上がる事もできず、苦しげに呼吸を繰り返す。

　そんなミラの細い体には、まるでカビのような緑色の斑はん点てんがいくつも浮かび上がっていた。

　緑りよく腐ふ病びよう──体のあちこちに緑色の斑点が現れて、激しい熱と痛みによって体力を奪われていき、最後には体の末まつ端たんが腐くさり落おちていく死の病やまい。

　最高位の治ち癒ゆ魔術師でもなければ治せないほど強力で、さらには空気を伝って感染するという、恐るべき伝染病である。

「お母さん……」

　ミラは朦もう朧ろうとした意識の中で助けを求める。

　だが、彼女の母親が看病に現れる事はなかった。

　何な故ぜなら、母親は数日前に「街まで助けを呼びに行ってくるからね」と言って出て行ったきり、二度と帰ってこなかったのである。

　病びよう床しようの娘を見捨てて逃げたわけではない。緑腐病に冒おかされた体に鞭むちを打って、必死に助けを求めに向かった途中で、伝染病の拡大を防ぐために派遣されていた王国軍の手によって殺されていたのだ。

　このエリュトロン王国は人口十万人にも満みたない小国であり、緑腐病を治療できるほど高位の魔術師がいなかったため、感染の疑いがある者は全て始末して、被害を最小限に抑おさえる他に方法がなかったのである。

　もちろん、一介の村娘にすぎないミラはそんな事情を知る由よしもなく、母親が先に冥めい界かいへ行った事すら知らず、ただ激しい苦痛に蝕むしばまれ続けていた。

「誰か……」

　助けを求める少女の元に、他の村人達が駆けつけてくる事もない。

　八十人ほどが暮らしていたこのクリオ村は、緑腐病によって既すでに全滅しかけており、もう動ける者が残っていなかったのだ。

　体力のない老人達が真まっ先さきに倒れ、助けを呼びに向かった村長達は王国軍によって殺されてしまい、それを知って森を通り逃げようとした若者達は、飢うえた野生動物や凶悪な魔物に襲われて、やはり帰らぬ者となってしまった。

　絶望して自害する者も現れるなか、懸けん命めいに看病して回っていた親達も倒れてしまい、最後には若く生命力があるため余よ計けいに苦しむ事となってしまった、ミラのような子供達だけが残されてしまったのである。

　それも夜空に浮かぶ月が落ち、太陽が顔を出す頃には、ほとんどが冷たくなっているだろう。

「私は……」

　発熱と痛みで朦朧とした意識の中で、ミラは弱々しくベッドを摑つかむ。

　その手に込められていたのは、迫り来る死への恐怖か、それに対して何もできない悔くやしさだったのか。

　自分でも分からぬまま、目ま蓋ぶたを永遠に閉じようとしたその時、玄関扉の開くキィィという音が響ひびいてきた。

「お母さん……？」

　ミラは涙を零こぼしながら、最後の力を振ふり絞しぼって玄関の方に目を向ける。

　だが、月光を背に浴あびて立っていたのは、待まち焦こがれていた母親の姿ではなかった。

　それどころか人間ですらない。敢あえて一言で表すならば、そこには『死』が立っていた。

　黒いローブを羽は織おっているため、全身が夜の闇やみに溶とけ込こんでいるなかで、白い顔だけが鮮明に浮き立っている。

　ただ、その顔には眼球がなく、鼻がなく、唇くちびるも、耳も、眉まゆも、髪も何もなかった。

　真まっ白しろい骸がい骨こつ。生命が失われた死の象徴が、眼がん窩かの奥で光る青白い炎のような目で、彼女を見つめてきたのである。

「あぁ……」

　ミラは弱々しく息を吐きながら理解する。ついに冥界へ旅立つ時が来たのだと。

　ローブを羽織った動く骸骨。それは巨大な鎌かまこそ持っていなかったが、伝え聞く死神の姿そのものだったから。

　そのため、骸骨が枕元まで歩み寄ってきても、彼女は恐怖に怯おびえる事はなく、むしろ嬉うれしくて微笑ほほえみを浮かべた。

「殺して」

　ミラは自分でも驚くほど鮮明な声で、この苦痛を終わらせて欲しいと願う。

　人間の魂たましいを刈かり取とり冥界に運ぶ。それが死神の仕事なのだから、間違いなく自分を殺してくれるだろう。

　けれども、そんなミラの願いを、骸骨は首を横に振って拒きよ絶ぜつした。

「申し訳ありませんが、私は二度と人間を殺さないと誓ちかったのです」

　白い歯をカタカタと動かしながら、低く落ち着いた男性の声でそう告げる。

「……何で？」

　すがりつくように問いかけるミラに、骸骨は何も答えず、彼女の背中に手を回して上半身を起こさせる。

　そして、虚こ空くうからガラスの小こ瓶びんを取り出して封を開けると、その口元をミラの唇に当てた。

「飲んでください」

　骸骨はそう命じながら小瓶を傾かたむけて、ミラの口内に苦い液体を流し込んでくる。

　逆らう力もなくそれを飲み込むと、骸骨は満足そうに頷うなずいて彼女を再びベッドに寝かせた。

「これでもう大丈夫です。明日の朝には熱も痛みも消えていますよ」

「えっ!?」

　ミラは驚いて大声を上げて、そんな力が残っていた事にまた驚いてしまう。

　改めて己おのれの体に意識を向けると、骸骨に飲まされた液体のせいか、お腹なかを中心に体がジワリと温かくなってきていた。

　ただ、嫌な感じはない。むしろ緑腐病によって蝕まれていた体が、優しい炎で浄化されていくような爽さわやかさを感じる。

「これは……」

「竜りゆうの骨こつ髄ずいから生成した霊れい薬やくです。数日もすれば肌の斑点も消えますよ」

　呆ぼう然ぜんとするミラの額ひたいを、骸骨は文字通り骨張った手で優しく撫なでてくる。

　その瞬間、先程まで迫っていた永遠の眠りとは違う、目覚めの約束された安らかな睡魔が襲いかかってきた。

　──どうして、私を助けてくれたんですか？

　その問いを口にする暇ひますらなく、ミラの意識は夢の世界へと落ちていった。
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　幼い頃、ミラは風か邪ぜをひいて寝込むのが嫌いではなかった。

　皆と一緒に遊べないのは残念だし、家事の手伝いができないのは心苦しいが、とても楽しみな事があったのだ。

「ほら、お薬だよ」

　ベッドで横になっているミラの元へ、母親が湯ゆ気げを立てた木のコップを持ってくる。

　中身は薬草・カモミールの粉末をとかしたお湯で、その独特な匂においと味が彼女は苦手だった。

「苦いから嫌だ」

「ワガママを言わないの」

　薬やく湯とうを拒こばむミラを軽く叱しかりながらも、母親は頭を優しく撫でてくれる。

「ちゃんと全部飲んだら、ハチミツを一ひと匙さじだけ舐なめさせてあげるから」

「本当っ!?」

　待ってましたとばかりに、ミラは目を輝かせる。

　貴重な甘かん味みであるハチミツは、春と秋にあるお祭りの時くらいしか食べられない。

　それを一匙だけでも味わえるなら、不ま味ずい薬湯も苦ではなかった。

「絶対だよ！」

「おや、そんなに元気なら、お薬もハチミツもいらないかな？」

　熱も忘れて大声を上げるミラを見て、意地悪を言う母親の手から、彼女は急いでコップを受け取る。

　そして、息を吹きかけて薬湯を冷まし、強い苦みに耐たえて何とか飲み干した。

「うぇ～」

「はい、よく頑張ったね」

　顔をしかめるミラの口に、待ち焦がれていた黄金の輝きこと、ハチミツをすくったスプーンを、母親がそっと差し入れてくる。

　途と端たん、舌を汚染していた薬湯の苦みが消えるほど、暴力的な甘さが口内に広がった。

「美お味いしい～……風邪をひいて良かった」

「何て事を言うんだい、この子は」

　感激のあまり本音を漏もらしたミラの額を、母親は小こ突づいて微笑を浮かべる。

　女手一つで娘を育てるために、いつも忙せわしなく働いている母親が、病気にかかった時はつきっきりで看病してくれる。

　それがハチミツの甘さと相まって、ミラは大好きだったのだ。







「……お母さん」

　懐なつかしくて優しい、だからこそ涙が溢あふれる夢から目覚めると、自宅とは違うが覚えのある天井が目に入ってきた。

「ここは、村長さんの家？」

　ミラは戸と惑まどいながらも起き上がって周囲を窺うかがう。

　広い部屋の中には簡素な藁わらのベッドが敷しき詰つめられており、そこには友達である村の子供達が寝かされていた。

「みんな！」

　ミラは大慌てで、眠る子供達の体を調べて回る。

　その肌にはまだ緑色の斑点が薄うつすらと残っていたが、呼吸は安定しており穏おだやかな寝顔を浮かべていた。

「よかった……」

　ミラは安あん堵どの息を吐いて座り込む。皆もあの霊薬という不思議な液体を飲まされて、一命を取り留めたのだろう。

「そうだ、あの人は？」

　死神のような動く骸骨。あれが死の間際に見た幻覚でなければ、自分達を救ってくれた恩人に違いない。

「いや、恩おん骨こつ？」

　ミラは首を傾かしげて考え込む。あれは人間ではない。村の老人達が話してくれた不死者アンデツドと呼ばれる魔物だろう。

　その中でも人間と同等以上の知能を持ち、山を消し飛ばすほどの魔術を操あやつる、不死者達の王──不死王ノーライフ・キングと呼ばれる、最も危険な存在だとミラが知るのは、もう少し後の事である。

「魔物は人を襲う危険なものだから、見かけたら全力で逃げなさいって言われていたけど……」

　そんな魔物が人を救うなんて、聞いていた話と違いすぎる。

　ミラが困惑していると、彼女の独ひとり言ごとに触発されたのか、子供達が目を覚まし始めた。

「ん、ミラお姉ちゃん？」

「あれっ、俺は死んだはずじゃ……」

「体が痛くない。どうなってるの？」

　皆はミラと違って意識を失っていたのか、骸骨に薬を飲まされた事を覚えていないようで、どうして自分達が生きているのか分からず、戸惑いの表情を浮かべている。

　ともあれ、友達の元気そうな様子を見て、ミラは目め尻じりから大粒の涙を零した。

「みんな、助かって本当に良かった」

「おいおい、泣くなよ」

　同い年の少年・トリオが、肩を叩たたいて励はげましてくれる。

「うん、ありがとう」

「お、おう」

　ミラが涙を拭ぬぐって微笑むと、トリオは頰ほおを染めて顔を逸そらす。

　そうして微笑ましい空気が流れたところで、一人の女の子がふと呟つぶやいた。

「ねぇ、パパとママは？」

「──っ」

　ミラは顔を強こわ張ばらせて黙だまり込こむ。おそらく、この場にいる彼女を含ふくめた九人の子供以外は、もう誰も生きてはいないのだろう。

　女の子の両親だけでなく、他の子の親兄弟も、そしてミラの母親も。

　だが、その事実を認めるのが怖くて、上う手まい誤ご魔ま化かしの言葉も見つからなくて、ミラが意味もなく口を開閉していると、部屋の扉が急に開いて、あのローブを羽織った骸骨が現れた。

「ひぃっ！」

「ば、化け物っ!?」

　やはり他の子供達は骸骨を見ていなかったようで、悲鳴を上げて部屋の隅すみに逃げてしまう。

「えっと……」

　ミラは困って言葉に詰まる。命の恩人である骸骨を庇かばいたいが、不死者が自分達を助けてくれただなんて、とても信じて貰もらえるとは思えなかった。

　とはいえ、このまま何もしないわけにはいかない。

「みんな、多分大丈夫だから落ち着いて」

　効果はなさそうだと半分諦あきらめながらも、皆に声をかけたまさにその時、グゥ～という可愛かわいらしい音が、ミラのお腹から響いてきた。

「あっ……」

　思えばこの数日間、ベッドから起き上がれず看護してくれる者もおらず、母親が枕元に置いていってくれた水とハチミツ以外は、何も口にできていなかった。

　改めて自分の体を見ると、まるで骨のように痩やせ細ほそってしまっており、骸骨が飲ませてくれた霊薬の効果がなければ、今こうして話す事すら不可能だっただろう。

「お腹減った……」

　ミラが鳴らしたお腹の音で、他の子供達も空腹を思い出したようで、その場にへたり込んでしまう。

　それを黙って見守っていた骸骨は、白い歯をカタカタと鳴らして笑った。

「空腹を感じるのは生きている証拠ですよ。さあ、麦むぎ粥がゆを用意しておきましたから、皆さんこちらにいらしてください」

　骸骨はそう言って手を振り、ついてくるよう促うながしてくる。

「…………」

　恐ろしい死神のような姿と、それと不ふ釣つり合あいな親切で礼儀正しい態度に、子供達は揃そろって困惑し黙り込んでしまう。

　そんな中で、ミラは廊下から漂ただよってくる麦粥の匂いに抗あらがえず、気がつけばゴクリと唾つばを飲み込んで立ち上がっていた。

「おい、危ないぞっ！」

「大丈夫だよ」

　手を摑んで止めようとしてきたトリオに、ミラは平然と笑い返す。

「この……おじさん？　がその気だったら、私達はとっくに殺されてるよ」

　死の淵ふちを覗のぞいた事で、妙みような度ど胸きようでもついたのだろうか。

　低い声からして男性なのは間違いないが、年齢は不明な骸骨の呼び方で少し迷いながらも、ミラはそう断言して逆にトリオの手を引っ張った。

　それから、骸骨に向かって改めて尋たずねる。

「私達を殺したりしませんか？」

　すると、骸骨はローブの前を開き、空からっぽの腹を見せて笑った。

「子供を太らせて食べる趣味はありませんから、ご安心ください」

「ふふっ」

　そんな童話を母親が話してくれたなと、ミラは思い出して笑い、少しだけ浮かんだ涙を拭ってから、不安そうに固まっている子供達を手招きした。

「行こう。せっかく助かったのに、お腹が空すいて死んじゃったら馬鹿馬鹿しいよ」

　それこそ、助からなかった他の村人達に申し訳が立たない。

　ミラが開き直って骸骨と共に廊下へ出ると、他の子供達もやはり空腹には勝てなかったのか、戸惑いながらも後を追ってきた。

　そうして、彼女達は骸骨に案内されて居間に入る。

　宿屋なんてない小さな村では、来訪した役人を泊める役割もあるため、村長宅の居間は他の家よりも広く、大きめのテーブルが用意されている。

　そこに今、美味しそうに湯気を立てる麦粥の盛られた皿が、子供達の人数分だけ並べられていた。

「うわ～っ！」

「申し訳ありませんが、味の方は保証できませんよ。何せ舌がありませんので」

　骸骨が空っぽの口内を見せて注意するが、飢えた子供達の耳には届いていなかった。

　溢れ出る食欲の前では、先程までの警戒心など吹き飛んでしまい、我先にと麦粥の皿に手を伸ばす。

「はぐはぐ、熱っ！」

「まだまだ沢たく山さんありますから、慌てなくとも大丈夫ですよ」

　がっつく子供達の姿を見て、骸骨は微笑んでいるのか、青い炎のような目を細めながら、お代かわりのつまった鍋を持ってくる。

　それを横目で窺いながら、ミラも麦粥を口に運んだ。

「……美味しい」

　やはり空腹は最高の調味料なのだろう。麦をお湯で煮ただけの味気ない粥が、焼き立てのパンや鶏にわとりの肉よりも美味しく感じられて、思わず涙が浮かんでしまう。

　そうして、ミラ達が何杯もお代わりを重ね、ようやく腹が落ち着いたのを見み計はからって、骸骨はゆっくりと口を開いた。

「さて、まずは自己紹介と致しましょう。私の名前は……何でしたっけ？」

「えっ？」

　困って首を傾げる骸骨に、ミラ達も全まつたく同じ動作を返す。

　こちらを和なごませるための冗談なのかもしれないが、何年も人から名前を呼ばれていなかったせいで、本当に名前を忘れてしまったような深刻さが感じられて、下へ手たに突っ込んで聞く事もできない。

　そんな黙り込むミラ達に代わって、不意に聞き覚えのない女性の声が響いてきた。

「あらあら、歳としを取るとボケちゃって嫌ね」

「誰っ!?」

　驚いて周囲を見回す子供達の前で、テーブルの上に黒い影が飛び出てくる。

　それは艶つややかな黒い体毛と、月を思わせる黄金の瞳ひとみをした──

「猫さんが喋しやべってる？」

「骸骨が喋るんですもの、猫だって喋るわよ」

　驚いてパチパチと瞬まばたきを繰り返すミラに、急に現れた黒猫はそう言い返して、テーブルの上で丸くなった。

　それを見て、今まで終始穏やかな様子を崩さなかった骸骨が、初めて棘とげのある声を出した。

「加齢による痴ち呆ほうを警戒すべきなのは、貴方あなたの方ではありませんか？」

「この若く瑞みず々みずしい体が目に入らないなんて、目玉が腐っているのかしら？　あら、ごめんなさい。腐る目玉がなかったわね」

　言葉遣いは丁てい寧ねいながら、骸骨と黒猫は険悪な雰ふん囲い気きで睨にらみ合あう。

　それを見て他の子供達が怯えているのに気がついて、ミラは恐る恐る一人と一匹に声をかけた。

「あの……」

「失礼しました。これの事は気にしないでください」

「そうね、私はただの観客だから、気にしなくていいわ」

「はぁ……」

　仲が良いのか悪いのか、何とも不思議な骸骨と黒猫に、ミラは曖あい昧まいな返事をするしかなかった。
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　そんな彼女を余よ所そに、骸骨は話題を元に戻す。

「私の名前ですが……テリオス、とでも名乗っておきましょう」

　いかにも今考えた偽ぎ名めいであったが、それを問う間も与えず、骸骨──テリオスは畳たたみかけるように宣言した。

「世界では毎日、病で、飢き餓がで、戦争で、人が死んだり殺されたりしています」

　ミラ達もそうなりかけていた。この世界において、死は隣人のように近い。

「けれども、私はそれが我が慢まんなりません。人が寿命以外で死ぬ事もなく、争いによって殺される事もない、平和な世界を築きたいのです」

　死の象徴たる死神めいた骸骨が、不条理な死のない世界を望むなど、悪い冗談にもほどがある。

　けれども、テリオスはどこまでも真ま面じ目めな声で、ミラ達に向かって断言した。

「私は必ずや、千年続く平和な世界を実現してみせます。だから皆さん、どうか安心してください」

　そう告げて、白い歯をカタカタと鳴らして微笑む。

　ただ、あまりにも壮大すぎる夢物語に、ミラも他の子供達もついていけず、呆然と口を開ける事しかできなかった。

「千年続く平和な世界……」

　決して豊かではなかったが、争いもなく穏やかで、それがずっと続くと思っていたこの村での生活は、急に降って湧わいた伝染病によってあっさりと崩れ去った。

　ミラは幸運にも一命を取り留めたが、かつてと同じ生活を取り戻したとしても、それがいつか何の予兆もなく壊れてしまう恐怖を、ふとした拍ひよう子しに思い出し続けるのだろう。

　だからこそ、テリオスの語るずっと続く平和というものが、とても輝いて聞こえたのだった。

「素敵ですね」

「はい、きっと素敵な世界になりますよ」

　思わず呟いたミラに、テリオスはまた歯を鳴らして笑い返す。

　この瞬間こそ、自分と不死王の運命が交まじわったのだと、彼女は死んでも忘れる事がなかった。
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　テリオスは自己紹介を終えて、子供達からも名前を聞くと静かに席を立った。

「私は少し後始末をしてきますので、皆さんはベッドで安静にしていてください」

　霊れい薬やくによって伝染病が治り、麦むぎ粥がゆで空腹を満たしたとはいえ、数日間ろくに食事もできず痩やせ細ほそっていた肉体がすぐに回復するわけではない。

　事実、体はまだ休息を必要としているようで、子供達は起きたばかりだというのに、眠そうに目を擦こすっていた。

「すみません。それじゃあ休ませて貰もらいます」

　助けられた時に意識があったためか、怯おびえた様子もなくわりと好意的で、痩せ細ってもなお美しい白髪の少女・ミラが頭を下げ、他の子供達の背中を押して寝室へと向かった。

　それを見送って、テリオスは玄関扉を開けて外に出る。

「助かった子供が九人。これでも多い方でしょうね」

　そう呟つぶやきながら、改めて村の中を見回す。

　ほんの二週間ほど前までは、平和に暮らしていた小さな農村が、今や緑色に変色した死体が無数に転がる地獄と化していた。

　初夏の日差しにやられて腐敗した遺体は、虫が湧わいて酷ひどい有あり様さまとなっており、とても子供達には見せられない。

「こういう時、骸がい骨こつは楽でいいですね」

　テリオスは白い歯を鳴らして笑う。不死者アンデツドである彼は見ての通り鼻も胃もないので、死体の腐臭にやられて嘔おう吐とする事もないし、伝染病に感染する危険もない。

「しかし、緑りよく腐ふ病びようですか」

　家の中に転がっていた死体を担かつぎ、村の外れにあった墓地らしき空き地へと運んでいきながら、テリオスは顎あごに指を当てて考え込む。

　緑腐病は空気感染し、治療しなければ十数日で必ず死亡するという、最も危険な伝染病の一つである。

　ただ、潜伏期間が短くすぐに発症するため、知らぬ間に感染が拡大する事は少ない。

　そして、極ごく一部の例外を除のぞき、人間以外の動植物には感染しないという、病原菌としては致ち命めい的てきな欠けつ点てんを抱かかえていた。そのため──

「二百年前に根こん絶ぜつしたと思っていたのですが……」

「あら、随ずい分ぶんな思い上がりね」

　テリオスの独り言に答えて、黒猫がどこからともなく現れ、彼の肩に飛び乗ってくる。

「人間ごときが死の化身たる病魔を滅ほろぼそうだなんて、冥めい界かい神しんに喧けん嘩かでも売る気かしら？」

「平和のために必要とあれば、神との争いも辞じしませんがね」

「あら怖い」

　硬い声で答えるテリオスに対して、黒猫は愉ゆ快かいそうに髭ひげを揺らして笑う。

　それを見て、テリオスは痛覚を失ったはずの体に頭痛を覚えた。

「何の用ですか？　暇ひまなら子供達の相手をしてあげてください」

「あいつらなら全員、死体のように眠ってるわよ」

「もう少し言い方を考えてください」

　彼の到着があと数時間も遅れていたら、本当に死体と化していただけに、全く笑えなかった。

　そう注意するテリオスに向かって、黒猫は意地悪な笑みを浮かべる。

「でも、よかったわね」

「何がですか？」

「こんなに都合の良い村が見つかるなんて、あんたはやっぱり運命に愛されているわ」

「呪のろわれている、の間違いでしょう」

　冗談にしても質たちが悪すぎると、テリオスは不満げに言い返す。

　だが、黒猫は追撃の手を緩ゆるめなかった。

「でも事実でしょう？　病魔に冒おかされて救いの手を待つ哀あわれな子供達なんて、取り込むのにこれほど最適な者達はいないわ」

「…………」

　テリオスは黙って口を閉じる。黒猫の指摘が確かに事実であったからだ。

　平和な世界を築くという目的を達成するためには、彼の存在を人々に受け入れて貰う必要がある。

　だが、一般に邪悪な魔物とされる不死者を、それも一国を滅ぼすほど危険な力を持った不死王ノーライフ・キングを、人々が受け入れる事など普通はありえない。

　そう、普通の状態ではありえない。だが、非常事態ならば話は違う。

　神でも悪魔でも何でもいいから救って欲しいと願うほど、悲ひ惨さんな状況に追い込まれていれば、弱い人々は邪悪な不死者にだってすがりつく。

「領主の重税に苦しむ民でもいれば、とは考えていましたがね」

　テリオスは深い溜ため息いきを吐つく。緑腐病によって全滅しかけた村と遭遇するなんて、彼にとっても想定外の事態だったのだ。

「確かに好都合でしたが、都合が良すぎで私が緑腐病をばらまいたなどと、あらぬ疑いをかけられかねません。本当に運命とやらが仕組んだのだとしたら、嫌がらせにもほどがあります」

「なら、別の所でやり直す？」

　黒猫の提案に対して、テリオスは少し思案してから首を横に振る。

「いいえ。計画を始めるにあたって、ここより理想的な土地はないでしょうし」

　ここはトロキア大陸の最北西に位置する、エリュトロン王国の領土内である。

　そのエリュトロン王国だが、北から東にかけては高い山脈に遮さえぎられ、西は海に面しているが、海かい竜りゆうが生息しているため船での行き来が難しく、他国と繋つながるのが南側の沼地のみという、とても攻め込まれ難にくく守りやすい地形をしていた。

「計画を進めていけば、どうしたって私を滅ぼそうとする者達が現れます。その際、四方八方から攻め込まれては堪たまりませんからね」

　多方面作戦は最大の愚ぐ行こうであり、戦線を一つに絞って早期解決を図はかるのが、戦争で最も重要な事だと、テリオスは骨身に染しみて知っていた。

「このエリュトロン王国は天然の要よう塞さいに守られている分、それが領土の拡張を阻はばんでいるという欠点もありますが、利点の方が大きいですからね」

　そう考えて王国を訪れ、『幻影イリユージヨン』の魔術で人間に化けて国内の情報を探っていたら、伝染病に冒されたクリオ村の話が耳に入って、今に至るというわけであった。

「計画が目論見通りに進まない事は、生前も嫌というほど味わいましたが、こうまで都合が良すぎる状況を用意されると、誰かの陰いん謀ぼうを勘かんぐりたくなってしまいます」

「言っておくけど、私は何もしていないわよ」

「そこは信用していますよ」

　黒猫とそんな話をしつつ、テリオスは村中の死体を墓地に集めていった。

「全部で四十二体ですが、使えそうなのは三十体程度でしょうね」

「足りないのなら、兵士や魔物に殺された奴らの死体を回収してきたら？」

「そこまでする必要はないでしょう。子供達が九人ですから、一人あたり三体なら多すぎるくらいで──うん？」

　テリオスは後の方から人の気配を感じて振り返る。

　見れば村長宅で眠っていた子供達が起き出して、おびただしい腐臭に鼻を摘つまみながらも、こちらに向かって来ていた。

「あの、何をしているんですか？」

　皆を代表して問いかけてくるミラに、テリオスは正直に答える。

「遺体を焼くのですよ。そうしないと病気が広まってしまいますので」

　動植物からうつされる事はないが、感染した人間の死体からは広がるというのが、緑腐病の厄やつ介かいな点であった。

「皆さんに飲ませた竜りゆう骨こつの霊薬は、生命力を増大させて大抵の病を治せますが、数日もすると効果が切れてしまいますからね。一度完治した事で耐性ができたとは思いますが、緑腐病にかかった遺体を放置していると、再び発症してしまう危険性があります」

「──っ!?」

　またあの苦しみを味わうかもしれないと言われて、子供達は恐怖のあまり震ふるえ上あがる。

「そんなわけで、遺体を焼かせて頂こうと思ったのですが、信仰上の問題でもありましたでしょうか？」

「信仰上？」

「その様子だとなさそうですね」

　首を傾かしげるミラを見て、テリオスは安あん堵どしてから説明する。

「大地神ケレスの信者は、死後は母なる大地に還かえる事によって、来世も人間に生まれ変われると信じています。そのため、遺体が焼かれるのをとても嫌っているのですよ」

「そうなんですか」

「はい。なのでケレス信者が重罪を犯すと、生きながら焼かれたうえで、残った骨すら埋まい葬そうされず野に捨てられてしまうのですよ」

「生きながら焼かれる……」

　想像しただけで恐ろしかったようで、ミラだけでなく他の子供達も顔を青くしてしまう。

　そんな子供達を見て、黒猫が意地悪な笑みで口を挟はさんできた。

「よかったわね、ケレス信者じゃなくて。死体の焼却に反対していたら、あんた達ごと燃やされていたわよ？」

「えっ!?」

　子供達から驚きよう愕がくと恐怖の視線が飛んできて、テリオスは慌てて弁明する。

「安心してください。そんな事は絶対にしませんから」

「本当～？」

　ニヤニヤと笑う黒猫を、テリオスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で睨にらみつつ、集めた死体に向かって魔術を唱となえる。

「『土の壁ソイル・ウオール』」

　地面が勢い良く隆起して、積み上げた死体の四方を囲む壁となる。

　そうして、熱が逃げにくい環境を整えてから、さらなる呪じゆ文もんを唱えた。

「『焼殺クリメイシヨン』」

　土壁の中に業ごう火かが生まれて、緑色に変色した死体の山を瞬またたく間まに焼き尽くしていく。

　その勢いは凄すさまじく、巨大な火柱が天高く昇り、焼けるような熱風が子供達の頰ほおを撫なでた。

「うわぁ……」

「凄すごい……」

「少しやりすぎましたかね」

　強大な力に対する畏い怖ふと憧あこがれを浮かべる子供達を見て、テリオスが照れたように顎あご骨ほねを掻かいていると、ふとこちらを見上げるミラと目が合った。

「おじさんは凄い魔術師だったんですね」

「はい、頑張って鍛きたえましたので」

　テリオスは力こぶも作れないのに、二の腕ならぬ上腕骨を見せて笑う。

　すると、ミラは目を輝かせたあとで、急に力なく俯うつむいた。

「私にもおじさんみたいな……」

「どうしました？」

「いえ、何でもないです」

　明らかに何でもあったのだが、テリオスは深く詮せん索さくはせず、緑腐病を燃やし尽くす火柱に目を戻す。

　そして、火が消えるのを待って土壁を崩した。

　黒く焼やけ焦こげた地面に散らばる、無数の白い人骨が現れて、子供達の顔が悲痛に歪ゆがむ。

「パパ、ママ……」

「カルポ兄ちゃん達なんて、この春に結婚したばかりだったのに……」

　八十人ほどの小さな村であるため、全員が顔見知りであり、家族のように協力し合って生きてきたのだろう。

　それが緑色のおぞましい死体と化して、今やどれが誰かも分からぬ白い骨となってしまったのだ。

　改めて悲しみの涙を流す子供達に、テリオスは優しく語りかける。

「皆さん、ご両親や祖父母を亡くされて、さぞやこれからの生活が不安な事でしょう。ですがご安心ください」

　そう前置きしてから、遺骨の山に向かって呪文の詠唱を始めた。

「命を失なくした虚うつろな骸むくろよ、仮かり初そめの魂たましいを得て、生者のために再びその手足を動かせ──」

　先程の土壁や火炎柱よりも時間をかけて、指先に魔力を集めていく。

　そんな彼の指先を、ミラが眩まぶしそうに見つめていた。

（おや？　これはひょっとして……）

　思わぬお宝を見つけて気が逸それそうになりつつも、テリオスは最後の呪文を唱えて魔術を完成させる。

「『骸骨人形の創造クリエイト・ボーンゴーレム』」

　指先に集められた膨ぼう大だいな魔力が、青い光となって焼き立ての人骨に降ふり注そそぐ。

　すると、バラバラになっていた無数の骨が、見えない糸で繋がれたように組み上がり、まるで生きているかのように立ち上がってきた。

（二十九体ですか。まぁ十分でしょう）

　小さすぎる赤ん坊の骨や、焼却のさいに砕くだけてしまった老人の骨などを除いて、しっかりと起動した骸骨人形を数えて、テリオスは満足そうに頷うなずく。

　それから、明るい声を上げて振り返った。

「皆さん、これが亡くなった人達の代わ──うんっ？」

「ひっ、ひぃぃ……っ！」

　嬉き々きとして説明しようとしたテリオスとは裏腹に、子供達は彼を初めて見た時以上に怯え、恐怖のあまり座り込んで失禁している者さえいた。

　一番友好的だったミラさえも、顔を真まっ青さおにして立ち尽くしている。

「あれ？」

「なに不思議そうな顔をしてんのよ。馬鹿じゃないの」

　子供達の思わぬ反応に困惑するテリオスを、黒猫が辛しん辣らつに罵ば倒とうする。

「二百年も不死者をやっているうちに、生者の感性を忘れたのかしら？　肉親や知人の骨が急に動き出したところを想像してみなさいな」

「う～ん、まずは武器となる鈍器の確保ですかね」

「あんたはそういう奴よね」

　だから見ていて楽しいのだ、とでも言いたげに、黒猫は微笑ほほえみながら呆あきれた溜息を吐くという器用な真ま似ねをしてみせた。

　そのお陰かげというわけでもないが、テリオスは己の失敗を悟さとる。

「普通の人は恐がりますか。目的の達成ばかりに目がいって、皆さんの心情に気配りが足りませんでしたね」

「それが原因で死んだくせに、あんたも成長しないわね」

「くっ……」

　黒猫の嘲ちよう笑しようは実に腹立たしいが、指摘は事実であるだけに言い返せない。

　そう歯ぎしりしつつも、テリオスは勝ち目のない舌ぜつ戦せんから逃れて、怯える子供達の方に向き直り、努つとめて優しい声で話しかけた。

「皆さん、落ち着いて聞いてください。あのボーンゴーレムは皆さんを傷つけたりはしません。むしろ皆さんを争いや飢き餓がから救うために作り出したのです」

「…………」

　子供達は疑いの表情で黙り込む。命を救われた恩はあるが、村人の骨が動き出した光景が衝撃的すぎて、迂う闊かつに信用できないのだろう。

（この様子では、説明しても聞いて貰えるかどうか……）

　そんなテリオスの迷いを感じ取ったのか、ミラが恐る恐る尋ねてきた。

「私達のため、なんですか？」

「はい、その通りです」

　少なくとも彼女は話を聞いてくれるようで、テリオスは内心安堵しながら、詳くわしい説明を始める。

「既すでにお気づきかと思いますが、緑腐病から救い出せたのは、今ここにいる貴方あなた達だけです」

「──っ」

「働き手である大人を失ったこの村は、このままでは滅びるしかありません。余よ所そから働き手を連れてこようにも、伝染病に冒された村に来たがる者はいないでしょう」

「そんな……」

　家族や知人の死で傷ついている子供達に、テリオスは敢あえて残ざん酷こくな現実を突きつける。

　その上で、静かに問いかけた。

「皆さん、この村が滅びても構いませんか？」

「嫌です」

　ミラが間かん髪はつ入れずに即答する。

「みんなと一緒に暮らした、このクリオ村がなくなっちゃうなんて嫌です」

　そこには故郷が滅びる事への哀あい愁しゆうだけでなく、生活の基盤を失うという、現実的な恐怖も交まじっているのだろう。

「お母さんがいなくなって、この村までなくなってしまったら、私はもう……」

　頼れる親しん戚せきはおらず、行く所もなく、このまま野の垂たれ死じぬしかない。

　そう項垂うなだれるミラを見て、他の子供達も不安そうに囁ささやき合あった。

「私は隣村に叔お父じさんがいるけど、意地悪な人だからきっと虐いじめられちゃう」

「そもそも、病気になった俺らを受け入れてくれる村なんてあるのか？」

「治ったって言っても、どうせ信じて貰えないよ……」

　どれだけ話し合っても、まるで明るい未来が見えてこない。

　実際問題、緑腐病によって全滅しかけ、魔物に謎なぞの薬を飲まされて助かった子供なんて、不気味すぎて誰も助けてはくれないだろう。

「つまり、あんたらはこの滅びかけた村で生きていくしかないわけね」

　ご愁傷様とばかりに、黒猫が髭を揺らして笑う。

　そんな彼女を睨んでから、テリオスは明るい声で告げる。

「だからこそ、このボーンゴーレム達が必要なのです」

　彼が手をかざすと、二十九体の骸骨は一いつ斉せいに気をつけの姿勢を取った。

「ご覧の通り、ボーンゴーレムは私の命令通りに動きます。複雑な仕事はこなせませんが、亡くなった人々の代わりに、作物を収穫したり動物から畑を守ったりはできます」

「それじゃあ？」

「はい、ボーンゴーレムが働いてくれるので、このクリオ村は滅びません！」

　希望が見えて目を輝かせるミラに、テリオスは胸骨を叩いて力説する。

「しかも、ボーンゴーレムは人間と違い、食事も睡眠も必要ありませんから、二十四時間休まず働けます。これにより、皆さんは農作業から解放され、今までよりも自由で豊かな生活ができるのです」

　人間のように高度な知能はなく、テリオスと同様に味覚などがないため、料理など一部の仕事は子供達が自らやるしかない。

　それでも、ボーンゴーレムの労働力は、大人達の抜けた穴を補おぎなって余あまりあるだろう。

「どうです。素晴らしいでしょう？」

「…………」

　誇ほこらしげに問いかけるテリオスに対して、子供達は複雑な表情で黙り込む。

　大人達を失ったこの村で生きていくには、ボーンゴーレムが必要だという理屈は分かる。

　それでも、家族や知人の骸骨を使った存在に対して、生理的な嫌けん悪お感かんが拭ぬぐえないのだろう。

（う～ん、困りました）

　テリオスは顎に指を当てて考え込む。

　労働力としてボーンゴーレムを利用するのは、この村を存続するためだけでなく、平和な世界を築くという、最終目的のためにも不可欠なのだ。

　そもそも、争いの大半は飢餓から生まれる。

　飢うえて死にそうだから人を殺してでもパンを奪う。重税によってこのままでは餓が死しするから反乱を起こす。軍隊を食わすために他国の村を襲撃する等々。食べ物がないと死ぬという、生物の業ごうに追い詰められた時、人は倫りん理り観かんを捨てて殺人を肯定してしまうのだ。

　逆に言うと、腹一杯食べられて死ぬ不安がなければ、争いの大半は起こらなくなる。

（『礼れい節せつを教える前にパンを与えよ』という諺ことわざもありますし、理性的な人間であるためには、餓うえた獣けものにならない環境が不可欠です）

　よって、平和のためには安定した食料の生産が必須であり、それを可能とするだけの労働力が必要となる。

　かつてとある国では、それを人間ではないとされた者達──奴ど隷れいが担になっていた。

　全ての労働を奴隷達に押しつけて、仕事のストレスから解放された国民達は、衣食住の心配もなく、一日中遊びや芸術に興じて、実に楽しく平和な時を過ごしていたという。

　だがそれは、少数の国民を支えていた大多数の奴隷が、積もり積もった恨うらみを爆発させて、反乱を起こした事によって終しゆう焉えんを迎えた。

（平和のためには人間以外の労働力が必要という、方向性は合っていたのですがね）

　同じ人間を奴隷という物扱いしたために起こった失敗を、テリオスは歴史から学んだ。

　だから、完全に道具であり反乱する意思を持たない、ボーンゴーレムという労働力を用意したのである。

（素晴らしい発想だと思ったのに、こうも受け入れて貰えないとは……）

（何でもあんたの尺しやく度どで測はかるからよ）

　テリオスの思考を読み取って、黒猫が『念話テレパシー』でツッコミを入れてくる。

（大半の人間は整然とした理論ではなく、刹せつ那な的てきで矛む盾じゆんだらけの感情で動くって、死んでも理解できなかったのかしら？）

（いや、分かってはいたんですがね。自分達の生活がかかったこの状況なら、流石さすがに受け入れてくれると期待していたのですよ）

　顎を掻きながら弁明するテリオスを見て、黒猫は深い溜息を吐く。

（だからあんたはアホなのよ。子供なんて最も感情的な生物が、命を盾に取られた程度で素直に従したがうわけないじゃない。自分だけは大丈夫って無根拠な全能感を拗こじらせて、反抗するに決まっているでしょう？）

（それは子供を貶けなしすぎでは？）

　テリオスが黒猫と睨み合いながら念話を交かわしていると、不意にローブの袖そでを引っ張られる。

　驚いて目を向ければ、ミラが複雑な表情で彼を見上げていた。

「あの、私達が生きていくために、みんなの骸骨を働かせないといけないって事は分かりました、けど……」

「けど？」

「みんなは、苦しんでいませんか？」

　恐る恐る告げられた問いを耳にして、テリオスは思わず手を打ってしまう。

「あぁっ!?　いや、説明不足でしたね、本当に申し訳ありません」

　黒猫に指摘されたばかりだが、自分の尺度や常識で考えて、村の子供達──魔術の知識など欠片かけらも無い相手への配はい慮りよが欠けていた。

　テリオスは深く頭を下げて謝罪してから、誤解を解きにかかる。

「皆さんはこれを魔物──動く骸骨スケルトンだと勘違いしていたようですが、そうではありません。私が先程呪文を唱えたように、これはボーンゴーレムなのです」

「何が違うんだよ？」

　ミラばかりに話をさせるのは悪いと思ったのか、年長の少年・トリオが尋ねてくる。

　それに対して、テリオスは子供でも分かる言葉を探しながら説明した。

「動く骨という点では同じです。しかし、スケルトンが死者の魂を利用しているのに対して、ボーンゴーレムは私の力で動いているだけなのです」

「うん？」

「つまり、お亡くなりになった方々の幽霊が取とり憑ついているとか、そういう事ではないのです」

　首を傾げる子供達に向かって、テリオスは端たん的てきに結論を告げる。

　死し霊りよう魔術によって作り出されるスケルトンは、死者の魂をエネルギー源として骸骨に縛り付け、不死者として利用する外げ法ほうである。

　対して付与魔術によって作り出されるボーンゴーレムは、魔力を生み出す擬似的な魂を創造し、骸骨に備そなえ付つけて動かしているだけにすぎない。

　術者の命令通りに動く骸骨という、表面的な現象は同じに見えても、簡単だが死者の魂を悪用するスケルトンと、高度だが死者の骨しか使わないボーンゴーレムでは、仕組みも倫理的にも大きな違いがあった。

「じゃあ、みんなが苦しんでいるわけではないんですね？」

「はい、その通りです」

　ミラの問いに対して、テリオスは深く頷き返す。

「お亡くなりになった皆さんの魂は、既に冥界へと旅立っております。あれは空からっぽになった骨を私の魔術で動かしているだけなので、誰も苦しんではいません」

「そうなんですか、よかった」

「……本当かよ？」

　断言するテリオスを見て、ミラは嬉うれしそうに安堵するが、トリオは不審そうな目を向けてくる。

　口で説明したところで、魔術師ではない彼らにしてみれば、スケルトンとボーンゴーレムの違いなど感じ取れないので仕方がない。

「では、これでどうでしょうか」

　テリオスは死者の魂と無関係である事を証明するために、ボーンゴーレム達に命令を送る。

　すると、彼がイメージした通りに、二十九体の骸骨が一斉に優雅な宮廷舞踏を舞い始めた。

「どうですか。皆さんの知っている方々なら、こんな踊りをしませんよね？」

　実を言えば、スケルトンでも全く同じ事が可能である。

　ただ、恐ろしい骸骨達が華か麗れいなターンを決める姿は、とても衝撃的だったのだろう。

　思わず見とれる子供達の中で、ミラが真っ先に吹き出した。

「ふふっ、怒りん坊のボルおじさんが、あんな風に踊るわけないもんね」

「あっ……」

　可お笑かしくて微笑む彼女を見て、他の子供達もようやく死者とボーンゴーレムは別物なのだと、頭ではなく心で分かったらしい。

「そうだよな。家のやかましい母ちゃんが、骨になった程度で大人しく従ったりしないよな」

「パパ達じゃないんだ……」

　動く骸骨に対する本能的な恐怖は消えないし、故人の遺骨を利用する事への抵抗感も残っているが、それでも違うと、家族や隣人の魂はもうこの世には居ないと受け入れたのだろう。

　子供達は寂しげな顔をしながらも、自分達を納得させるように頷き合った。

　それを見て、テリオスだけでなくミラもほっと胸を撫で下ろす。

「よかった」

「くくくっ、どこかの能無しよりも、この子の方がよっぽど説得上手ね」

「脳が空っぽの骸骨で悪かったですね」

　意地悪に笑う黒猫に対して、テリオスはふて腐れたように言い返す。

　それから、白い髪をなびかせるミラの横顔を窺うかがった。

（これは拾い物でしたね）

　テリオスやボーンゴーレムの力がないと、自分達がこれから生きてはいけない事を、彼女は冷静に受け入れたうえで、他の子供達を上手に納得させた。

　とても十代前半の村娘とは思えない、頭の良さと胆たん力りよくを兼かね備そなえている。

　そして、『骸骨人形の創造』を唱えた時の反応からして──

「ダイヤの原石と巡り会えたのですから、たまには運命の呪いにも感謝しておきましょう」

「おじさん？」

「気にしなくていいわよ。こいつの独り言は病気だから」

　満足げに何度も頷くテリオスを、ミラが不思議そうに見上げて、黒猫がフォローに見せかけた罵声を吐く。

　ともあれ、不死王と骸骨人形の一団は、恐怖や不安を抱えながらも、クリオ村の一員として受け入れられたのであった。





　　　　◇






　テリオスが虚こ空くうから取り出したシャベルを使い、ボーンゴーレム達が掘ほった穴に、ミラ達はゴーレムにならなかった遺骨を拾ひろい集あつめて埋葬した。

「炎の神ウルカヌス様、その灯ともし火びにて暗き道を照らし、皆の魂を迷わず冥界へと導きたまえ」

　ミラの言葉に合わせて、他の子供達も手を合わせて祈りを捧ささげる。

　彼女の母親は正式な神官でこそなかったが、葬式や結婚式、お祭りの際には神に祈る役をこなしていたので、隣となりで聞いていたミラは教えられた事がなくても、こうして諳そらんじる程度はできるのだった。

　そうして、簡略ながらも弔とむらい終えるのを待って、テリオスが話を切り出してきた。

「さて皆さん、私は少し買い物に行ってきます。村を守るようボーンゴーレム達に命じておきますので、余程の事がない限りは大丈夫だと思いますが、何かあればこれを破やぶいて私を呼んでください」

　虚空から今度は紙の札ふだを取り出して、皆に一枚ずつ手渡してくる。

　そこに描えがかれた複雑な紋様を眺ながめつつ、ミラは首を傾げた。

「おじさん、空中から何でも取り出せるのに、お買い物をするんですか？」

「いや、これはとある場所にある私の倉庫から、必要な物を取り寄せているだけで、無から有を生み出しているわけではありませんから」

「そうなんですか」

　苦笑するテリオスの説明に、ミラは頷きながら少しだけ残念に思う。

　無知で無力な彼女達からすれば、まるで万能の力に見える魔術とて、何でもできるわけではないらしい。

（死んだ人を蘇よみがえらせるなんて、絶対に……）

　動く死体や骸骨、または幽霊のような魔物としてなら、再び現世に呼び戻す方法はあるのだろう。

　けれども、以前と何も変わらない生きた人間として蘇らせる方法は、この世のどこにも存在しないに違いない。

（冥界から恋人を連れ戻そうとして失敗した吟ぎん遊ゆう詩し人じんの話、お母さんがしてくれたっけ）

　ふとそんな事を思い出して、懐なつかしさに涙を堪こらえるミラを余所に、テリオスは「では行ってきます」と手を振ると、何やら呪文を唱えて煙のように姿を消してしまった。

「で、どうする？」

　村を囲むように散らばっていくボーンゴーレム達を見ながら、トリオが尋ねてくる。

　それに、ミラは少し考え込んでから答えた。

「とりあえず、家のお掃除でもしようか」

　麦粥をたらふく食べてから二度寝をしたのもあるが、やはり霊薬の効果が大きいのだろう。

　病み上がりとは思えない力が漲みなぎっており、とても眠れそうにはなかった。

　それに体を動かしてでもいないと、また悲しみが押し寄せてきてしまう。

「そうだな、随分と汚れちまったし」

　トリオが同意したのを見て、他の子供達も頷き、九人はそれぞれの自宅に向かった。

「ただいま」

　ミラは誰もいないガランとした家に声をかけ、改めて寂しさを感じながらも中に入る。

　そして、まずはベッドの横に散らばる食器を拾い上げた。

「ハチミツ、もう残ってないんだ」

　大好物が入っていた素焼きの小こ瓶びんは、甘い香りだけを残して空っぽになっていた。

　緑腐病にかかって朦もう朧ろうとしている間に、彼女が味わいもせず全て飲み干していたのだが、今思えば実に勿もつ体たいない。

　とはいえ、そのお陰でテリオスが来るまで体力が保もったのだろう。

　ハチミツとそれを残してくれた母親が、ミラの命を救ってくれたのだ。

「ありがとう」

　ミラは小瓶を水で洗ってから棚にしまうと、今度はベッドと向き合った。

「中の藁わら、代えないと駄目だな」

　母親が消えた後は看病してくれる者もおらず、起き上がる事もできなかったので、シモの始末ができなかったのだ。

　異臭を放つベッドを見て、ミラは羞しゆう恥ちに頰を染めてから、ふと異変に気がつく。

「そういえば、服や体が綺き麗れいになってる？」

　汗や尿による汚れや異臭が、いつの間にか消え失せていた。

　おそらく、彼女を自宅から村長宅へと運ぶ間に、テリオスが何らかの魔術で汚れを落としてくれたのだろう。

「やっぱり、魔術って凄いな」

　何でもは不可能だが、大人が何十時間も働かないと築けない土壁を一瞬で生み出し、薪まきや火種もなしで巨大な火柱を立て、人の技術では到底不可能な動く骸骨を作り出せる。

　自分なんて容易たやすく殺せてしまうテリオスの力に、他の子供達と同様に恐怖を覚えつつも、ミラの胸には別の感情が湧いていた。

「いいな」

　魔術でも死者の蘇そ生せいはできない。けれども死ぬ前なら、緑腐病を治せたのだろう。

　自分にテリオスほどの力があれば、村の皆を救い出せて、母親が今も隣で笑顔を浮かべていたに違いない。

　そんな馬鹿馬鹿しい仮定と後悔に苛さいなまれ、勝手に落ち込んでしまった気持ちを、ミラは勢い良く首を振って追い出した。

「掃除しよう」

　大きめの袋に藁を詰めただけの粗そ末まつなベッドなので、中身を取り出して洗濯するのもそこまで大変ではない。

　もう何年も前におねしょをして以来の作業に、ミラは懐かしさを感じながら没頭した。

　そうして日が傾いてきた頃、洗い終わったベッドの袋をロープにかけ、自宅の中を掃除していると、外から良く焼けた麦むぎの香りが漂ってきた。

「パンの匂におい？」

　誰かがパン焼きかまどを使ったのだろうかと、気になって外に出てみると、いつの間にか帰ってきていたテリオスが、籠かごいっぱいのパンや果物くだものを抱えて立っていた。

「ただいま戻りました。まずは食事にしませんか？」

「うわーいっ！」

　匂いに釣つられて顔を出していた子供達が、歓声を上げてテリオスの元に集まっていく。

「焼き立ての白いパンだ！　こんなに沢山どこで手に入れたの？」

「王都で購入してきました。評判のお店だそうなので、きっと美お味いしいですよ」

「イチジクに干ほし葡ぶ萄どうに……うわっ、お肉まである！」

「豚のハムですね。皆さんは病気のせいで随分と痩せてしまったようですから、お肉を沢山食べないといけません」

　小さく貧まずしいクリオ村では、祭りの日でもなければ食べられないご馳ち走そうの数々に、子供達は目を輝かせて涎よだれを垂らす。

　そんな仲間達を見て、いつの間にかミラの横に来ていたトリオが呆れた顔で呟いた。

「あいつら、さっきはあんなに怯えていたくせに、食い物で簡単に懐かい柔じゆうされやがって」

「仕方がないよ」

　皆を叱しかる気にはなれず、ミラは苦笑を浮かべる。

　ボーンゴーレムの件で招いた不信感を払ふつ拭しよくするために、テリオスがご馳走で自分達を釣ったのは事実だろう。

　だがどのみち、彼の力に頼らなければ、大人達を失った自分達は生きていけないのだ。

　力を持たぬ脆ぜい弱じやくな子供が、無駄な意地を張っても得などない。

「ほら、私達も行こう」

　ミラはトリオの手を摑つかみ、皆に囲まれたテリオスの方に向かって歩き出す。

　すると、彼は少し赤くなりながらも大人しく従った。

「お、おう」

「あらあら、青春ね」

「えっ？」

　急に真横から声がして、驚いてそちらを見れば、黒猫がいつの間にかミラの肩に乗って、ニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべていた。

「仲良しなのは結構だけれど、減った人口を増やすのは三年くらい後になさいよ？」

「えっ……あっ」

「な、何言ってんだこの猫っ！」

　一拍遅れて意味を理解し、頰を染めるミラの横で、トリオも真っ赤になって叫んだ。

「俺がミラにそんな事をするわけないだろっ！」

「そうだよ。私みたいな白髪の女の子に、トリオ君が変な気持ちを抱くわけないよ」

　トリオのような茶髪とも、母親のような赤毛とも、他の誰とも異ことなる白い髪を摘まんで、ミラは苦い笑みを浮かべる。

　村の皆は優しかったから、彼女の変わった髪色を貶したりする事はなかったが、一度だけ王都のお祭りに連れて行って貰った時、道行く人々から奇異の視線で見られ、「お婆ばあさんみたい」と笑われた事は、今も消えない傷跡となって残っていた。

　そんなトラウマもあって全力で否定したミラの横で、トリオが何な故ぜか暗い顔で項垂れてしまう。

「お、おう、変な気持ちなんて、絶対に……」

「可か哀わい想そうに。芽めはゼロだけど頑張りなさい」

「うるせえっ！」

　全く慰なぐさめになっていない事を呟く黒猫に、トリオは怒って摑みかかる。

　そんな二人の姿に微笑みながら、ミラはテリオスを追って村長宅に入った。

「お手伝いしますね」

「はい、ありがとうございます」

　パンと果物の籠を受け取った子供達が、居間に走っていくのを見送りながら、ミラはテリオスと共に台所へ向かう。

「では、この豚のハムを切って頂けますか？」

「はい」

　手渡された大きな肉の塊かたまりを、ミラはナイフで切り分けていく。

　そうして、子供達が取り合って喧嘩をしないよう、小皿に分けていたところで、ふと覚えのある甘い香りが漂ってきた。

「これはっ!?」

　驚いて顔を上げれば、テリオスがお湯を沸わかした鍋の前で、陶器の壺つぼを開けていた。

「おじさん、それは……」

「体に良いと聞きますので、ハチミツ湯を作ろうと思いまして」

　フラフラと歩み寄ったミラに、テリオスは壺の中に詰まった黄金の蜜を見せてくる。

「ですが、私では適切な分量が分からないので、よければ貴方が──どうしました？」

「……えっ？」

　テリオスの心配そうな声を耳にして、ミラはようやく自分が泣いている事に気がついた。

「ひょっとして、ハチミツを食べると具合が悪くなる体質でしたか？」

「いえ、違います、大丈夫です」

　ミラは慌てて涙を拭い、テリオスに向かって笑い返した。

「ハチミツは大好きです」

　好物であり、思い出の味であり、そして空っぽになって、もう二度と口にできないと思っていた黄金の蜜。

　それはひょっとしたら、亡くなった母親の代わりを求める、浅あさましい代償行動にすぎないのかもしれない。

　ただ、失ったと思っていたものを、テリオスが与えてくれた事が、涙が出るほど嬉しかったのだ。

「ちょっと舐なめてもいいですか？」

「はい、どうぞ」

　テリオスが差し出した木のスプーンを受け取って、ミラはハチミツを一ひと匙さじすくって口に運ぶ。

　途端、舌の上に痺しびれるような甘さが広がる。けれども、僅わずかだが風味や舌触りが、記憶の物とは異なっていた。

「ハチミツって、みんな同じじゃないんですね」

「はい。蜂はちが花の蜜を集めた物ですから、どんな花畑で育てたかによって、味や香りが変わるそうですよ」

　ずっと昔、養よう蜂ほう家かに聞いたのだという、テリオスの話を耳にしながら、ミラは涙がにじまないよう目尻に力を込めながらも、柔やわらかな笑みを浮かべる。

「ちょっと違うけれど、このハチミツも美味しくて好きです」

「お口に合ったようで何よりです」

　白い歯を鳴らして笑うテリオスから、ミラは壺を受け取って、甘すぎてくどくならないよう注意しながら、お湯の中にハチミツを垂らしていく。

　そうして、出来上がった料理と飲み物を持って、お腹なかを減らした子供達が待つ居間へと向かうのだった。
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　豪勢な夕食を終えた後、誰もいない自宅に戻るのを年少の子が怖がったため、子供達は昨夜と同じように村長宅で皆一緒に眠った。

　そして翌日、昨夜の残り物で朝食をすませた子供達に、テリオスは優しく問いかけた。

「皆さん、今日は何かやる事がありますか？」

「えっと……」

　子供達は考え込み、互いに目を合わせたりするが、すぐには意見が出てこない。

　麦畑の種まきはとっくに終わり、収穫もまだまだ先なため、急いでやる仕事はなかった。

　強しいて言えば雑草の除去くらいだが、それはテリオスの作り上げたボーンゴーレム達が行っているため、子供達の手は必要ない。

　他にやるべき事といえば、緑腐病で亡くなった家族や隣人の荷物整理が残っているが、それを行うにはまだ心の傷が癒いえきっていないだろう。

「お皿を洗い終えたら特にないです」

「俺も別に……」「私も」「僕も」

　ミラやトリオに続いて、他の子供達も用事がないと告げる。

　その答えを待っていたテリオスは、嬉々として提案を持ちかけた。

「では皆さん、勉強をしませんか？」

「勉強？」

「はい、まずは文字の読み書き、それと足し算や引き算といった算数を学びましょう」

「えっ？」

　勉強という聞き慣れない単語に、驚いて目を丸くする子供達に、テリオスは再び問いかける。

「この中で文字の読み書きや算数ができる方はいますか？」

「数字は百までならお母さんに教わりました。でも文字はちょっと……」

「読み書きなんて村長の仕事だろ！」

　ミラが恥はずかしそうに答えて、彼女を庇かばうようにトリオが叫ぶ。

「はい、普通は村長とその家族くらいしかできませんね」

　テリオスは子供達の無学を責めたりせず、笑って頷き返した。

「どうやら、村長さんとそのご家族は亡くなられてしまったようですし、今この村に読み書きと算数ができる方はいないようですね」

「…………」

　子供達は沈黙をもって肯定する。村長家が読み書きや算数の技能を使って、どのような仕事をしていたのか、詳しい事は知らなくても、それが失われた事の重大さは感じられたのだろう。

「だからこそ、皆さんが勉強して覚えましょう」

「えっと……」

　明るく告げるテリオスに反して、子供達は困惑した様子で互いの顔を見合う。

（ふむ、読み書きや算数の有用性が分かっていないようですね）

　身に付けた者からすれば、それがどれだけ生活に役立つ技能で、無償で教えようというテリオスの提案が、とてもありがたい事だと分かるだろう。

　けれども、それを知らない、知らずとも生きてこられた村の子供達からすれば、技能の価値など分かるはずもない。

　だから、テリオスは懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明した。

「まず算数ができないと、買い物の時に釣つり銭せんを誤ご魔ま化かされたり、領主に騙だまされて多く税を取られても、それに気がつく事ができません」

「そんな事がっ!?」

　ミラが驚き絶句する。今までそういった痛い目に遭あった事がなかったのだろう。

（村の大人達がしっかり子供達を守ってきたのでしょうね）

　改めて善良な人材が失われた事を惜おしみつつ、テリオスは話を続けた。

「残念ながら、この世界はまだ平和ではありませんから、騙される方が悪いとばかりに、金を毟むしり取とる亡者で溢あふれています」

「そうなんですか……」

「だから、算数を学んで騙されない人物になりましょう」

「なるほど」

　村長はそうやって村を守っていたのかと、亡くなった今になって理解し、子供達は複雑な表情を浮かべながらも頷いた。

「次に読み書きですが、これができると本が読めて楽しいですよ」

　テリオスはそう言ってから『取り寄せアポート』の魔術を唱えて、虚空から一冊の絵本を取り出して子供達に見せる。

「例えばこれには、九首竜ヒドラを退治した英雄のお話が書いてあります」

「あっ、神の子・アルカイアだろ！」

　トリオを筆頭に少年達が、興奮して目を輝かせる。

　天空神ユピテルと人間の女王の間に生まれた、半神半人の英雄・アルカイアの伝説は大人気で、吟遊詩人の歌や本によって大陸中に広まっていた。

「これはご存じでしたか。ですが他にも、天馬ペガサスに乗った英雄や、茨いばらの城に囚とらわれたお姫様など、沢山の本がありますよ」

　テリオスは昨日、街で買い集めてきた本をいくつも取り出して、机の上に並べてみせた。

「こんなに沢山……」

　本は貴重品であり、この村では村長が一冊持っていたくらいで、子供達は触らせて貰った事もない。

　まして、文字だけでなく絵まで描かれた本など、一冊で家が建つほどの高級品であった。

　その正確な価値は知らずとも、とにかく凄い物だと言われてきた本が山のように積まれて、子供達は圧倒されて言葉を失ってしまう。

　テリオスはその姿に微笑みながら、さらに言葉を続けた。

「外で遊べない雨の日や、雪が降り積もった冬の間も、本を読んで沢山の物語に触れると退屈しませんよ」

　そして何より、文字の読み書きができれば、商業や軍事といった多方面の勉強がさらに捗はかどる。

　ただ、勉強のために勉強をさせられるのを、遊びたい盛りの子供達が喜ぶはずもないので、そこについては黙っておいた。

「どうです、算数や読み書きを学んでは頂けませんか？」

「やります。教えてください」

「じゃあ俺も」「僕も」「私も」

　ミラが真っ先に手を挙げて、他の子供達もそれに続いた。

　それを見て、テリオスは喜びに満ちた笑みを浮かべる。

「では、文字の読み方から始めましょうか」

　テリオスは貴族の子供向けに作られた学習絵本を手に取り、パンや犬といった身近な物を例として、文字の読み方を教えていった。
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　村長や役人のような偉えらい人しか知らない、文字の読み方を覚える。

　それは一足早く大人になれるようで、ミラにはとても楽しい時間だった。

　ただ、普段は使わない頭を酷こく使ししたからだろう。暫しばらくすると年少の子供達が不満を漏らし始めた。

「ねぇ、これいつまでやるの？」

「お外で遊びたい」

　それを耳にした瞬間、テリオスは読み上げていた本を素早く閉じて、虚空から革製の丸いボールを取り出した。

「今日はここまでにして、これで遊ぶとしましょう」

「やった、ボール蹴けりだ！」

「その次は鬼ごっこね！」

　子供達はテリオスの手からボールを受け取ると、勢い良く村長宅から飛び出していった。

「まったく、あいつらは」

　トリオが苦笑しながらも、年長者らしく子供達の面倒を見るため後を追う。

　そうして皆がいなくなった居間で、ミラはテリオスに向かって頭を下げた。

「すみません、勝手な子達ばかりで……」

「別に急ぐ事でもありませんから、お気になさらず」

　ゆっくり学んでいきましょうと告げるテリオスに、ミラはもう一度頭を下げてから、気になっていた事を尋ねる。

「あの、どうして私達に勉強を教えてくれたんですか？」

　テリオスが授業に使った絵本がとても高額な事は、世間知らずなミラでも察さつしがついた。

　そんな大金をかけてまで、自分達に読み書きや算数を教えて、彼にいったい何の得があるというのか。

（そもそも、何で私達を助けてくれたんだろう？）

　今になって考えると、緑腐病を治してくれたあの薬も、とんでもなく高価な代しろ物ものだったのだろう。

　そこまでして、ただの村人にすぎない自分達を助けてくれた理由が分からない。

　だから、こんなにも親切なテリオスの事を、心の片隅で信じ切れずにいる。

（そうか、『分からない』って怖いんだ）

　目から鱗うろこが落ちたように、ミラは唐とう突とつに理解した。

　理解できないものは恐ろしい。何故なら、自分に危害を加えるかも分からないから。

（だから、理解したい）

　テリオスの事をもっと知って、恐れを捨てて心の底から感謝したい。

　そんなミラの決意が届いたのか、テリオスは目を細めて微笑み、彼女の頭を優しく撫でた。

「分からないから理解したい。それが『学ぶ』という事の本質です。今の熱意を忘れなければ、貴方はとても賢くなれるでしょう」

「はい」

　深く頷くミラの頭から手を放し、テリオスは先程の問いに答える。

「さて、貴方達に勉強を教えた理由ですが、それは私の目的である、平和な世界を築くために必要な事だからです」

「えっ？」

　意外な答えにミラが驚いていると、今まで姿の見えなかった黒猫が急に現れて、とびきり意地悪な笑みを浮かべた。

「ふふっ、愚おろかな民衆に知恵なんて与えたら、支配階級に反乱を起こして、大陸中が戦火で燃え上がるのにね」

「悲観的な想像を断定口調で語るのは止やめてください」

　見てきたように語る黒猫の言葉を、テリオスは不機嫌そうに否定する。

　そんな二人を見て、ミラは改めて疑問を覚えた。

（おじさんと黒猫さんってどういう関係なんだろう？）

　見た目は飼い主とペットなのだが、可愛かわいがっている様子はないし、主従の敬意が全く窺えない。

　強しいて言えば喧嘩友達のように見えるが、動く骸骨と喋しやべる黒猫が、いったいどんな経緯で今の関係になったのか、謎は深まるばかりである。

　そして、ミラが二人の関係を尋ねる前に、テリオスは話を元に戻した。

「私は平和な世界を築くために長い時を費やし、無数の魔物を倒して魔力を磨みがき、古いにしえの迷宮を探索して財宝を蓄えてきました。けれども、どれだけの力を手に入れたところで、たった一人で争いをなくす事などできません」

「そんな事ができるとしたら、神々すら超えた存在よね」

　黒猫は楽しそうに笑うが、それを聞いたミラは強い疑問を抱く。

（神様でも世界を平和にはできないのかな？）

　この世界は多数の神々によって創造されたと、母親が言っていた。

　なのに、創った本人達が世界から争いを無くせないなんて、何かおかしくはないだろうか。

　そんなミラの心を読み取ったのか、黒猫は意味深な笑みを浮かべたが、何も答えずに話を進めた。

「一人じゃ無理。だから、こいつは協力者を育てる事にしたのよ」

「そういう事です。立派に成長した後で、私のお手伝いをして頂きたいという下心があって、皆さんに勉強を教えたのです」

　だから感謝する必要はないとでも言うように、テリオスは軽快に歯を鳴らして笑った。

「もちろん、手伝いを強制するつもりはありません。皆さんが賢く成長し、日々の生活を豊かに改善してくれれば、それもまた平和へと繋がりますからね」

「なるほど」

　納得して頷くミラに対して、テリオスはふと話を切り出してくる。

「それで、ミラさんに一つお願いがあるのですが、よろしいでしょうか」

「何でしょうか」

「魔術を学んでみませんか」

「……えっ？」

　一瞬、何を言われたのか理解できず、ミラは呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　それからゆっくりと言葉の意味を咀そ嚼しやくして、驚愕のあまり絶叫を上げた。

「えぇぇぇ───っ!?」

「おい、どうしたっ!?」

　あまりの大声に驚いたのか、外へ遊びに出ていたトリオが、村長宅に駆け戻ってくる。

「大丈夫か？　この骸骨オヤジに変な事でもされたのかっ!?」

「ぷっ、骸骨オヤジだって」

「今さら若者ぶるつもりはありませんがね……」

　子供特有の遠慮がない呼び方に、黒猫は吹き出し、テリオスはちょっと傷ついた声を上げる。

　ミラはそれが可笑しくて微笑みながらも、急いで誤解を解いた。

「何でもないよ、ちょっと驚いちゃっただけ」

「本当に何もなかったのか？」

「うん、大丈夫。おじさんは優しいから、私達に変な事なんてしないよ」

　それが未来の協力者を育てるという、打算から生まれた優しさだとしても──いや、打算という理由が分かった今だからこそ、心から彼を信頼できた。

　それを証明するために、ミラはテリオスの白い手を摑んで仲良しをアピールする。

　すると、トリオは何故かより不機嫌そうに顔を歪めてしまった。

「この変態骸骨オヤジめ……っ！」

「あれっ？」

「わざとやっているとしたら、大した小悪魔ね」

　テリオスをより鋭く睨むトリオの姿に、困惑して首を傾げるミラに対して、黒猫が呆れた様子で溜息を吐く。

　それから、トリオの頭に飛び乗って、彼の頰を尻尾しつぽで叩いた。

「そう心配せずとも大丈夫よ、童貞坊や」

「ど、童貞言うなっ！」

「この骸骨オヤジに変態を行う棒がないのは、見れば分かるでしょう？」

　トリオの訴えを無視し、黒猫はテリオスに跳びかかって、器用にローブの前を捲まくり上あげる。

　そうして現れた何もない尾び骨こつを見て、トリオは深々と頷いた。

「……確かに」

「嫌な納得の仕方をしないでください」

　不死者となってそこを失ったのは、やはり男として思うところがあるのか。

　少し気落ちしながらローブを直すテリオスを見て、トリオはようやく納得した顔をして、子供達の世話をしに戻っていった。

「ふっ、まだまだ青いわね。棒の一つや二つなくたって、いくらでも変態行為はできるというのに」

「話が面倒になるので黙っていてください」

　また意地悪な笑みを浮かべる黒猫の首根っこを、テリオスは指で摘まんで窓の外に放り投げる。

　それを赤い顔で見守っていたミラは、棒を使わない方法にちょっと興味を惹ひかれつつも、話を元に戻した。

「あの、さっきの話ですけど、勉強したら私でも魔術が使えるんですか？」

「はい、貴方には才能があります」

　半信半疑のミラに対して、テリオスは深く頷き返し、指先に淡い青色の光を灯ともす。

「見えますか？」

「はい、とっても綺麗な青い光です」

「これが魔術の源である魔力です。ただし、普通の人には見えません」

「えっ!?」

　驚くミラに手招きをして、テリオスは窓の外を見るように促うながす。

　そして、少し離れた所でボール遊びをしている子供達に向かって指を振る。

　すると、指先から放たれた青い光が雪のように降り注ぎ、子供達の周囲を舞った。

「うわ～っ！」

　幻想的な美しい光景に、ミラは思わず感動の声を上げる。

　しかし、光に包まれた子供達の方は、まるで気がついた様子もなくボール遊びに熱中していた。

「この通り、魔力は普通の人には感知できないのです」

「それって、私が普通じゃないって事ですか？」

　ミラは悲しげに顔を歪めて、自分の白い髪に触れる。

　他の皆とも、母親とも違うそれのせいで、彼女は特別だと言われても、優越感ではなく疎そ外がい感かんの方を強く感じてしまうのだった。

「ごめんなさい。おじさんが褒ほめてくれたのは分かるんですけど……」

「いえ、こちらこそすみません」

　謝るミラに対して、テリオスも頭を下げ返してくる。

　それから、彼女の白い髪を、白い骨の指で触れてきた。

「けれど、私はミラさんの髪が好きですよ。銀ぎん糸しのようでとても綺麗です」

「銀糸……」

　銀貨すらろくに触れる機会がないミラには、銀色に輝く糸など想像もつかない。

　ただ、そんな風に褒められたのは初めてだったので、つい頰が熱くなってしまった。

「それに、珍しい髪色ではありますが、他にも何人か見た事がありますしね」

「えっ、同じ髪の人がいるんですかっ!?」

「はい、大陸の中央付近では偶たまに見かけますよ」

　驚愕するミラに対して、テリオスは事も無げにそう告げる。

　小さな村の事しか知らない彼女と違って、広い世界を見てきた彼にとっては、この白髪も奇妙な物ではなかったらしい。

「そっか、同じ髪の人がいるんだ……」

　同類がいた事の嬉しさと、自分だけが変わっていると思い込んでいた事の恥ずかしさが同時に込み上げてきて、ミラは何とも微妙な笑みを浮かべてしまう。
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　そんな彼女に対して、テリオスは優しく告げた。

「あと、ミラさんは嫌っていたようですが、普通ではない、特別だという事は素晴らしい事ですよ」

「そうでしょうか？」

「はい。私も特別だからこそ、皆さんを緑腐病から救えたのですから」

「──っ!?」

　少し自慢が過ぎたかと、照れて顎骨を掻くテリオスの前で、ミラは雷に打たれたように衝撃を受けてしまう。

（そうだ、普通じゃ駄目なんだ）

　普通の村人だった皆は、何も悪い事などしていないのに、緑腐病にかかって死んでしまった。

　普通の子供にすぎなかったミラは、苦しむ彼らに対して何もできず、ベッドの上で死を待つ他になかった。

　そんな彼女を救ってくれたのが、普通ではない不死者で魔術師のテリオス。

（特別にならないと、同じ事が起きた時に、私はまた何もできない）

　帰らぬ母に助けを求めて、嘆なげきながら死んでいくなんて嫌だ。

　せっかく生き残ったトリオや他の子供達を、もう二度と失いたくない。

（皆と違うこの白い髪が嫌いだった。でも、この髪が普通じゃない力を与えてくれたのだとしたら──）

　もちろん、白髪と魔術の才能には何の関係もないのかもしれない。

　けれども、ミラにはこの変わった髪色が、テリオスのように誰かを救える、特別な人になれる証あかしに思えたのだ。

「おじさん、私に魔術を教えてくださいっ！」

「はい、喜んで」

　改めて自分から申し出たミラに、テリオスは笑って頷いてくれた。

　それから、指を立てて一つだけ付け加える。

「では、これからは読み書きや算数だけでなく、魔術も教える関係になるのですから、私の事はおじさんではなく『先生』と呼んでください」

「はい、先生っ！」

　元気よく返事をしてから、ミラはふと考える。

（ひょっとして、おじさんって呼ばれるのが嫌だったのかな？）

　トリオの骸骨オヤジという呼び方も嫌がっていたし、意外と年寄り扱いされるのが嫌いなのかもしれない。

　そんなテリオスの人間臭くさいところを知って、ミラはまた笑みを浮かべるのだった。





　　　　◇






　ミラに実地で魔術を教えるため、テリオスは村の外れに向かう。

　村を取り囲む森を切り開き、農地を増やす途中だったらしく、丸太や切り株が残った空き地に辿たどり着つくと、呪文を唱えて虚空から小さな木の杖つえを取り出した。

「これは魔力を込めて呪文を唱えると、火の玉が放てる魔術の杖です。見ていてください」

「はい」

　元気よく頷くミラの前で、テリオスは杖を構えて呪文を唱える。

「『火炎球フアイア・ボール』」

　すると、杖の先から拳こぶし大だいの火球が放たれて、少し先の切り株に当たって小さな爆発を起こした。

「うわ～、やっぱり魔術って凄いですね」

「では、貴方もやってみてください」

　感動して目を輝かせるミラの手に、テリオスは木の杖を握にぎらせる。

「えっ、私もやるというか、できるんですか？」

「はい、簡単な魔術ですから、今の貴方でもできるはずです」

　戸惑うミラに対して、テリオスは強く頷き返す。

「難しい事はありません。私が先程放った火の玉を頭に思い描きながら、杖に意識を集中して呪文を唱えるだけです」

「は、はい！」

　ミラは緊張した様子で頷き、数回深呼吸を繰り返してから、杖を両手で構えて叫んだ。

「『火炎球』ッ！」

　すると、杖の先からテリオスが生み出したのとよく似た火の玉が放たれて、切り株に当たってこれまた同じように小さな爆発を起こした。

「……で、できましたっ！」

「えぇ、おめでとうございます」

　信じられぬ様子で呆ほうけてから、大喜びして跳び上がるミラに、テリオスは骨の両手を合わせてカチカチと拍手を送る。

「ところで、一つ謝らせてください」

「何ですか？」

「その杖はただの棒きれです。火の玉を放つ魔術などかかっていません」

「えっ？」

　言っている意味が分からなかったのだろう。ミラは握にぎり締しめた杖と、焦こげ痕あとが残る切り株を何度も見返してから首を捻ひねった。

「でも、呪文を唱えたら火の玉が出ましたよ？」

「それはミラさんの実力です。杖には何の仕掛けもありません」

「えっ、でも……」

「これほど簡単に魔術が使えるのならば、どうして今まではできなかったのか、と考えていますね」

「は、はい」

　内心を言い当てられて、ミラは驚いた様子で何度も頷く。

　その可愛らしい仕草に微笑みつつ、テリオスは答えを告げた。

「貴方が魔術を使えたのは、私が先にやったのを見て、『杖を構えて呪文を唱えれば火の玉が出る』と認識したからなのです」

「認識、ですか？」

　ミラはまた首を傾げるが、テリオスが強調して告げたそれこそが、魔術の基礎であり神しん髄ずいであった。

「魔術の発動に必要なものは二つあります。一つは魂が生み出す力＝魔力です。人間ならば誰もが魂を宿していますが、そこから魔力を生み出せる素質の持ち主となると、二百人に一人程度しかいません」

「二百人？」

　百人にも満たない小さな村で育ったミラには、多すぎて実感が湧かないのだろう。

　しきりに首を傾げる彼女を見て、テリオスは微笑みながら話を続ける。

「そして、もう一つが認識です。『強い思い込み』と言い換えてもよいでしょう」

「思い込んだら魔術が使えるんですか？」

「簡単に言うとそういう事になります」

　正確に言えば、この世界はそもそも人間や魔物など、あらゆる存在の認識によって創られた曖あい昧まいな──という難解な説明は、ミラが混乱するだけなので黙っておいた。

「貴方は今まで、魔術を目にした事がありませんでしたね？」

「はい。お話で聞いた事はありましたけど……」

「でしょうね。魔術師は貴重ですから、王侯貴族や軍人でもなければ、目にする機会は滅めつ多たにありません」

　大きめの町にある神殿へ赴おもむけば、治ち癒ゆ魔術を扱える神官に出会えるが、庶民には厳しい大金を積まなければ、その魔術を受ける事はできない。

　だから、別に恥じる事ではないと、テリオスはミラの頭を優しく撫でる。

「貴方は魔術を見た事がなかったために、自分とは関係ない世界の話だと、自分には使えないのだと思い込み、自ら魔術を封じ込めていたのです」

　何も珍しい話ではない。高い魔力を秘めていても、それを扱えるほど心身が成長した頃には、周囲に溢れた普通の人々に影響されて、自分も魔術なんて使えないと思い込んでしまうのだ。

　下手に魔術なんて使える特別な存在になってしまえば、周囲から手て酷ひどい迫害を受けるか、体ていよく利用されるだろうという、無意識の防衛本能も働いているのだろう。

「ですが、私が魔術を使ったのを見て、貴方は魔術が実在するのだと認識しました。それに加えて、魔力の光を目にした事で才能を自覚し、『この杖があれば自分にもできるかもしれない』と思い込めたからこそ、あぁして火の玉を生み出せたのです」

　とはいえ、魔力が乏とぼしかったり、歳としを取って頭が固くなっていたら、何度も練習を繰り返して認識を改めないと、魔術を発動される事はできない。

　高い魔力を秘めており、若く素直なミラだからこそ、たった一回で成功できたのだ。

「ミラさん、貴方は特別な才能を持っています。自信を持ってください」

「……はい」

　テリオスが改めて褒めると、ミラは照れて頰を染めた。

　そして、お返しとばかりに賞しよう賛さんを告げる。

「先生は本当に頭が良いんですね。文字の読み方も凄く分かり易やすかったけれど、魔術を教えるのもこんなに上手いなんて」

「頭は空っぽですけどね」

　テリオスは脳のう味み噌そがない軽い頭ず蓋がい骨こつを小突き、歯を鳴らして笑う。

　そんな彼の影から、疲れた顔の黒猫が這はい出でてきた。

「おや、どうなさいました？」

「ガキ共がうるさいから、こっちの様子を見に来ただけよ」

　そう告げる黒猫の体毛は、子供達に撫で回されたらしく揉もみくちゃになっていた。

「くくくっ、流石の貴方も子供には勝てませんか」

「将来、何か面白い事をしでかすかもしれないから、見逃してやっているだけよ」

　テリオスが思わず笑みを漏らすと、黒猫は心底嫌そうに顔をしかめる。

　かと思うと、いつもの性悪なニヤニヤ笑いを浮かべた。

「ところで、その子の姿が見えないのに気がついた童貞坊やが、変態骸骨が悪さをしているんじゃないかって騒ぎ始めてたわよ？」

「彼も随分と疑り深いですね」

　そんなにも自分は信用がないのか。いや、恋する思春期少年の反応が過剰なだけかと、テリオスは軽く溜息を吐く。

　それから、心配そうにこちらを見上げるミラに手を差し出した。

「もう少し教えたい事があったのですが、そろそろ日が真上に昇りますし、一度戻ってお昼ご飯にしましょう」

「はいっ！」

「私には肉を用意なさい。ウサギかリスの丸焼きならなお良し」

　ミラは元気よく頷いて、テリオスの骨しかない手を握り締め、そんな彼女の頭に黒猫が軽々と飛び乗る。

　そうして、二人と一匹で村に向かう途中で、ミラがふと遠慮がちに尋ねてきた。

「あの、先生ってひょっとして……子供が好きな変態さんなんですか？」

「何故、急にそんな事をっ!?」

　驚きのあまり顎の骨が外れそうになったテリオスに、ミラは慌てて説明してくる。

「先生はこうして手を繋いだり、私の頭をよく撫でてくれるから、子供が好きなのかなって」

「誤解です」

　テリオスは真顔でハッキリと断言する。

「子供は好きですが、変態的な意味合いは全くありません」

　本音を言うと下心はある。ただそれは、母親を亡くした傷心の少女を慰めて、将来有望な人材と信頼を築いておこうという意味でしかない。

「だいたい、私は棒がないからそういう感情もないと、先程説明したでしょう？」

　テリオスは再びローブの前を開いて、何もない尾骨を見せつける。

　すると、ミラは何故か頰を染めて目を逸らした。

「……先生、ハレンチです」

「だから何故っ!?」

「ふふふっ、この子、思った以上の逸材だわ」

　ミラに振り回されるテリオスを見て、黒猫が髭を揺らして愉快そうに笑う。

　そうして、あらぬ誤解を受けたりしつつも、彼は魔術師として始めて弟子を得たのであった。
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　テリオスがクリオ村に現れてから、早くも五日がすぎようとしていた。

　下へ手たに世間の常識を知らないためか、子供達はもう不死者アンデツドがいる生活に慣れ始めている。

「先生、いくよ！」

「おっ、上う手まいですね」

　幼い少年が蹴けり上あげたボールを、テリオスは胸で受け止めて、膝ひざや足先で数回浮かせてから隣となりの少女にパスした。

「先生、凄すごい！」

「ボールを落とさずに蹴り続けて、その回数で勝負する競技をしていましたから」

　昔取った杵きね柄づかとばかりに、テリオスは子供達に上手なボールの蹴り方を教える。

　そんな光景を眺ながめて微笑ほほえんでから、ミラは石いし釜がまに向かって呪文を唱えた。

「『着火フアイア』」

　彼女の指先から小さな炎が放たれて、釜の薪まきが赤々と燃え上がる。

「これでいいかな？」

「おう、ありがとな」

　振り返ったミラに、後ろで見守っていたトリオが礼を告げる。

「でも、毎回焚たきつけを頼んで悪いな」

「いいよ、気にしないで」

　申し訳なさそうに頭を掻かくトリオに、ミラは明るく笑い返す。

　この村では十五歳となって成人を迎えるまで、滅めつ多たな事では火の焚きつけをさせて貰もらえない。

　何十年か前に別の村で、子供が遊びで点つけた火が燃え移り、麦むぎ畑ばたけが全焼して村が壊かい滅めつするという大惨事が起きたせいだ。

　トリオの父親はパン焼き人で、村人が食べるパンを全て焼く仕事をしていたため、跡あと継つぎである彼は流石さすがに火起こしの方法を身に付けている。

　とはいえ、木くずから火種を作ったりするのが手間なので、魔術で簡単に火を起こせるミラに頼んだというわけだ。

　もちろん、そこには好きな女の子と話す口実が欲しいという、年頃の少年らしい下心がある事を、ミラは知る由よしもない。

「しかし、何度見ても魔術ってスゲーな」

「えへへっ、ありがとう」

　褒ほめられたのが嬉うれしくて、ミラは照れ笑いを浮かべる。

　その可愛かわいらしさに、トリオは頰ほおを染めながら愚ぐ痴ちをこぼした。

「でも、何でミラしか使えないんだろうな。俺にも使えればなー」

「ご、ごめんなさい」

　別に責める口調ではなかったのだが、ズルいと言われたように感じて、ミラはつい頭を下げてしまう。

　そんな彼女の頭を、トリオは指で軽く小こ突づいた。

「ミラは悪くねえよ。ただ、神様って不公平だなってさ」

「……そうだね」

　亡くなった人達の面おも影かげが過よぎり、ミラの表情が曇くもる。

　彼女の母親も、トリオの両親も、大人や老人だけでなく、生まれたばかりの赤ん坊さえも死んだというのに、自分達はテリオスに運良く救われて今も生きている。

　小さな寒村で生まれた彼女が、飢うえや寒さに苦しんでいる間も、街で生まれた王様や貴族は、暖かい屋敷の中で豪華な食事をしているという話を耳にした時から、この世が不公平な事は理解していたつもりだが、それでも理不尽な運命に対して恨うらみを覚えてしまう。

（だから、先生は平和な世界を築こうと思ったのかな？）

　自分達と同じように、何か大切なものを奪われたから、人が不幸な死を迎えずにすむ世界を目指したのだろうか。

　尋たずねてみたいが失礼だろうかと、ミラがテリオスの事を考え始めると、トリオは急に不機嫌そうな顔をして彼女の肩を叩いてきた。

「あの骸がい骨こつオヤジの事、あんまり信用するなよ」

「まだ疑ってるの？」

　しつこいなと、ミラは呆あきれて苦笑を浮かべる。

　命を救われ、既すでに五日も共にすごしたとはいえ、恐ろしい骸骨の魔物を全面的に受け入れる方がおかしいのかもしれない。けれども──

「先生がいないと私達は生きていけないんだから、疑っても疲れるだけだよ」

「それは分かってるけど……」

　ミラの正論に対して、トリオは言い返せずに言葉を濁にごす。

　テリオスを受け入れる他にないという現実を理解していても、ただ流されるだけの無力な自分が歯は痒がゆくて、つい反発してしまうのだろう。

　備び蓄ちくの麦を腐くさらせても勿もつ体たいないし、パンくらいは自分達で用意しようと、彼が自らパン焼きの仕事を申し出たのも、無力感への対抗意識があったのかもしれない。

（その気持ち、少し分かるな）

　ミラは今の生活に不満はないが、テリオスに頼り切りなのは申し訳なく思っている。

　とはいえ、勉学も魔術も何もかも未熟な彼女では、独り立ちはおろか彼に恩返しをするのも夢のまた夢である。だから──

「今は頑張って勉強して、未来の事は大人になったら考えよう」

「お、おぅ」

　ミラが笑顔で励はげますと、トリオはまた顔を赤くして頷うなずいた。

　それから、急に真剣な表情を浮かべて、彼女の両肩を摑つかんでくる。

「ミラ、あのさ、大人になったら──」

「パンが焦こげるわよ」

「うひゃっ!?」

　急に女性の声が響ひびいてきて、トリオが奇声を上げて飛び離れる。

　それと同時に、ミラの頭に柔やわらかな毛玉が乗っかってきた。

「黒猫さん？」

「私、黒い色は好きだけれど、パンや肉のお焦げは大嫌いなのよ」

　両手で摑み、目の前に持ってきたミラに対して、黒猫は肉球を舐なめながらそう言い放つ。

「そうかな？　私はお粥かゆの焦げてパリパリした所とか好きだよ」

「あぁ、麦粥やお米のお焦げは悪くないわね」

「お米？」

「南の暑い地方で穫とれる穀こく物もつよ。麦よりモチモチしているわ」

「へー、いつか食べてみたいな」

「いや、ちょっと待て！」

　呑のん気きに食事の話を楽しんでいたミラの手から、トリオが険けわしい顔で黒猫をかっさらう。

「お前、わざと邪魔してんだろ？」

「心外ね。童貞坊やが惨ざん敗ぱいしてトラウマを負ったら可か哀わい想そうだから、慈じ悲ひをかけてやったというのに」

「ま、負けると決まったわけじゃねえだろ！」

「声が震えているわよ、童貞坊や」

　虚きよ勢せいを張るトリオに対して、黒猫はニヤニヤと意地悪な笑みを向ける。

　そんな二人を見て、ミラも微笑みを浮かべた。

「仲良いね」

「でしょう？」

「良くねえよ！」

　得意げな顔を浮かべる黒猫を、トリオは乱暴に放り投げる。

　しかし、黒猫は空中を蹴るように不思議な軌道を描えがいて、再びミラの頭上に着地した。

「ところで、魔術の練習をする時間じゃなかったかしら？」

「あっ、そうだった。じゃあトリオ君、パン楽しみにしてるね」

「おう、任せとけ。クソ猫の方は覚えてろよ！」

　手を振って離れて行くミラに、トリオは胸を張って応えてから、黒猫に向かって負け犬の遠吠えを響かせる。

　そんな声を背に、一人と一匹は村外れに向かって駆け出した。

「トリオ君が怒りんぼでごめんね」

「いいのよ。どこかの擦すれた骸骨と違って、反応が素直でからかい甲が斐いがあるわ」

「だからって、ど、童貞呼ばわりは良くないと思うよ？」

「あら、その様子だと童貞の意味は知っているのね。いったいどこで習ったのかしら？」

「そ、それは、隣のセーピアお姉さんが夜中に変な声を出していたから、具合が悪いのって尋ねたら、色々と教えてくれて……」

　猥わい談だんに花を咲かせたりしつつ、二人はいつも魔術の練習に使っている空き地に辿たどり着つく。

　だがその瞬間、ミラは違和感を覚えて足を止めた。

「あれ？　何かいつもと違うような……」

　昨日とは空気が違うというか、微び細さいな変化が感じられる。ただ、それが何かは分からない。

　戸と惑まどい首を傾かしげるミラの頭上で、黒猫が妙みように楽しそうな声を上げた。

「はは～ん、これはこれは」

「黒猫さんは何が違うか分かったの？」

「えぇ。でも教えてあげない」

「む～っ」

　意地悪な笑みを浮かべる黒猫に、ミラは拗すねて頰を膨ふくらませてから、改めて周囲を窺うかがった。

「的に使っている切り株はあるし、周りの木も……あっ!?」

　空き地を囲む森に目を移して、ミラはようやく変化に気がつく。

　まるで何かが通ったように、生おい茂しげる草が踏み倒されていたのだ。

「猪いのししが出たのかな」

　ミラは周囲に生物の気配がないか警戒しつつ、目をこらして地面を探る。

　そして、運良く足跡を発見したのだが、再び首を傾げてしまった。

「何これ？」

　猪の蹄ひづめとは全く違う、むしろ人間によく似た五本指の足跡。

　ただ、指が奇妙に長くて、人間のそれともまた違った。

「まさか、これって……」

　この大陸にも猿さるやゴリラといった類人猿は存在するが、人間とは似にて非ひなる存在と言われた時、人々が真まっ先さきに思い浮かべるモノは決まっていた。

「魔物っ!?」

「正解」

　恐怖の叫びを上げるミラに、黒猫がクスクスと笑いながら答える。

「せ、先生に報しらせなきゃ！」

　何の魔物かは分からないが、とにかく助けを呼ぼうと、ミラは薄暗い森に背を向けて必死に駆け出すのだった。
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「これは小鬼ゴブリンですね」

　血相を変えて走ってきたミラの報告を受けて、村外れの空き地に急行したテリオスは、地面に残った足跡を見て、すぐに正体を悟さとった。

「ミラさんも聞いた事くらいはあるでしょう？　子供くらいの背丈で、緑色の肌をした魔物です」

「はい、お話にもよく出てきますから」

　テリオスの説明にミラも頷き返す。竜ドラゴンと並んで有名な魔物だけに、田舎いなかの村娘でも知らない方が稀まれだろう。

「しかし、足跡を知らなかったとなると、ゴブリンがこの村に現れたのは初めてですか？」

「はい。少なくとも私は初めて見ました」

「なるほど」

　ミラの年齢を考えると、最低でも八年くらいは現れた事がなかったのだろう。

（しかし、ゴブリンですか……）

　テリオスは顎あごに手を当てて考え込む。

　魔物は人間を襲う恐ろしい存在である。ただ、ゴブリン等の人型は動物よりも高い知能を持っているため、滅多な事では人里を襲ったりしない。

　まだ人類が脆ぜい弱じやくで魔物のエサにすぎなかった二千年以上も前ならともかく、巨大な国家を築くほど強くなった今となっては、人里に手を出せば報ほう復ふくを受けて、自分達の方が皆殺しにされると分かっているのだ。

　だから、森の奥深くや洞どう窟くつといった魔物の領域に、自ら足を踏ふみ入いれでもしない限り、遭遇する事は滅多にない。

（それが急に現れたとは不可解ですね）

　緑りよく腐ふ病びように汚染されて国から見捨てられたこのクリオ村ならば、襲ったところで報復を受ける恐れはない。

　ただ、そんな人間側の複雑な事情など、ゴブリン側に分かるはずもなかった。

（足跡の数からして、一体か二体しか来ていないのも気になりますね）

　ゴブリンは弱い。戦闘訓練を受けていない大人でも、一対一ならば十分に勝てる。

　それを重々承知しているため、常に集団で行動し、数の暴力で袋ふくろ叩だたきにしてくるのがゴブリンの厄やつ介かいな所であった。

（だというのに、ごく少数で行動して、村の様子を窺っただけで帰ったようなのは……）

　相手の戦力を偵てい察さつしてから襲う程度の知能があっても、ゴブリンならば不思議でもないが、どうにも引っかかりを覚えて仕方がない。

　そんな事を考え込み、テリオスが黙だまり込こんでいたからだろう。ミラが不安そうに彼のローブを引っ張ってきた。

「先生……」

「あぁ、心配させて申し訳ありません。大丈夫ですよ、すぐに対処しますから」

　テリオスはそう言って、ミラの頭を撫なでて安心させると、一度村へと戻り、村長宅に子供達を集めて事情を説明した。

「村の外れにゴブリンの足跡が見つかりました。私が森へ入って駆く除じよしてくるので、皆さんはそれまで家の中で待っていてください」

「えっ!?」

「大丈夫ですよ。ゴブリンの百体や千体くらい、半日とかからず駆除できますから」

「…………」

　自信満々に胸を張るテリオスの前で、子供達が青ざめた顔で言葉を失ったのは、魔物を恐れているからだと思いたかった。

（そうね、骸骨オヤジという魔物を恐れているわね）

（いいえ、喋しやべる化け猫を恐れたのでしょう）

　念ねん話わでツッコミを入れてきた黒猫に言い返してから、テリオスは説明を続けた。

「皆さんの事はボーンゴーレム達が守ってくれますから、私が留守の間も心配ありませんよ」

　そう言って、窓の外でズラリと整列した、農具を構えた骸骨達を指さすと、子供達はまだ少し怯おびえながらも安あん堵どの息を吐いた。

「パパやママが私達を守ってくれるんだ……」

（あれはご両親じゃありません、って訂正しないの？）

（私もそこまで野や暮ぼじゃありませんよ）

　涙ぐむ子供を見て、台無しな念話を送ってくる黒猫を、テリオスは軽く睨にらみつける。

　そんな彼に対して、トリオが不ふ審しんそうな声を上げた。

「本当に大丈夫なのか？　死んだ皆の悪口みたいで嫌だけど、あんまり強そうには見えないぞ」

「う～ん、確かに強くはありませんね」

　誤ご魔ま化かしても意味がないので、テリオスは正直に認めた。

　そもそも、土や石を使って一から作り上げる通常のゴーレムと違って、ボーンゴーレムは利用した死者の骨によって能力が大きく上下する。

　それはゴーレムを動かすのに、骨に刻きざまれた生前の記憶を利用しているからだった。

　魂たましいが失われて人格が死んでも、生前に行った『歩く』『手を上げる』といった行動の数々は、残ざん滓しとして骨に刻まれている。

　それを利用する事で、一から教え込まずとも人間らしい動作をさせられるのが、ボーンゴーレムの利点であった。

　その反面、生前の記憶にない行動は苦手なのが玉に瑕きずである。

（農民の骨を使ったので畑仕事は得意なのですが、戦闘は苦手なのですよね）

　宮廷舞踏を踊らせた時のように、テリオスが直接イメージを送って操作すれば、歴戦の猛も者さもかくやという動きをさせられるが、それでは意味がない。

（かといって、騎士の骨などを使うと、戦闘は得意でも畑仕事ができませんし……）

　それでは平和のためにボーンゴーレムを労働力にするという、本来の目的から逸それてしまう。

　一長一短でままならないと、テリオスは内心で溜ため息いきを吐つきつつも、トリオの問いに答えた。

「まぁ、ゴブリン自体がさして強くありませんから、四十体程度の群れまでは大丈夫でしょう。危なく感じたら前に渡した札を破やぶいて私を呼んでください」

「ならいいけど……」

　説明を聞いたトリオは、渋しぶ々しぶといった様子ながら引き下がった。

　テリオスやボーンゴーレムに不満があるというよりも、守られるだけの自分に腹が立っているのだろう。

（男の子ですね）

　テリオスは微笑みつつ他の子供達も窺うが、皆納得した様子だったので席を立った。

「ではミラさん、行きましょうか」

「はい！　……はい？」

　反射的に頷いてから、ミラは困惑して首を傾げる。

　そして彼女が何か言う前に、トリオが怒鳴り声を上げた。

「待てよ、ミラを連れて行くのかっ!?」

「はい。魔術を学んだ今のミラさんなら、ゴブリンの一体や二体は十分に倒せますから、良い実戦訓練になると思いまして」

「そういう問題じゃねえだろっ！」

　顔を真っ赤にするトリオを、テリオスは冷静に宥なだめる。

「落ち着いてください。私がしっかり防御魔術をかけますから、ミラさんには毛ほどの怪け我がも負わせないと約束しますよ」

　骸骨だけに毛がないと、ツルツルの頭を撫でて場を和なごませようとする。

　しかし、それはトリオの怒りを煽あおるだけに終わった。

「くだらねえ事を言ってんじゃねえ。怪我をしなくたって、ミラを戦わせるなんて駄目に決まってんだろっ！」

「いや、戦闘の経験を積んでおいた方が、後のち々のちのために良いじゃありませんか」

　トリオがここまで怒るとは思わず、テリオスは困惑しながらも説明する。

「私は皆さんを守りたいと思っていますが、常に監視しているわけにもいきませんし、有事の際に手が届かない可能性もないとは言い切れません。だからこそ、自衛の力は身に付けておいて損そんはありません」

　現在、戦う力を持っているのはミラだけなので、今回連れて行くのは彼女だけだが、成長して戦えるだけの肉体を得たなら、トリオなど他の子供達にも経験を積ませただろう。

「でも、ミラは女の子で──」

「女性だからこそ、自衛の力は重要ですよ。最悪、殺されて終わるだけの男性と違って、女性は死んだ方がマシな目に遭あう危険性がありますからね」

　テリオスはトリオの言葉を遮さえぎり、幼い子供達に配はい慮りよした遠回しな言い方ながらも、残ざん酷こくな現実を突きつける。

「くっ……」

　立て続けの正論に言い返せなくなったのか、トリオは悔くやしそうに歯ぎしりしながら口を噤つぐむ。

「大人げないわね」

「子供に現実を教えるのも大人の役目です」

　ニヤニヤと笑う黒猫に、テリオスは平然と言い返してから、口を挟はさめず戸惑っていたミラに頭を下げた。

「ミラさん、貴方あなたの意思確認を怠おこたっていたのは私の落ち度でした、申し訳ありません」

「そんな、先生が謝る事じゃ……」

「では、改めてお伺うかがいします。ゴブリンの退治に同行して頂けませんか？」

「私は……」

　決定権を与えられたミラは、困惑した様子でトリオ達の顔を窺う。

　彼らは何も言わなかったが、その表情は止やめた方がいいと告げていた。

　しかし、自分を心配してくれる皆の存在こそが、彼女の背中を押したのだろう。

　ミラは恐怖を呑のみ込こむように喉のどを上下させてから、静かにテリオスの顔を見上げてきた。

「強くなれますか？」

「はい」

「なら、行きます」

「ミラッ!?」

　悲痛な叫びを上げるトリオに、ミラは「ごめんね」と謝りながらもテリオスの手を取った。

（口八丁で童貞坊やの想い人を奪うとか、これだから変態骸骨は嫌ね）

（そんなに私を変態扱いしたいのですか？）

　黒猫の悪口に対する、テリオスの返しはキレが悪い。

　不死者には情欲などないし、トリオの恋路を邪魔するつもりもないのだが、自分のために彼からミラを取ったのは間違いなく事実だからだ。

（これも平和な世界を築くため）

　頭が良く魔術の才能まである、将来有望な人材を腐らせるのは惜おしい。

　テリオスは心の中でトリオに謝罪しつつ、ミラと共にゴブリン退治に向かうのだった。
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　ゴブリンの足跡があった空き地まで戻り、さて森に足を踏み入れようとしたところで、ミラの肩をテリオスが摑み止めてきた。

「ちょっと待ってください。『盾の加護シールド・プロテクシヨン』」

　呪文を唱えたかと思うと、テリオスの掌てのひらから放たれた光が、ミラの全身を包み込んだ。

「これでゴブリンから攻撃を受けても平気ですし、草木で皮ひ膚ふを切る事もありません。毛ほども傷をつけないと、トリオ君と約束しましたからね」

「ありがとうございます」

　お礼を言うミラの前で、テリオスはもう一つ呪文を唱えて、虚こ空くうから青白い金属製の杖を取り出す。

「あと、これも渡しておきましょう。特に魔術はかかっていませんが、軽くて丈夫なので武器として役立ててください」

「わー、綺き麗れいですね」

　鏡のように磨みがかれた杖を手に取って、ミラは感動の声を上げる。

　そんな彼女の頭に乗っていた黒猫が、いつもの意地悪な口調で呟つぶやいた。

「ミスリル銀の杖ね。金貨二千枚は下らない代しろ物ものだから、失なくしたりしたら大変よ」

「金貨二千枚っ!?」

　銀貨すらろくに使った事のないミラには、その具体的な金額は想像もつかない。

　ただ、とんでもなく高価な物だという事だけは分かった。

「せ、先生、これ受け取れません！」

「いや、同じ物を十本ほど持っているので、気にせず使ってください」

　ミラが震える手で返そうとしたミスリルの杖を、テリオスは苦笑を浮かべて押し返してくる。

　そして反論の暇を与えないとばかりに、先陣を切って森の中に入っていった。

「こういう時、骸骨は虫に刺されないのが便利でしてね」

　そんな冗談を口にしつつ、昼間でもなお薄暗い森の中を、迷う様子もなく突き進んでいく。

　ミラはその背中を見失わないように追いかけながら感心する。

「先生はゴブリンの来た道が分かるんですね」

　森の端ならともかく中に入ると、生い茂った草木が多すぎて、ミラの目では足跡を見つけられなかった。

　だが、熟練の狩人かりゆうどならば、僅わずかに折れた木の枝や草から、獲物の痕こん跡せきを追えると聞いた事がある。

「ひょっとして、狩人の経験もあるんですか？」

「まぁ、狩りは得意でしたね」

「色々と狩ってたわね。色々と」

　曖あい昧まいに頷くテリオスに対して、黒猫が意味深に言葉を繰り返す。

　それをミラが問う前に、彼は早口で説明した。

「ただ、今は狩人のように痕跡を見分けているわけではありません。僅かに残ったゴブリンの魔力を追っているのです」

「魔力ですか？」

　言われてミラは目を細めてみるが、それらしきものは何も見えなかった。

「う～、分かりません」

「ゴブリン自体の魔力が弱いですし、時間が経たって薄れていますからね。もっと修行を積めば分かるようになりますよ」

　項垂うなだれるミラの頭を撫でて慰なぐさめてくれながら、テリオスは授業中のような口調で語り出す。

「丁ちよう度ど良い機会ですから説明しておきましょう。魔物と動物の違いは、魔力のあるなしで決まります。人間への害意や強さは関係ありません」

「えっ、そうだったんですかっ!?」

　ミラは驚いて目を丸くする。魔物とは人を襲う恐ろしい存在の事だと思っていたのだが、必ずしもそうではないらしい。

「例えばドラゴンなどは巣穴にでも入らない限り、人間を襲う事は稀ですが、膨大な魔力を持っているので魔物です。また、クマなどはゴブリンなどより遙はるかに強いのですが、魔力がないのであくまで動物にすぎません」

「なるほど。魔力がないと動物、魔力があれば魔物なんですね」

「はい、そういう事です」

　納得して頷くミラに、テリオスはさらに説明を付け加えてくる。

「動物にも魂はありますが、魔力を生み出す事はできません。仮に突然変異で魔力を生み出せるようになったとしたら、それはもはや魔物という事になります」

「それじゃあ──」

　普通の人と違って魔力がある私は、魔物と同じなんですか？──と喉元まで出かかった言葉を、ミラは必死に呑み込む。

　けれども、テリオスはそれを察さつしたのだろう。再び彼女の頭を優しく撫でてくれた。

「残念ながら世の中には、魔術師を魔物と同じように恐れる人がいます。けれども忘れないでください。優しい心をなくさない限り、貴方は間違いなく人間なのです」

「はい」

　テリオスの気遣いが嬉しくて、ミラは微笑み返す。

　けれども、胸の片かた隅すみに一つの疑問が浮かんでいた。

　──優しい心をなくしてしまったら、人間じゃないんですか？

　極悪人を『人でなし』と形容する事があるように、人間らしい心をなくした者は、人間の範はん疇ちゆうから外れてしまうのかもしれない。

（人じゃなくなる……）

　それがどんな意味を持つのか、知りたいけれども考えたくない、相反する感情に揺さぶられて黙り込むミラを、また落ち込んでいると思ったのだろうか、テリオスは歯を鳴らして陽気に笑ってみせた。

「まぁ、世の中には私のように善良な魔物もいますからね。魔物扱いされたとしても気にする事はありませんよ」

「自分を善良と言う奴は、詐さ欺ぎ師しと聖職者だけだから気をつけなさい」

　偉そうに胸を張るテリオスを、黒猫が尻尾しつぽで指しながら忠告してくる。

　そんな二人の掛け合いが可お笑かしくて、ミラは思わず吹き出した。

「ふふっ」

「元気が出たようで何よりです。ただ、ここから先はお静かに願います」

「それって──」

　驚いて声を上げそうになった口を、ミラは慌てて手で押さえ、頷いて了解を示す。

　テリオスもそれに頷き返し、音を出さないように注意しながら進んでいった。

　そうして暫しばらくすると森が少し開けて、山の斜面に開いた黒い洞窟と、その前に座り込んだ人影が見えてくる。

　腰巻きしか身につけておらず、耳が尖とがっており頭に髪が生えていない、緑色の肌をした小柄な人型生物。

（あれがゴブリン……）

（はい、ごく普通のゴブリンですね）

（──っ!?）

　頭の中にテリオスの声が響いてきて、驚いて叫びそうになった声を、ミラは必死に呑み込んだ。

（すみません、これはお互いの思考を伝える『念話テレパシー』の魔術です。事前に説明しておくべきでしたね）

（極きわめると相手の考えを一方的に読み取るとか、ゲスな真似も可能になるわよ）

　謝罪するテリオスに続いて、黒猫が悪い顔で思考を送ってくる。

　それに声を抑おさえて笑ってから、ミラは改めてゴブリンを見つめた。

（ごく普通のって事は、普通じゃないゴブリンもいるんですか？）

（えぇ。人間ほどではありませんが、ゴブリンも個体差の激しい種族でして、戦士ウオリアーや王者キングと呼ばれる強力な固体が存在します）

（そういうのは人間の大人くらいデカいから、一目で分かるわよ）

（なるほど）

　ミラは頷いて洞窟の前にいる固体を観察するが、身長は彼女とさして変わらない。

　自分でも倒せるとテリオスが言っていたのも、噓うそではないと感じられた。

（ではミラさん、あのゴブリンを倒してきてください）

（えっ、私一人でですか？）

（はい。そうでないと訓練になりませんから）

　戸惑うミラの頭から黒猫をどかしつつ、テリオスはそっと背中を押してくる。

（私が、ゴブリンを倒す……）

　木の陰から窺うこちらにまだ気がついていないのか、ゴブリンは座り込んだまま呑気に欠伸あくびをしている。

　それを自分の手で倒す──殺さないといけないのだ。

（大丈夫、きっとできる）

　心臓がうるさいほど鳴りだし、震える手でミスリルの杖を強く握にぎり締しめながら、ミラは自分に言い聞かせる。

　彼女だって家畜の鶏にわとりを絞しめた事くらいはある。畑を荒らす害虫の駆除もしてきたし、今までだって何度も命を奪ってきたのだ。

　それと何も変わりはしない。ただ、人に似た形をしていて、相手も自分を殺す力と意思を持っている。ただそれだけの事でしかない。

「はぁ、はぁ……」

　落ち着こうと頑張っているのに、どうしても呼吸が荒くなってしまう。

　そんなミラの脳内に、ふとテリオスの声が響いてきた。

（もしかすると、あのゴブリンが緑腐病を運んできたのかもしれませんね）

（……えっ？）

　一拍の間をおいて意味を理解し、氷ひよう柱ちゆうのように凍こおりつくミラを余よ所そに、テリオスは淡々と説明を続けた。

（緑腐病は人間にしか感染せず、動植物にはうつりません。ただ例外がありまして、それが魔物なのです）

（魔物が、緑腐病を？）

（はい。ゴブリンはあの通り緑色の肌をしていますからね。昔は緑腐病の事を『ゴブリン病』と呼んで、根絶するために大軍を動かした事もあったそうです）

（…………）

　押し黙るミラの心に、テリオスの声は半分も届いていなかった。

（あのゴブリンが、緑腐病を運んできた？）

　自分やトリオ達があんなに苦しい目に遭ったのも、村の皆が緑色の死体に変わってしまったのも、彼女の母親が助けを呼びに行き、そして二度と帰ってこなかったのも。

（このゴブリンのせい）

　そう認識した瞬間、頭の奥でカチッと何かがはまる音が響いた。

　命を奪う事への嫌けん悪おが消え失せて、全身が燃え上がるように熱くなる。

　それは穏おだやかな彼女が滅多に抱かない感情──怒りだった。

「うわぁぁぁ───っ！」

　ミラは気がつけば雄お叫たけびを上げて、木の陰から飛び出していた。

　そして、驚いて立ち上がるゴブリンに向かって、杖を突きつけて叫ぶ。

「『火炎球フアイア・ボール』ッ！」

　切り株を相手に何度も練習を重ねてきた魔術は、本番でも間違わずに発動した。

　だが、勢い良く放たれた火の玉は、必死に身をよじったゴブリンの横をすり抜けて、洞窟の端に当たって火花を上げただけで終わってしまった。

（避よけられたっ!?）

　切り株と違って生きている相手は動く。そんな当然の事さえ忘れていた自分の愚おろかさに、思わず歯は嚙がみをするミラの頭に、ふと狩人の老人の言葉が蘇よみがえる。

　──お嬢ちゃん、上手い狩人ってのは、遠くの獲物を射いられる奴の事じゃない。絶対に外さない距離まで獲物に近づける奴の事を言うんだ。

（そうだ、もっと近づかないと）

　幸い、ミラの方から近づいていく必要はなかった。

　攻撃を受けて怒り狂ったゴブリンが、粗そ末まつな石いし槍やりを構えて突撃してきたのだ。

（もっと、もっと近づけて）

　今すぐに呪文を唱えてしまいたいと焦あせる自分を、妙に冷静な自分が叱しかりつける。

　そして、あと二歩で石槍が届くほど距離が縮ちぢまったところで、ミラは素早く叫んだ。

「『火炎球』ッ！」

　二度目に放った火の玉は、避けようと反応する暇すら与えず、ゴブリンの胸に吸い込まれて爆発した。

「ギャッ！」

　胸の肉が爆はぜて血を撒まき散ちらし、ゴブリンは悲鳴を上げて地面に倒れる。

　助かりそうもない重傷である。だが、すぐに絶命する致命傷ではない。

　もがき苦しむゴブリンを哀あわれに思ったのか、最後の力を振り絞って反撃されるのを恐れたのか、ミラ自身にも分からない。

　ただ気がつけば、ゴブリンの側そばに歩み寄って、頭に杖を突きつけて呟いていた。

「『火炎球』」

　至近距離で放たれた火の玉が、ゴブリンの頭ず蓋がい骨こつを砕いて脳のう味み噌そを焼き焦がす。

　そして、数秒の間ピクピクと痙けい攣れんした後で、緑色の生物は二度と動かなくなった。

「……倒した」

　ミラが安堵の溜息と共に肩の力を抜いたその瞬間。

「ギャギッ！」

　怒りのこもった唸うなり声ごえと共に、彼女は背後から衝撃を受けて、地面に倒れ込んでしまった。

（まだいたっ!?）

　洞窟の奥に潜んでいた他のゴブリンが、騒ぎを聞いて駆けつけてきたのだろう。

　初弾を外した事といい、想像力もなければ警戒心も足りない、己おのれの愚かしさを悔くやんでいる余よ裕ゆうはなかった。

　新たに現れたゴブリンは、倒れたミラの上に馬乗りとなり、粗末な石いし斧おのを振り上げてきたのだ。

（殺される）

　そう戦せん慄りつした瞬間、生存本能が体を突き動かしていた。

「うわぁぁぁ───っ！」

　雄叫びを上げながら、全力でゴブリンの顔面にミスリルの杖を叩き込む。

　少女の腕力で、しかも馬乗りになられた不利な体勢のため、威力はないに等しい。

　だが、運良く顎に当たったため、ゴブリンは軽い脳のう震しん盪とうを起こして蹌よ踉ろけ、振り下ろそうとしていた石斧の動きが止まった。

　そうして生まれた一瞬の隙すきを見逃さず、ミラは全力で叫ぶ。

「『火炎球』ッ！」

　再び至近距離で放った火の玉が、ゴブリンの顔面を吹き飛ばす。
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　飛び散った鮮血と肉片が、倒れ込んだミラの上に降り注ぎ、その白い顔を汚そうとした瞬間、見えない力によって弾はじかれた。

（あっ、先生が防御の魔術をかけてくれてたんだった）

　興奮のあまりすっかり忘れていたが、最初から命の心配はなかったのである。

（でも、先生の魔術がなかったら、きっと背後から襲われた時に……）

　倒れ込む程度ではすまず、自分の命はとっくに奪われていただろう。

　そう考えて背筋に冷たいものを感じながらも、ミラは頭部の潰つぶれたゴブリンをどうにか退どかして立ち上がる。

　洞窟の奥に目をこらせば、さらに何体ものゴブリンが走り寄ってくる姿が見えた。

（どれだけいるんだろう……火炎球、あと何回使えたっけ？）

　色々と考えようとするのだが、魔術を使いすぎたのか、全身が妙に気け怠だるくて上手く頭が回らない。

　それでも懸命に杖を構えたミラに、ゴブリンが二体同時に跳びかかってきて──

「よく頑張りましたね」

　温かい褒め言葉と同時に、背後から伸びてきた骨の両手が、襲いかかってきたゴブリン達の首を握って吊つり上あげた。

「先生っ！」

「初うい陣じんで二体も倒せれば十分です。今日の実戦訓練はここまでにしておきましょう」

「死ぬ気でいけばあと三体はいけるでしょうに、あんたも甘いわね」

　黒猫の溜息を受けながら、テリオスは両手に力を込める。

　それだけで鈍にぶい音が響き渡り、首を摑まれていた二体のゴブリンは、力を失ってダラリと垂れ下がった。

「ギャッ!?」

　後から現れた三体のゴブリンは、このローブをまとった骸骨には敵かなわないと察したのだろう。

　背中を向けて逃げ出そうとしたが、その判断はあまりにも遅かった。

「『石の棘ストーン・スパイク』」

　テリオスが呪文を呟いた瞬間、真下から勢い良く生えてきた石の槍によって、三体のゴブリンは尻から頭まで串くし刺ざしにされ、何が起きたのか理解する間もなく絶命した。

「人型の生物は視点が高い分、足下の警戒を疎おろそかにしがちです。動く相手に当てるのは少し大変ですが、奇襲には重宝しますので覚えておくとよいでしょう」

「はい、先生」

　グロテスクな串刺し死体を前にして、淡々と授業を行うテリオスに、ミラは素直に返事をしてからふと思う。

（私、こんなに残酷な子だったんだ）

　怒りで頭が沸ふつ騰とうしていたとはいえ、自らの手でゴブリンを二体も殺したというのに、思ったほど罪の意識が湧わいてこない。

　それに、テリオスが殺したものも含めて、無残な死体が転がり、むせ返るような血の臭においが漂っているというのに、吐き気も湧いてこなかった。

「先生、私は──」

　やっぱり、普通の子じゃないんですね──と、諦あきらめるように吐き出そうとしたミラの頭を、テリオスはまた撫でてくれた。

「ミラさんの活躍で、村を脅おびやかす危険が一つ消えました。皆の平和を守るためにもう一働きしましょう」

　その言葉に噓はない。ただ、根本的な問題から目を逸らさせるための優しい噓だと、直感的に分かってしまった。それでも──

「はい、頑張りましょう」

　ミラは元気よく頷いて、残るゴブリンを倒すために、テリオスと共に洞窟の入り口へと向かうのだった。





　　　　◇






　斜ななめ下に向かって緩やかに延びる洞窟を前にして、テリオスは横に立つミラに問いかける。

「この奥に潜むゴブリン達を、どうやって倒せばいいと思いますか？」

「えっ……中に入って、見つけたら倒すんじゃ駄目なんですか？」

「う～ん、残念ながら二点です」

「えぇっ!?」

　赤点を出されて嘆くミラに、テリオスは丁寧に説明する。

「この洞窟内部をゴブリン達は熟知しているでしょう。当然、物陰に隠れて奇襲をしかけてきたり、落とし穴のような罠わなだってあるかもしれません。そんな相手のフィールドに突撃するのは得策とは言えません」

「あっ、そうですね」

　自分の軽けい率そつさに気がつき、反省して考え直すミラの姿に、テリオスは満足しつつ再び問いかける。

「ではそれを踏まえて、どうやってゴブリン達を倒せばいいと思いますか？」

「え～と、中に入るのが駄目なら、外に出てくるのを待つとか？」

「はい、それも悪くはありませんね」

　十分に戦力があるのならば、その手が一番安全であろう。

　洞窟の中に水や食料の備蓄がさしてあるとは思えない。飢えて出てきたところを討ち取ればいい。

「ただ、洞窟を交替で見張るために人手がいりますし、ゴブリン達の食料が切れるまで時間がかかってしまいます。少人数で急ぐ場合は不向きですね」

「なるほど。それじゃあ、ゴブリンが早く出てくるような方法を考えれば……」

　テリオスの指摘を受け入れて、ミラはすぐさま改善案を考え始める。

（本当に良くできた生徒ですね）

　つい本物の教師みたいな感かん慨がいを覚えつつ、テリオスは自分の考えを披露した。

「一番手っ取り早いのは、入り口を崩して洞窟を塞ふさいでしまう事でしょう」

「えっ、そんな事していいんですかっ!?」

「はい。別に洞窟の奥を調べたいわけではありませんし、生き埋めにしてしまえば簡単に殲せん滅めつできますからね」

　こちらは極力危険を冒さず、最小の労力で敵に最大の出血をもたらす。

　それを常に心がけて思考を狭せばめない事が大切なのだと、ミラに教え込む。

「ただ、この方法も欠点があります。洞窟に他の出口があったら、そこから逃げられてしまうのです。また、ゴブリンよりもっと強力な魔物ならば、壁を掘って外に抜け出てしまうでしょう」

「じゃあ、どうすればいいんですか？」

　他の方法が思いつかない様子のミラに、テリオスは待ってましたとばかりに取って置きを披露する。

「色々とありますが、今回はこれを使いましょう」

　そう言ってから魔術を唱え、大きな背負い袋を取り寄せた。

「この中には猛毒蛙ポイズン・トードの麻ま痺ひ毒どくを染み込ませてから干した、煙けむり草くさが詰め込まれています」

　煙草はタバコの原料として使われている草である。当然、火を点ければ染み込ませた成分ごと大量の煙を生み出す。

「それを使うって事は……」

「はい、毒の煙で燻いぶし殺ころすのです」

　顔を青ざめさせたミラに、テリオスは満面の笑みで答える。

「そこまで広い洞窟とは思えませんから、隅すみ々ずみまで煙が行き渡って、ゴブリンを一体残らず駆除してくれるでしょう。また、他の出口があった場合も、噴き出した煙で簡単に位置を特定できます」

　そう言ってから、自らの手で首をへし折ったゴブリンの死体に向かって、静かに呪文を唱えた。

「命を失くした虚うつろな骸むくろよ、仮かり初そめの魂を得て、我が僕しもべと化せ、『屍肉人形の創造クリエイト・フレツシユゴーレム』」

　死んだばかりの新鮮な肉体と、火葬した後の骨という素体の違いはあるが、ボーンゴーレムを作った時と同じ魔術である。

　擬似的な魂を与えられたゴブリンの死体は、首があらぬ方向に曲がったまま立ち上がり、毒の煙草が詰まった背負い袋を担かつぐ。

　そして、テリオスが袋に火を点けると、もうもうと煙を吐き出しながら洞窟の奥へと走っていった。

「これで完了です。事前に毒の煙草を準備しておく手間がありますが、そもそも戦いくさとは戦場で何をするかよりも、戦場へ行く前にどれだけ準備をしておくかが重要なのです。常に様々な状況を想定して、できる限りの準備を整えておくように心がけましょう」

　実に良い事を言ったと、テリオスは満足げにミラを見る。

　しかし、彼女の可愛らしい顔に浮かんでいたのは、賞賛の笑顔ではなく困惑の苦笑だった。

「あの、薄々感じていましたけど、先生って何と言うか……」

「目的のためには手段を選ばない腐くされ外げ道どうだから、あんまり真似しちゃ駄目よ」

　ミラが言いい難にくそうに口ごもった事を、今まで黙っていた黒猫が辛しん辣らつに言い放つ。

「失礼な。腐る箇所なんて残ってないピチピチの骸骨ですよ！」

「そ、そうですね」

　テリオスはお得意の骸骨ギャグで誤魔化そうとしたが、ミラはまた困って苦笑を深めるだけだった。

「いい大人が子供に気を遣わせるなんて、恥ずかしくないの？」

「それ以上は私の魂が死ぬので勘かん弁べんしてください」

　肉体的な痛みを覚えない不死者でも、精神には傷を負うのだと、黒猫の容よう赦しやないツッコミに対して、テリオスは首を横に振る。

　そんな楽しそうな彼らとは裏腹に、洞窟の奥からはゴブリン達の悲鳴が響いてきた。

『ギャギャッ!?』『グギャ、ガッ……』

　火と煙を吐きながら走ってきた仲間の死体に、驚き戸惑っているうちに、煙の中に含まれたポイズントードの麻痺毒を吸ってしまい、体が痺しびれて逃げる事もできなくなり、ついには呼吸さえ不可能となって息絶えていく。

　そんな断末魔の悲鳴を耳にして、ミラの幼い顔が曇った。

「こうする他に、なかったんですよね」

　自分に言い聞かせるような彼女に、テリオスは深く頷き返す。

「はい。平和な世界を築くという事は、平和を蝕むしばむものを取とり除のぞくという事と同義です。だから私は、人間に害なすものは病魔だろうと魔物だろうと全て滅ぼします」

　ミラに何度も語ったように、彼は二度と人間を殺さないと決めている。

　けれども、人間以外の命を救うつもりはない。全ての生物が殺し合わずに生きていける楽園など、効率よくエネルギーを得るために、他の生命を殺して取り込む行為＝食事をするように進化してきた時点で、絶対に達成できないのだから。

「幻滅しましたか？」

　平和な世界という綺麗な目標に反して、そこへ至る道程は真っ赤な血で濡ぬれている。

　もしも、テリオスに協力しようと思うのなら、今日よりもさらに惨むごい光景を目にする事だろう。

　だから、深く関わるのを止めてもいいのだと、そういう意味も込めた問いに、ミラは首を横に振って答えた。

「いいえ。先生が創る平和な世界を、私も見てみたいですから」

「ありがとうございます」

　屈くつ託たくのない眩まぶしい笑顔で言い切られて、テリオスは後ろめたさを感じながらも笑い返す。

　そして、悲鳴が途と絶だえた洞窟の中へ、念のため確認に向かおうと足を向けた瞬間、彼の鋭敏な感覚が強い魔力を捉とらえた。

「ミラさん、後ろに下がっていてください」

「は、はい」

　張り詰めた空気を感じたのだろう。ミラは黒猫と共に大きく後退した。

「ゴブリンが偵察に来たという事は、それを命じたボスがいるのだろうとは思っていましたがね」

　そう呟くテリオスの前に、洞窟の奥からゆっくりとそれは姿を現した。

　背中を丸めているため小柄に見えるが、実際には大きめのクマほどもあるだろうか。

　全身を覆おおう毛皮は血の赤や泥の黒、そしてカビのような緑色でまだらに染まって、もはや元の色が何かも分からない。

　太い鞭むちのような尻尾をしならせ、頭の上に生えた耳をピクピクと動かし、赤い血走った目でこちらを見み据すえるその魔物の名は──

「鼠獣人ワーラツトですか。珍しい」

「キシシッ」

　テリオスの呟きを褒め言葉とでも受け取ったのか、呪いや病気によって半獣と化した元人間の魔物──ワーラットは、長い前歯を鳴らして笑う。

　その全身から漂う腐臭があまりにも酷ひどすぎて、かなり後ろに下がっていたというのに、ミラは吐きそうになって口を手で押さえていた。

「うぐっ……」

「ドブネズミの方がまだ清せい潔けつね」

　黒猫も不快そうに顔をしかめ、腐臭を吹き飛ばそうと前足を振る。

　そんな背後の様子を窺いながら、テリオスは内心で溜息を吐いた。

（噓から出たまこと、とはこの事ですね）

　ゴブリンが緑腐病の感染源かもしれないという話は、ミラに発はつ破ぱをかけるために言った噓である。

　肌の色から感染源だと疑われて、過去に大規模な討とう伐ばつが行われたのは事実だが、その際に実験が行われて、ゴブリンはどうあっても緑腐病にかからない事が判明していた。

　ただ、ミラに伝えたもう一つの話、人間にしか感染しないはずの緑腐病が、例外として魔物にはうつるという話は本当である。

　ゴブリンを始め大半の魔物には感染しないのだが、極一部の例外──目の前にいるワーラットのような獣人だけは、元人間であるため緑腐病を宿せるのだ。

　そして、毒も効かないほど強きよう靭じんな生命力を持つ魔物と化したために、病魔と共存をはたして死ぬ事もない。

「貴方がクリオ村に緑腐病をばらまいた張本人ですね？」

　毛皮に生えた緑色のまだら模様を見れば、わざわざ聞くまでもない事なのだが、テリオスはあえて確認を取る。

　すると、ワーラットはまた前歯を鳴らして笑いながら頷いた。

「キシシッ」

「この人が、お母さんを、皆を……っ！」

　腐臭に苦しんでいたミラの顔が、怒りで真っ赤に染まっていくのが、後ろを振り返らずとも分かった。

　そんな彼女が爆発する前に、テリオスは最後の確認をする。

「理由をお聞かせ願えますか？」

　だが、その問いに答えが返ってくる事はなかった。

「キシャァァァ───ッ！」

　無駄話は飽きたとばかりに、ワーラットは奇声を上げて跳躍し、テリオスに襲いかかってくる。

「先生っ!?」

　悲鳴を上げるミラは知る由もないが、ワーラットは数ある魔物の中でも、人間を殺す事に異常なほど特化している。

　身体能力はそこまで高くない。歴戦の戦士ならば互角に戦えるだろう。

　ただ、鋭い爪による掠かすり傷きずどころか、近づいて唾や息を浴びただけで、体に宿した無数の死病をうつされてしまうのだ。

　治療手段を持たない相手ならば、半神の英雄だろうと殺しかねない病魔の塊かたまり。それがワーラットの恐ろしさである。しかし──

「申し訳ありませんが、私は骸骨ですので」

　とっくの昔に死んでおり、病気と無縁の不死者であるテリオスは、跳びかかってきたワーラットの腕を平然と摑み止める。

　そして、人間に不幸しかもたらさない、この病魔の塊を世界から消滅させるため、静かに呪文を唱えた。

「『焼殺クリメイシヨン』」

　燃えさかる赤い業ごう火かが、摑んだテリオスの手ごとワーラットの全身を包み込む。

「──ッ！」

　灼しやく熱ねつの火柱に呑み込まれて、ワーラットの悲鳴も、その体に宿した病魔も、全てがこの世から焼き消されていく。

　そうして、炎が消えた後に残ったのは、地面の黒い焦こげ痕あとだけだった。

「ふー……」

　生前の癖くせで、テリオスはつい首の骨を鳴らしてから、ゆっくりと背後を振り返り、呆然と立ち尽くしていたミラに向かって頭を下げた。

「ミラさん、貴方の仇かたきを奪ってしまいました。申し訳ありません」

「えっ、いや、先生が謝る事じゃないですよ！」

　まさか謝罪されるとは思っていなかったようで、ミラは取り乱してブンブンと勢い良く両手を振る。

　それからテリオスの前まで歩いてきて、まだ少し熱の残った骨の手を握り締め、花が開くように微笑んだ。

「みんなの仇を取ってくれて、ありがとうございます」

「ミラさん、私は──」

　平和な世界を築くという、自分の目的のためにした事であり、仇討ちのつもりなどなかった──というテリオスの言葉を、ミラは首を左右に振って言わせなかった。

「どんな理由だろうと、先生は私達を救ってくれて、お母さん達の仇を取ってくれました。だから、本当にありがとうございます」

「……はい、どう致しまして」

　久しく忘れていたむず痒がゆさを感じて、テリオスは照れて頰骨を掻きながらも、ミラのお礼を受け止める。

　そんな二人を茶化すように、黒猫が髭ひげを揺らして笑った。

「やっぱり、偽善も復讐もしっかりやるべきね。何な故ぜなら、そっちの方が傍から見ていて楽しいから！」

「最低の理由ですね」

「黒猫さんの噓を吐かないところは好きだよ」

　どこまでも身勝手な傍観者に、テリオスは軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向け、ミラは苦笑してぎこちない賞賛を送る。

　それから、生き残りの魔物がいないか、念のため洞窟の奥まで調べてから、彼らは皆が待つクリオ村へと帰っていくのだった。
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　エリュトロン王国の南方、唯ゆい一いつ他国と繋つながる街道には、無数の沼が湧わく湿しつ原げん地帯があった。

　大軍の行進を困難にする湿原は、王国を守る盾として重宝されつつも、同時に荷馬車の行き来を阻そ害がいするため、商業活動を邪魔する毒として忌いみ嫌きらわれている。

　そんな南の湿原に、鉄の鎧よろいをまとい馬にまたがった王国騎士達の姿があった。

「報告があったのはこの辺りか？」

「はい、ディーネ団長」

　先頭に立つ赤毛の女騎士団長・ディーネに、髭ひげを生やした壮年の副団長が頷うなずき返かえす。

「行商人の一団が襲われて、従者一人と馬一頭が犠牲になったそうです」

「なるほど」

　副団長の話に耳を傾かたむけながら、ディーネは馬から下りて、細い街道の横に生おい茂しげる草むらに手を突っ込む。

　そして、犠牲となった馬の物らしき、千ち切ぎれた手た綱づなを拾ひろい上あげた。

「ここで間違いなしか。総員、馬を守れ」

「了解っ！」

　お供ともの騎士達は一いつ斉せいに馬を下り、剣を抜いて周囲を囲む沼に目を向ける。

「さて、これだけ生き物が固まっていれば、釣つり餌えとしては十分だろう」

　緊張する部下達とは裏腹に、ディーネは呑のん気きにさえ見える自然体で、ゆっくりと敵が来るのを待つ。

　そして、灰かい緑りよく色しよくに濁にごった沼の水みな面もに波紋が立ち、水みず飛沫しぶきを上げてそれは現れた。

　本来透明であろう体は、沼の水に影響されて汚く濁っていたが、それでも分かるほど大きな赤い核かくが中心で揺らめいている。

　全身の消化液によって獲物を食らい溶とかす本能しかない、知能を持たぬ無む垢くの怪物。

「でたな、不定形生物スライムめ」

「で、デカいっ!?」

　静かに名を呼ぶディーネの横で、部下の騎士達は現れたスライムを見上げて、驚きよう愕がくの声を上げる。

　スライムは通常、中型犬程度の大きさしかなく、顔面に張はり付つかれたりでもしない限りは、そう簡単に命を奪われるような相手ではない。

　しかし、目の前に現れたものは一軒家ほどもあり、人間どころか馬さえ丸まる呑のみにできるほど巨大だった。

「さしずめデブスライムか」

　ディーネの悪口を理解できるだけの頭脳など、スライムは持ち合わせていない。

　だが、生物の本能が敵意を感じ取ったのだろう。巨大に太った体たい軀くを揺らして、彼女に向かって突進してきた。

「ありがたい。ブーツが汚れずにすむ」

　ディーネは沼に踏み込む手間が減ったと笑いながら、部下と馬達に下がっているよう促うながす。

　そうして孤立した彼女を格好の獲物と思ったのか、スライムはその巨体を高波のように変形させて覆おおい被かぶさってきた。

「団長っ!?」

　入団したての新米騎士が思わず悲鳴を上げてしまう。

　スライムの消化液に包まれた体は、剣で斬きっても槍やりで突いても効果がなく、炎や氷の魔術を使えない者にとっては厄やつ介かいな相手である。

　とはいえ、中心の核を貫つらぬけば死ぬため、普通のサイズであれば倒せない敵ではない。

　だが、目の前のスライムはあまりにも巨大で分厚く、核まで武器が届く前に呑み込まれて、全身を消化されてしまうだろう。

　そんな最悪の光景を浮かべる新米騎士に反して、他の騎士達は落ち着き払っていた。

「デカくても所しよ詮せんは能無しのスライムか」

「強い方を襲ってどうするよ」

　呆あきれ果はてる騎士達の前で、高波となったスライムがディーネに覆い被さっていく。

　しかし、彼女は慌てる様子もなく、腰こしの鞘さやから愛剣を引き抜いた。

「猛たけろ、ウルカヌス」

　ディーネの呼びかけに応えて、白い刀身が一瞬で赤熱化する。

　そして、マグマすら焼き尽くすほど超高熱を帯びた剣で、巨大スライムの体を薙なぎ払はらった。

　あまりの高温によって、溶解液が一瞬で蒸発して爆発を起こし、スライムの体が四散する。

「なっ!?」

　驚愕の声を漏らす新米騎士を余よ所そに、ディーネは軽々と跳躍して、露あらわになったスライムの核を蹴けり砕くだいた。

「すまない、皆に怪け我がはなかったか？」

　死んで動きを止めた溶解液の中に着地しながら、ディーネは部下達の身を案じる。

　少なからず溶解液を浴びただろうに、その白い肌にも赤い髪にも溶けた形跡は見られなかった。

　膨ぼう大だいな魔力を帯びた彼女の体は、防御の魔術を張るまでもなく、スライムごときの攻撃を通しはしなかったのだ。

「凄すごい……」

　溶解液の小さな飛沫が頰ほおにあたり、ヒリヒリと痛んでいたのにも気づかぬほど、新米騎士は感動して打ち震える。

「これが、炎神の血を引く聖騎士の力なのか」

　神の子孫として膨大な魔力を持つだけでなく、神が残した神じん器きを操る超常の戦士。

　エリュトロン王国の民ならば、誰もがその名前と活躍を知っているとはいえ、実際に初めてその力を目にした新米騎士は、湧き上がる興奮を抑おさえられなかった。

　そんな彼の視線に気がついて、ディーネは照てれ臭くさそうに微笑ほほえんでから、赤熱化を解除した剣を鞘に収める。

「さて、早く帰って風呂に入るとしよう。こんなに臭くては男も寄ってこない」

「それは元からでは？」

　美人なのだがあまりにも強すぎるせいで、二は十た歳ちを超えてまだ未婚の聖騎士様に、副団長は遠慮なくツッコミを入れる。

　それを聞いて大笑いする部下達に、ディーネは拳こぶしを振り上げて怒ったふりをしてから、王都に向けて馬を走らせるのだった。





　　　　◇






　二日後の昼には自宅の屋敷に帰り着き、湯船に浸つかって旅と戦闘でついた汚れを落としていたディーネの元に、王城から使いが届いた。

「ディーネ様、国王陛下が至急お会いしたいとの事です」

「あい分かった」

　使者に対して扉越しに返事をし、濡れた赤髪をタオルで乾かわかしながら、ディーネは眉み間けんにシワを寄せる。

（風呂を出るのも待てぬほど急ぎの報しらせとは、嫌な予感がするな）

　元より湿原に出没したスライム討伐の報告をするため、国王に会う用意はしてあったので、ディーネは素早く身み支じ度たくを整えると、使者と共に馬車へ乗り込んだ。

　地形が天然の要よう塞さいと化しているためか、防備よりも見目を優先した、エリュトロン王国の美しい王城に入り、廊下ですれ違う貴族や騎士達と挨あい拶さつを交かわしながら、国王が待つ執務室へと向かう。
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「国王陛下、第二騎士団の団長・聖騎士ディーネ様をお連れいたしました」

「通せ」

　使者が扉をノックして呼びかけると、部屋の中から無理に威い厳げんを出そうとしている、可愛かわいらしい声が響いてきた。

　許可を受けて使者が扉を開け、ディーネはお辞じ儀ぎをしてから執務室に入り、大きな椅い子すに腰掛けた小柄な少年の前に向かう。

　そして扉が閉められ、使者が遠ざかって行くのを待って微笑んだ。

「陛下、ただいま戻りました」

「お帰り、ディーネ」

　エリュトロン王国の幼い国王・カリュクスも満面の笑みを浮かべて、ディーネの元に駆け寄った。

「魔物の退治に向かったと聞いたが、怪我はなかったか？」

「はい、この通り掠かすり傷きずもありません」

　心配そうに見上げてくる幼い国王に、ディーネは胸を張って答える。

　その体から微かすかに漂う石せつ鹼けんの香りに、カリュクスは思わず頰を染めながら安あん堵どの息を吐いた。

「よかった。ディーネの身に何かあったら、僕は悲しく死んでしまう」

「大げさな」

　涙目になるカリュクスの気持ちを嬉うれしく思いつつも、ディーネは厳しい表情を作る。

「それと陛下、自分の事は『僕』ではなく『余よ』と呼ぶように、再三申し上げたはずですが？」

　一年前に彼の父親である先代国王が突然の病やまいで亡くなり、今はカリュクスが王位に即いているのだ。

　成人するまでの間、実務は宰さい相しよう達に任せきりのお飾り状態とはいえ、飾りだからこそ威厳を示さねばならない。

　だがそう告げると、カリュクスは不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「『余』なんて父様みたいな言い方、堅苦しくて息が詰まる。皆の前ではちゃんとしているんだから、ディーネの前でくらい好きに喋しやべらせてよ」

「駄目ですよ陛下。剣の稽けい古こと同じように、普段から心がけておかなければ、本番で思わぬ失敗を犯すものです」

　拗すねる少年の顔を可愛らしく思いつつも、ディーネは毅き然ぜんとして譲ゆずらない。

　すると、カリュクスは怒って頰を膨ふくらませた。

「みんな父様の言う事なら何でも聞いたのに、僕の言う事はちっぽけなワガママすら聞いて貰もらえない。こんな事なら──」

「陛下」

　ディーネは静かに、だが力のこもった声でカリュクスの言葉を遮さえぎる。

「国を統すべる者として、それだけは口にしてはなりません」

「ご、ごめんなさい……」

　珍しく本気で叱しかられて、カリュクスは落ち込み項垂うなだれる。

　それから、涙目でディーネを見上げてきた。

「もう二度と弱音を口にしない。自分の事もちゃんと『余』って呼ぶ。だからディーネ、二人きりの時くらいは、陛下なんて余よ所そ余よ所そしい呼び方をしないで」

　先代の国王がまだ生きていた頃、二人は本物の姉弟きようだいのように、仲良く名前で呼び合っていた。

　幼い少年にとって一番幸せだった時の記憶を、今の王と部下という関係で塗ぬり潰つぶされたくないのだろう。

「昔から甘えん坊で困ったものですね、カリュクス様は」

「ディーネ！」

　苦笑しながらも名前で呼ぶと、カリュクスは満面の笑みを浮かべた。

　そんな可愛らしい弟分の頭を、つい撫なでようとしたところで、ディーネの鋭えい敏びんな聴覚が近づいてくる足音を捉とらえた。

「陛下、席にお戻りください」

「わ、分かった」

　一瞬で笑みを消した彼女の様子から、誰かが来るのだと悟さとって、カリュクスは憩いこいの時を邪魔されて不満に思いつつも、国王の仮面を被り直して席に着く。

　その瞬間、ノックと共に低い声が響いてきた。

「国王陛下、ゲラーンでございます」

「入れ」

　カリュクスの許可を得て、恰かつ幅ぷくのよい中年男性が部屋の中に入ってくる。

　彼は幼い国王に代わり、王国の政治を一手に担っている宰相のゲラーン。

　前国王の歳としの離れた弟であり、カリュクスの叔お父じにあたる人物であった。

「聖騎士殿、遅いお帰りだな。其方そなたが沼遊びをしている間に、我が王国は火急の危機に見舞われていたというのに」

「申し訳ございません」

　職務を果たしてきた騎士に対して、あまりにも無礼な言葉であったが、ディーネはいちいち突っかからずに謝罪してみせる。

　この男とは昔から反そりが合わないのだが、王家の一族には変わりないし、宰相としての職務は良くこなしている。この程度の嫌味は気にするほどでもなかった。

　しかし、彼女を慕したうカリュクスの方が、我慢できずに反論してしまう。

「叔父上、その言い方はあんまりです！　ディーネは民の安全を守るため、街道に出没した魔物を退治してきたのですよ。それを──」

「陛下、王たる者は小事よりも大事を優先せよと、兄上から教わらなかったのですか？」

　ゲラーンの言葉は正論のようで、論点をすり替えた詭き弁べんでしかない。

　そもそも、南の沼地に出没したスライムの討伐は、ディーネが勝手に行ったものではなく、第一騎士団の団長でもある王国軍の最高責任者・ケリードン将軍が命じたものである。

　彼女の留守中に問題が起きたとすれば、それは討伐を命じた将軍の落ち度であろう。

　しかし、幼く経験不足なカリュクスは、そういった論理的な反論ができなかった。

「で、でもディーネは……」

「陛下、お気持ちはありがたいのですが、一家臣を無用にかばい立てすれば、不公平だと国を乱す事になります。お止やめください」

　まだ擁よう護ごしようとするカリュクスを、ディーネは冷たい声で遮る。

　それを見て、ゲラーンは満足そうに笑みを浮かべた。

「ほう、昔のよしみで媚こびを売るのかと思えば、身みの程ほどをわきまえているではないか」

　カリュクス様のためであって、貴様のためではない──という怒声を懸命に堪こらえて、ディーネは努つとめて穏やかに付け加える。

「それと、宰相殿も陛下にとっては一家臣にすぎないのです。公務の場では叔父上ではなく、名前か役職で呼び捨てにしてください」

「分かった。これからはゲラーンと呼ぼう」

「……それで結構でございます」

　聖騎士のささやかな反撃だとも知らず、無垢に呼び捨てしてくる甥おいっ子こに対して、ゲラーンは引きつった笑みで頷き返した。

　ディーネはそれを見て少しばかり溜りゆう飲いんを下げつつ、話を本題に戻す。

「それで、火急の危機とは何事でしょうか」

「伝染病で滅ほろんだ村の事は覚えているな？」

「クリオ村の事であろう。忘れるはずもない」

　ゲラーンの問いに対して、ディーネは苦い顔で答える。

　魔物の討伐を主な任務とする彼女達・第二騎士団は参加していなかったが、緑りよく腐ふ病びように感染して助けを求め逃げてきた村人達を、王国軍は冷れい酷こくにも皆殺しにしたのである。

　そうしなれば王都にまで病魔が広まり、エリュトロン王国が滅びかねなかったのだ。

　大を守るために小を切り捨てる、その選択が間違っていたとは思わない。

　だが、守るべき民を見捨てた罪が消えてなくなるわけではない。

　改めて罪悪感を抱くディーネに、ゲラーンは淡々と恐るべき事を告げた。

「その村に不死魔術師リツチが現れたのだ」

「何だとっ!?」

　聞き間違いではないのかと、思わず大声を出してしまう。

　そんなディーネを叱しつ責せきするように、ゲラーンは冷めた声で繰り返す。

「本当にリッチが現れたのだ。疑うのなら村を見に行った兵士達に直接話を聞けばいい」

　そう言いつつ、懐ふところから一枚の羊よう皮ひ紙しを出して、ディーネに手渡してきた。

「村に向かった兵士の報告書か」

　その内容によると、緑腐病の発生から十分すぎる時間が経たち、既すでに生存者が一人も残っていないだろうクリオ村に向かって、ますは数名の囚しゆう人じんが派遣された。

　村に残った死体を全て焼き払い、緑腐病の感染源を断てば、減げん刑けいをしてやると言って利用したのだ。

　隣の村からクリオ村までは、森に囲まれた一本道しかないため、囚人達が逃げ出す心配もない。仮に逃げても森の養分に変わるだけである。

　そうして、街道を塞ふさいで待っていた兵士達の元に、クリオ村へ向かった囚人達が真まっ青さおな顔で戻って来た。

　なんと、村に骸がい骨こつの魔物・スケルトンが湧いていたというのだ。

（スケルトンか。戦場跡などで自然発生する事もあるが、死し霊りよう魔術の使い手が作ったと考える方が妥だ当とうだな）

　暖かい初夏とはいえ、緑腐病で亡くなった村人達が白骨化するほど日は経っていない。

　ならば、何者かが意図的に死体を焼き、残った骨を利用したと考えるべきだろう。

　兵士達もディーネと同じように考えたらしく、自らの目で村を見に向かった。

　そして、無数の動く骸骨を従したがえ、幼い子供達を引き連れた、黒いローブをまとったリッチの姿を目撃したのだった。

「子供？　生きている子供がいたのかっ!?」

「生いけ贄にえの儀式にでも使うため、どこからか攫さらってきたのだろう。見間違いかもしれんがな」

　驚いて声を上げるディーネに、ゲラーンがつまらなそうに答える。

　報告書によれば、兵士達はかなり遠くからリッチらしき姿を目撃した時点で、すぐさま引き返してきたのだという。

　本当にリッチ──スケルトンの軍勢を作り出すほど強力な不死の魔術師ならば、ただの兵士では百人集まっても勝てないだろう。報告を優先して逃げ帰ってきた彼らの判断は正しい。

　だがそのため、子供の件も含ふくめて詳細が不明であった。

（兵士達を責められぬが、もう少し実力を判断できる情報が欲しかったな）

　一口にリッチと言っても、明確な意思を持って魔術を使える不死者アンデツドの事を、まとめてそう呼んでいるだけで、その力量は千差万別である。

　普通の兵士でも倒せるほど弱い者もいれば、一国を滅ぼして『不死王ノーライフ・キング』と呼ばれた者さえいた。

　ディーネは神の血を引く聖騎士として、数多あまたの魔物だけでなく、犯罪に手を染めた魔術師の相手もしてきた。

　リッチと戦った経験こそないが、そうそう後おくれを取るつもりはない。

（だが、伝承に残る不死王ともなれば……）

　つい最悪の想像をしてしまい、暗い表情で考え込むディーネに向かって、ゲラーンが大仰に命じてくる。

「どうあれ、王国を脅おびやかす魔物には違いあるまい。聖騎士ディーネよ、村を占せん拠きよしたリッチの退治に向かうがよい」

「…………」

「何だ、怖おじ気けづいたか？」

　即答を拒こばんだディーネに、ゲラーンは挑ちよう発はつを浴あびせてくる。

　だが、彼女は怒りもせず冷静に問い返した。

「緑腐病はどうなっている？」

　クリオ村を全滅させた伝染病。それがまだ残っているのならば、ディーネは生きて帰って来られないだろう。

　膨大な魔力を有する神の血筋とはいえ所詮は人間。風か邪ぜくらいならばともかく、大陸でも五指に入る凶悪な病魔を撥はね返す力などない。

　まして、彼女は剣士であって魔術師ではない。緑腐病を治せるほどの魔術など使えないのだ。

「我が炎神剣ウルカヌスならば、たとえリッチであろうと断たってみせよう。だが、形のない病びよう魔まは断てぬ」

「ディーネ……」

　不安そうに見つめてくるカリュクスに、ディーネは微笑んで安心させたい気持ちを堪え、硬い表情を作り続ける。

　そんな彼女に対して、ゲラーンは再び挑発を口にした。

「偉えらそうな事を言ったところで、我が身が可愛いだけではないか。炎神ウルカヌスの末まつ裔えいが聞いて呆れるわ」

　神の名が出た瞬間、ディーネは腰の剣を抜き放ち、ゲラーンの首元に突きつける。

「私を臆おく病びよう者ものと誹そしるのは構わん、事実だからな。だが、我が神を貶けなすのならば、命を捨てる覚悟があるのだろうな？」

「──っ!?」

　本気の殺意をぶつけられて、ゲラーンは冷や汗を浮かべて黙り込む。

　神と同じ名を持つ神剣が火を噴けば、ただの中年男など骨すら残らず蒸発するのだ。

　そんな一触即発の聖騎士と宰相に向かって、幼い国王が叫んでくる。

「ディーネ、止めて！」

「はい。失礼致しました、陛下」

　醜みにくいものを見せてしまったと、あくまでゲラーンではなくカリュクスに謝罪して、ディーネは剣を鞘に収める。

　そして、胸を撫で下ろす宰相を無視して、執務室の出口に向かった。

「では、リッチの討伐に向かいます」

「待ってディーネッ！」

　緑腐病が残っていれば死ぬと、自ら告げたばかりである。

　悲鳴を上げて止めようとするカリュクスに、ディーネは柔やわらかく微笑み返した。

「必ず帰ってまいります」

　そんな優しい噓うそを残して、有無を言わせず執務室を後にする。

（さて、リッチが相手か）

　城の廊下を早足で進みながら、ディーネは素早く頭を切り換える。

（力量が分からないのは不安だが、まぁいつもの事だ）

　ゴブリンの退治に向かったら、鬼オーガが出てきたなんて事はよくある。

　魔物に限らず人間が相手でも、相手の戦力を把は握あくできて、勝てると確信できた戦いなど一度もなかったのだ。

　いつも通りできる限りの準備を整えて、全力で挑む他に道はない。

（それよりも緑腐病の方が問題か）

　カリュクス達にも告げたが、斬れば倒せるリッチと違って、病気の方はどうしようもない。

（空気から感染すると聞くから、口や鼻を布で覆い、病びよう魔ま除よけのアミュレットを着けておけば多少は防げるだろうが、それでも気休めにすぎないだろうな）

　やはり剣で斬れぬ相手は苦手だと、ディーネは深々と溜ため息いきを吐つく。

（治療薬でもあれば良かったのだがな）

　残念ながらエリュトロン王国に緑腐病の治療薬はない。おそらく、他国にもほとんど残っていないだろう。

　そもそも、緑腐病は二百年も前に滅びたと思われていた伝染病である。

　当時、トロキア大陸の全てを手中に収めようとし、あらゆる国に戦争をしかけて、何百万人という屍しかばねの山を築いた殺さつ戮りく王おう・アイオーン。

　彼が感染した死体を全て焼き払わせた事で、大陸から緑腐病を殲せん滅めつしたのだ。

　ただし、これは美談などではない。死体の焼却に反対した大地神ケレスの信者や、まだ息のあった患者やその家族まで、村や町ごと全て焼き殺したため、殺戮王を彩いろどる虐ぎやく殺さつの一つとして語られている。

　ともあれ、既に滅びたと思われて、子供を怖がらせる昔話の中にしか残っていなかった緑腐病に、専用の治療薬は残っていない。

（あらゆる病を治すという、竜りゆう骨こつの霊薬でもあれば……いや、考えても詮せん無なき事か）

　後悔しても死んだ者達は帰ってこない。そして、ディーネが死者の列に加わるのを防ぐ事もできない。

　ただ、彼女は緑腐病の脅威に関して、少しだけ希望というか疑念を抱いていた。

（クリオ村に現れたリッチはどうして、動く屍体ゾンビではなくスケルトンを作ったのだ？）

　緑腐病をばらまくゾンビ。人間を滅ぼす兵器にするなら、こちらの方が遙はるかに恐ろしい。

　なのに、クリオ村で目撃されたのはスケルトン。緑腐病が宿った屍し肉にくをわざわざ焼き尽くし、残った無害な骨しか利用していない。

（生け贄として捕らえた子供達が、病気で死なれては困ると考えたのかもしれないが……何にせよ、リッチの手で緑腐病が断たれた可能性がある）

　ディーネ達人間にとってはありがたい話だ。だからこそ、リッチが何な故ぜそんな事をしたのかが分からない。

（不死者は生物に対する憎ぞう悪おで動いているはずなのだが……）

　命がない不死者だから命ある人間を憎むのか、それとも人間を憎んでいるから不死者となったのか。

　どちらにせよ、文ぶん献けんに書かれた例を見る限り、リッチは恐怖と殺戮を好む、人類の天敵である。

　寿命の枷かせを超えて魔術を極きわめるためなど、悪意とは別の目的でリッチになった魔術師もいるとあるが、そういった者は研究の邪魔をされるのを嫌い、人ひと気けのない山奥にでもこもっているのだろう。

（人前に出てこないリッチだけが善よいリッチか）

　その考えが正しければ、クリオ村に現れたリッチは邪悪な存在となる。

（だが、妙に引っかかる）

　ディーネは今ひとつ納得できないものを抱きながらも、城を出て自宅へと戻る。

　そして準備を整えると、部下達を緑腐病に巻き込まないために、何も言わず一人でクリオ村へと馬を走らせるのだった。
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　ゴブリンとワーラットを退治した翌日、朝食の用意をするため他の子供達よりも早く起床したミラは、井戸に水を汲くみに行ったところで違和感を覚えた。

（あれっ、こんなに軽かったっけ？）

　井戸の底から水で重くなった釣瓶つるべを引き上げるのは、細身の少女にとってはなかなかの重労働である。

　しかし、それが今日に限って簡単にできてしまったのだ。

　釣瓶の水を移した桶おけを村長宅まで運ぶのも、昨日より楽になった気がする。

（力持ちになったのかな？）

　こんな短期間で力がつくなんて不思議だが、そうとしか思えない。

（きっと先生のお陰かげだね）

　今まで口にする機会の少なかった肉や果物を、テリオスが沢たく山さん食べさせてくれたお陰で、緑腐病のせいで痩やせ細ほそっていた体が、大分元に戻ってきた。

　それで力が増したのだろうと思い、腕の肉を摘つまんでいると、背後からテリオスの声が響いてきた。

「おはようございます、ミラさん。今日も早いですね」

「おはようございます、先生。すぐにご飯の準備をしますね」

　ミラは笑顔で台所に向かい、汲んできた水を鍋に移して、腸ちよう詰づめとサトイモを茹ゆで始める。

「私も骸骨でなければ、ミラさんの手料理を頂けたのかと思うと、実に残念ですね」

「えっと……ありがとうございます」

　返事に困る褒め言葉を送られて、ミラは頰を染めながらも、九人と一匹分の食器を用意していった。

　そうして、昨日のうちにトリオが焼いておいたパンと、茹でた腸詰めとサトイモの朝食を取り、算数の授業を終えてから、日課となった魔術の訓練を行うため、彼女は村外れの空き地へと向かう。

　だがそこで、朝の違和感が確信へと変わるのだった。

「『火炎球フアイア・ボール』」

　ミスリルの杖を構え、いつもの切り株に向かって、いつもの呪文を唱となえる。

　しかし、現れた火球は昨日までより二倍は大きく、切り株に焦こげ痕あとをつけるどころか、表面の皮を吹き飛ばしてしまった。

「……えっ？」

　明らかに殺傷力が増した魔術を前に、唱えた本人の方が呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　そんなミラの頭の上に、ふと黒猫がのしかかってきた。

「あらあら、随ずい分ぶんとパワーアップしたじゃない」

「えっ、いや、何でっ!?」

　強くなった喜びよりも、その理由が分からない困惑の方が大きく、取り乱してしまうミラの頰を、黒猫は尻尾しつぽでペチペチと叩いてくる。

「落ち着きなさい。ゴブリンを二体倒したんだから、そのくらいは強くもなるでしょ」

「えっ？」

「あんたは昨日、ゴブリンを倒したでしょ。つまり、あんたはゴブリンよりも強い。ならば、ゴブリンよりも強くなければならない。よって、ゴブリンよりも強い力を得たのよ」

「えっ、えぇっ!?」

　納得できるようでどこかおかしい理屈を聞かされて、ミラはさらに頭がこんがらがってしまう。

　そんな彼女に対して、黒猫は面倒くさそうに溜息を吐きながらも説明してくれた。

「普通の狩人かりゆうどがクマを倒したからって、力が強くなったりはしないわよね」

「うん」

「けれども、魔術師のあんたが倒した場合、さっき言った理屈で強くなれるのよ」

「そこが分からないんだけど……」

　魔術師に限って、何故そんな不ふ可か思し議ぎ現象が起きるのか。

　さらなる説明を求めるミラの頭の上から、黒猫は地面に飛び降りる。

「そもそも、この世界はあらゆる存在の認識から創られている、とても曖あい昧まいで不確定なものにすぎないの。だから、世界の中心である『根源アルケー』に接続して認識を弄いじくれば──」

　黒猫が杖のように尻尾を振った瞬間、ミラは視界の果てまで続く巨大な水たまり──海の上に立っていた。

「えっ……な、なななっ!?」

「こんな風に世界を変えられる。これが魔術」

　山育ちで海を見た事のなかったミラが、一面の青色に感動しながらもパニックを起こしかけたところで、風景が元の空き地に戻った。

「ちなみに、今のはあんたと私の座標をずらしただけで、この田舎いなか村むらを海に創り替えるなんて面倒な事はしてないわよ」

「はぁ……」

　まるでやろうと思えばやれたという黒猫の物言いに、ミラはもう驚き疲れて頷く事しかできない。

「で、魔術師っていうのは魂たましいの力──魔力を放出して、根源に接続できる者の事を言うの。つまり、あんたは世界の中心と繋がっているのよ」

「世界と繋がってる……」

　ミラは自分の体を見回してみたが、まるで実感が湧かず首を傾かしげてしまう。

「今のあんたじゃ魔力が弱くて、繋がりが希薄すぎるから感じ取れないでしょうね。けれど確かに繋がっているのよ。だから、あんたがゴブリン二体を倒した事は、根源にしっかり刻きざまれたわけ」

　そうして、ミラはゴブリンよりも強いと世界に認識された。

「よって、ゴブリン二体分より強くなるように、あんたの方が改変されたのよ」

「理屈は分かったけど、何か怖い……」

　勝手に自分を変えられてしまったようで、ミラは不安を覚えて顔を青くする。

　そんな彼女を眺めて、黒猫は意地悪に笑った。

「強い魔術師になるという事は、魔力を高めてより深く世界と繋がるという事よ。それは同時に、世界からより強く影響を受けるという事でもあるわ」

　根源を覗のぞく時、根源もまたお前を覗いている──とある魔術師が残したという台詞せりふを、黒猫は意味深に呟つぶやく。

「普通の人間や動物も魂を持っているのに、魔力を生み出す事ができないって、あの骸骨オヤジが言ってたでしょう？　あれはね、普通の奴らは魔術を使えない劣れつ等とう種しゆというわけじゃなくて、むしろ逆なのよ」

「逆？」

「魔力を生み出さず、根源と繋がらない事によって、普通の奴らは世界から自己を守っているの。魔術を使える代わりに、世界から大きく影響を受けて変えられてしまう、魔術師や魔物の方が存在として劣おとっているのよ」

「…………」

　魔術を使えるようになって、少しだけ得意になっていた気持ちが、根ねっ子こからへし折られてしまったようで、ミラは絶句する他になかった。

「あんたが『あんた』のままでいたいなら、自分が何者か努ゆめ々ゆめ忘れない事ね」

「う、うん」

　黒猫の脅おどしにも似た助言に対して、ミラは素直に頷き返す。

　それから、改めて膨れ上がってきた疑問を口にした。

「黒猫さんって何者なの？」

「見ての通りの美猫だけど」

「いや、それは知ってるけど……」

　自分で美猫とか言うイイ性格をしているのも問題だが、疑問点はそこではない。

「色んな事を知ってるし、さっきの魔術も凄かったし、普通じゃないよね？」

　人語を喋る猫という時点で普通ではないが、それこそテリオスと比べても、持っている知識や力が尋常ではないように思える。

　しかし、そんなミラの問いに対して、黒猫は髭を撫でながら笑うだけだった。

「秘密は女のアクセサリーよ。それを剝はぎ取とるなんて無ぶ粋すいな真似はよしなさい」

「格好いいっ！」

　妖よう艶えんな美女のごとき台詞に、ミラは思わず感心しながら疑問を引っ込める。

（あんまりしつこく聞いても、話してくれそうにないな）

　出会ってからというもの、黒猫はテリオスをからかったり、子供達の遊びに付き合ってやったりはするものの、自分の事を語る事はなかった。何か嫌な過去でもあるのかもしれない。

　ともあれ、深く詮せん索さくするのは諦あきらめながらも、最後に一個だけ質問を口にする。

「じゃあ、名前だけでも教えて」

「名前？」

「だって、お友達の事をいつまでも『黒猫さん』なんて呼ぶのは余所余所しいし」

　首を傾げる黒猫を不思議に思いつつ、ミラは照れて頰を染めながらも告げる、

　すると、黒猫は呆然と目を見開いた後で、口角を三日月のように吊つり上あげて笑った。

「へー、私を友達と言うのね」

「──っ!?」

　飢うえた獣けもののように凄せい惨さんでありながら、玩具おもちやを見つけた子供のごとく純じゆん真しん無む垢くな笑みに、ミラは気け圧おされて固まってしまう。

　そんな彼女を見て、黒猫は普段の意地悪な表情に戻りながら、楽しそうに頷いた。

「いいわよ。友達の証あかしとして、あんたに私の名前を付けさせてあげる」

「えっ、ひょっとして名前なかったの？」

「ないわね」

　また驚くミラに、黒猫はキッパリと断言する。

　思い返せば飼い主らしきテリオスからして、彼女の名前を呼んだ事が一度もなかった。

　どちらの意思かは知らないが、名前を付ける事を意図的に拒んでいたのだろう。

　ともあれ、ミラは思いついた案を口にする。

「女の子の名前というと、ダフネとかエレクトラとか？」

「そんなありきたりのじゃ駄目よ。私に相応ふさわしい優雅で知性溢あふれる名前にしなさい」

「じゃあ、女神様から名前を貰ってユーノなんてどうかな？」

「私はあんな嫉しつ妬と深ぶかい冷れい酷こく女おんなじゃないわ。殺すわよ」

「ご、ごめんなさい」

　本気で嫌そうに顔を歪ゆがめる黒猫に、ミラは深々と頭を下げて考え込む。

「これも駄目だと、う～ん……」

　勉強を始めたばかりで学のない彼女では、そんなに凝こった名前など思いつかない。

　頭痛がするほど悩んだ後で、ミラは開き直って率そつ直ちよくな思いつきを口にした。

「じゃあ、黒メランちゃんでどうかな？」

　流石さすがに安直すぎたかと、恐る恐る反応を待つミラの前で、黒猫は暫しばらく考え込んでから首を縦に振った。

「面白みはないけれど的まとは射いているし、まぁいいでしょう」

「よかった」

　ようやく合格を頂けて、ミラはほっと胸を撫で下ろす。

　そんな彼女を見上げて、黒猫・メランはいつもの意地悪な笑みを浮かべた。

「安堵した直後で悪いけど、そろそろ良くない事が起こるわよ」

「えっ？」

　急な発言に驚き、何の事か問とい質ただそうとした時にはもう、その姿は煙のように消え去っていた。

「あれ？　メランちゃん？」

　付けたばかりの名前を呼びながら周囲を探すが、黒猫の姿は見つからない。

　ただ、彼女が気分屋で神出鬼没なのはいつもの事なので、ミラは早々に探すのを諦める。

「もう少し魔術の練習をしておこう」

　気持ちを切り替えて再び切り株に向かった、まさにその時だった。

「静かに」

　聞き覚えのない女性の声が耳元で響くのと同時に、後ろから抱きしめられて、口を掌てのひらで覆われてしまった。

「──っ!?」

「安心しろ、私は君達の味方だ」

　暴れて逃げようとするミラを、女性は強く抱きしめながらも、あくまで優しく囁ささやいてくる。

（悪い人じゃないのかな？）

　ゴブリンと戦った今だからこそ分かる。相手に敵意があるのならば、気配すら感じられず背後を取られた時点で、自分はとっくに殺されていただろう。

　そう気がついて、ミラが暴れるのをやめて大人しくすると、女性は安堵した様子で抱きしめていた腕の力を抜いた。

「驚かせてすまない。悲鳴を上げられて敵に見つかると面倒だったのでな」

「はぁ……」

　ミラは曖昧に返事をしながら振り返り、相手の姿を確認する。

　二十代前半くらいの若い女性で、何故か鼻から口を布で覆っているが、目元や顔の輪りん郭かくだけでも分かるほどの美人で、炎のように赤い髪が特に目を惹ひく。

　初夏の日差しでかなり暖かいのに、素肌が見えないほど服を着込んでおり、胸と手足の先には軽そうな防具を着けて、腰には妙な圧力を感じさせる剣を下げていた。

「貴方あなたはいったい……」

「私はエリュトロン王国の第二騎士団・団長を務める、聖騎士ディーネ・スタクトスという者だ」

「聖騎士様っ!?」

　田舎娘のミラでも、神の血を引くこの国の守護者は話に聞いた事があった。

　驚く彼女の唇に、赤毛の女性ことディーネは指を押し当てて、静かにするよう促してくる。

「魔力を感じたので様子を探りに来たのだが、君は魔術師なのか？」

「は、はい」

　焦げた切り株やミスリルの杖を見て、訝いぶかしげに尋ねてくるディーネに、ミラは少し迷いながらも頷き返す。

「そうか。リッチは子供の魔術師を集めていたのか？　いったい何故……」

「あの──」

「いや、詮索よりも人質の安全確保が先だ。リッチに捕らえられている子供は何人で、今どこにいるか分かるか？」

「えっ？」

　矢や継つぎ早ばやな質問に、ミラは困って首を傾げてしまう。

　彼女はリッチとやらが何の事か知らなかったし、『捕らえられている子供』なんて者達にも心当たりがなかったのだ。

　それでも、何か行き違いがある事は感じて、一つずつ質問をしようとしたその時であった。

「見つかったか」

　ディーネが急に険けわしい表情を浮かべて、ミラを庇かばうように立ちながら腰の剣を抜き放つ。

　そして、彼女が睨にらむ視線の先が歪み、黒いローブをまとった骸骨ことテリオスが現れた。

「おや──」

　お客さんですか──とでも言おうとしたのだろう。

　だが、それが言葉になるよりも早く、ディーネが斬りかかっていた。

「はっ！」

　十歩以上も離れていた間合いを一足で詰め、テリオスの頭ず蓋がい骨こつを砕こうと上段から斬りかかる。

　その動きはあまりにも速すぎて、ミラの目には消えたようにしか見えなかった。

　しかし、テリオスの青い炎のような目は、しっかりと捉えていたのだろう。後ろ足を引いて体を僅わずかに逸そらすだけで、神速の打ち込みを回避した。

「良い剣筋──」

「せいっ！」

　褒めようとしたテリオスの口を砕くように、ディーネは即座に横薙ぎの一撃を放つ。

　だが、それも読んでいたようで、テリオスは大きく後ろに跳躍して再び斬ざん撃げきを避けた。

「まずは──」

　テリオスがまた声をかけようとするが、ディーネもまた素早く斬りかかってそれを言わせない。

　これは聖騎士が人の話を聞かない、猪ちよ突とつ猛もう進しんな性格というわけではなかった。

　剣士が魔術師と戦う場合、虚きよを突いて接近したら一いつ気き呵か成せいに攻め立てて、呪文を唱える余裕を与えずに叩きのめすのが、正しい戦法なのである。

　そうしなければ厄介な魔術を使われ、距離を取られたり足を封じられたりして、剣の射程外から延々と遠距離攻撃をくらって封殺されてしまう。

　ディーネの側からすれば、自分の初撃を避けるような手て練だれのリッチを相手に、少しでも喋る暇を与えるわけにはいかない。

　テリオスの側からすれば、今後のために無駄な争いを避け、会話による説得を試こころみたかったのだが、聖騎士の剣が鋭すぎたために、ゆっくりと喋る余裕がなかった。

　その結果、無抵抗で避け続けるテリオスを、ディーネが執しつ拗ように攻撃し続ける事になり、その光景を目にしたミラは、気がつけば杖を構えて叫んでいた。

「『火炎球』ッ！」

　恩人を襲う聖騎士に向かって放たれた火の玉は、二人の攻防があまりにも速すぎたため、まるで掠りもせず地面を焦がすだけに終わってしまう。

　しかし、急に横から飛んできた魔術に驚いたディーネを、テリオスの前から飛とび退のかせる効果はあった。

「君は何を──」

「先生に乱暴しないでくださいっ！」

　驚き目を丸くするディーネに、ミラはありったけの怒声を張り上げる。

　そして、自分が全まつたく敵わない相手だと分かりながらも、再び杖の先を向けようとしたところで、いつの間にか横に立っていたテリオスに手を摑つかみ止とめられた。

「ミラさん、人に武器を向ける時は、相手を殺す覚悟と、自分が殺される覚悟をしなければなりません。けれども、私は貴方にそんな覚悟をして欲しくはないのですよ」

「先生、でも……」

　恩人の危機を黙って見てなどいられなかったと、駄だ々だをこねるように告げるミラの姿をどう思ったのか。

　ディーネはテリオスに剣先を向けたままながらも、初めて会話の意思を示した。

「貴様、その子を洗脳したのか？」

「読み書きや算数の教育を洗脳と呼ぶのなら、そういう事になりますね」

　テリオスは少し皮肉っぽく答えてから、ミラの顔を見つめてくる。

　それで何となく意図を察して、彼女は懸命に声を上げた。

「先生は私達の命を救ってくれた恩人なんです。悪い事なんて何もしてません！」

「そこまで信用されると逆に心苦しいですね」

　ミラの重たい思いに、テリオスは照れて頰骨を掻く。

　そんな二人の姿に、今度はディーネの方が困惑の表情を浮かべた。

「魔物が人を助けただと？　信じられん」

「でも、先生が助けてくれなかったら、私達は緑腐病で死んでいましたっ！」

　そう叫ぶと、ディーネは目を見開いて驚愕の声を上げた。

「君はまさか、クリオ村の生き残りなのかっ!?」

「はい、そうですけど」

　むしろ他に何があるのかと、ミラは不思議に思って首を傾げる。

　そんな彼女に対して、ディーネは心苦しそうな顔をしながらも尋ねてきた。

「ご両親は？」

「お父さんはいません。お母さんは街へ助けを呼びに行ったまま……」

「そうか、すまない」

　まだ癒いえきっていない傷跡に触れられて、湧き上がる涙を堪えるミラに、ディーネは素直に謝罪を告げてから、改めてテリオスの方を見た。

「本当に貴様が、緑腐病からこの子を救ったのか？」

「えぇ、治療薬を持っていましたので。今から『取り寄せアポート』で現物をお見せしますが、斬りかからないでくださいよ？」

　テリオスはそう前置きしてから呪文を唱え、ミラ達を救ったあの霊薬が入った小こ瓶びんを虚こ空くうから取り出し、ディーネに向かって放り投げた。

　聖騎士は右手で剣を構えたまま、左手でそれを受け取り、テリオスから視線を外さぬようにしながらも、中身の液体に目を向ける。

「私は薬の専門家ではないので、これが緑腐病に効くのかは分からんが、高価な代しろ物ものであろう事くらいは分かる」

「では？」

「まだ信用したわけではない」

　ディーネはそう言って霊薬の小瓶を投げ返しながら、ずっと切っ先を向け続けていた剣を静かに下ろした。

「病気の子供を救ったリッチなど、私は聞いた事がないのでな」

「えぇ、私も寡か聞ぶんにして存じませんね」

　自じ虐ぎやくでも誇るでもなく、ただ淡々と告げるテリオスを、ディーネは測はかるように見つめる。

「貴様が何の目的でここに現れ、その子を救ったのか、理由があるのならば聞こう」

　そう言って剣を鞘に収めながらも、ディーネは全身から張り詰めた警戒心を放ち続ける。

　しかし、テリオスの方は気にした様子もなく無防備な背中を見せた。

「では、立ち話もなんですから、あちらで話しましょうか」

「よかろう」

　村の方へと歩いていくテリオスの後に、ディーネも大人しくついていく。

　ミラもひとまず胸を撫で下ろしてから、二人の後を追うのだった。





　　　　◇






　子供達がボール遊びに興じる横で、ボーンゴーレム達が畑の雑草を取ったり、薪まき割わりに勤いそしんでいる。

　そんなクリオ村では日常となった、だが世間一般的には異常な光景を目にして、驚いた顔をしているディーネを、テリオスは村長宅に案内する。

「どうぞ、おかけください」

「いや、結構だ」

　居間に入り椅子を勧すすめるが、ディーネは断ってテーブルの前に立つ。

　呪文を唱えればいいだけの魔術師と違って、剣士は座ると攻撃の初動が遅れてしまう。

　つまり、まだ警戒しているのだぞと、分かり易く態度で示すディーネに、テリオスは苦笑を浮かべつつ席に着いた。

「ミラさん、お水を差し上げてください」

「は、はい」

　テリオスの指示を受けて、ミラは慌てて水みず瓶がめに駆け寄る。

（お茶の用意をしておけばよかったですね）

　いずれエリュトロン王国の者達と話し合うために、こちらから伺うかがうつもりではいたが、こんなにも早く、しかも恐ろしく強い剣士が単独で乗り込んでくるとは、流石に予想していなかった。

　見込みの甘さを反省するテリオスを余所に、ミラが水を汲んだ木のコップをディーネに差し出した。

「どうぞ」

「ありがとう」

　ディーネはコップを受け取ると、最初は少しだけ水を口に含み、味を確かめるように舌の上で転がしてから残りを飲み干した。

（毒の有無を確認しましたか。まぁ当然ですね）

　むしろ敵地で出された物など、一口たりとも飲み食いするべきではないのだが、持って来てくれたミラに気を遣ったのだろう。

　子供に優しく、一人で乗り込んでくる勇気を持ち、不死者の話に耳を傾ける柔軟性も備そなえている。

　テリオスに喋る余裕を与えなかった剣技はもちろんとして、肉体的にも内面的にも素晴らしく優秀な人材だった。

（欲しいですね）

　生前から不死者となった今も変わらない、人材コレクターの欲が湧き立ってくる。

　しかし、今はそれを抑え込んで、テリオスは明るく話しかけた。

「まずは自己紹介といきましょう。私の名前はテリオス、見ての通りしがない骸骨です」

「なるほど。口は達者だが冗談のセンスはないらしい」

　リッチが何を言っているのだと睨み返してから、今度はディーネが名乗る。

「私はエリュトロン王国の第二騎士団を束たばねる団長、炎神ウルカヌスの末裔、ディーネ・スタクトスだ」

「ご高名は存じ上げております」

　外見や剣の腕から察してはいたが、やはり噂うわさの聖騎士だったかと、テリオスは納得して頷いた。

「来村の目的は私の討伐であっていますか？」

「緑腐病で滅びた村に、スケルトンの軍勢を率ひきいたリッチが現れたと聞いたのでな。だが、どうも事情が違ったらしい」

　ディーネはそう答えて、テリオスの横に立つミラを窺うかがう。

「ミラさん、立っていては疲れるでしょう。どうぞおかけなさい」

「はい、それじゃあ失礼します」

　テリオスが気遣って着席を勧めると、ミラはわざわざ椅子を動かして、彼と腕がくっつくほど近くに座った。

　それを見て、ディーネの顔に浮かんでいた困惑がさらに深まる。

「不死者は生者に対する憎悪しかないと聞いていたのだがな……」

「自然発生したタイプはそのようですね」

「そうなんですか？」

　ミラが興味深そうに尋ねてきたので、丁ちよう度ど良い機会であるし、テリオスは詳くわしく説明する事にした。

「一般的な不死者は、死の間際に抱いた強すぎる想い──自分を殺した者への怒りや憎しみ、または死にたくないという未練によって、冥界へ行くはずの魂が現世に留まり、スケルトンやゾンビとなって動き出すのです」

「なるほど」

「ただ、大抵の場合はそこで魂の力を使い切ってしまい、自我を失って生者を襲うだけの亡者と化してしまいます。ですが稀まれに、不死者となっても自我を保った者が現れるのです」

　それは不死者の頑がん丈じような肉体と人の知能を活用して、人間や魔物を倒して魔力を鍛きたえ、リッチや吸血鬼ヴアンパイアと呼ばれる存在に成長し、そして得た力によって復讐を遂とげる。

「彼かの有名な不死王・ダグリュオンとカタロンもそうだったと聞きます。ダグリュオンは愛する者を奪われた悲しみから、カタロンは愛する者に裏切られた怒りから不死者となり、その憎悪を糧かてに力をつけて、ついには一国を滅ぼすまでに至ったと」

「そう言う貴様はどうなのだ？」

　ディーネが急に鋭く口を挟んできたので、テリオスは思わず口ごもる。

「あ～、その何と言いますか、私の場合はちょっと事情が特殊でして、自然とこうなったわけではないのですよ」

「つまり、自ら不死者に成なり果はてたのか」

「まぁ、そんな感じです」

　テリオスは曖昧に頷き返す。ディーネが言ったのは、邪法によって自ら不死者となった魔術師の事だろうが、残念ながらそれとも違う。

　彼は自らの意志で不死者となる道を選んだが、自らの力で不死者になったわけではないのだ。

　そんなテリオスを見て、ディーネは深々と溜息を吐いた。

「憎悪しかないはずの不死者が、理性を保っており子供の命を救ったか。にわかには信しんじ難がたいが、こうして証拠を見せられてはな」

　ディーネはテリオスにくっついて座るミラを見て、続いて窓に目を向ける。

　そこには珍しい来客を一目見ようとして、子供達が興きよう味み津しん々しんの顔で張り付いていた。

「うわっ、見つかった！」

「あの綺き麗れいなお姉さん誰だろう？」

「ふふふっ、骸骨オヤジの愛人候補かもね」

「何だとっ!?　ミラだけじゃなくあんな美人にまで手を出すなんて、やっぱり変態骸骨じゃねえかっ！」

　慌てて逃げていく子供達の中から、どこかの黒猫が妄もう言げんを吐き、どこぞの思春期少年がそれを真に受けて激怒する声が響いてくる。

「あの人達は……」

「先生、私が後でちゃんと叱っておきますから」

「えぇ、お願いします」

　思わず頭を抱えたテリオスだが、ミラに励はげまされて気を取り直す。

（しかし、ミラさんが私を庇うと、トリオ君の機嫌がまた悪くなりますね）

　二体の不死王ではないが、深い愛こそが争いを生み出すのではないかと思い、テリオスは何とも言えない気分になる。

　そんな彼の情けない姿を見て、ディーネは初めて笑みを浮かべた。

「くくっ、理性を持った不死者でも、子供の相手は苦手とみえる」

　そう言って椅子を引き、テリオスと向かい合うように座った。

「さて、私の目的は先程話した通りだ。次は貴殿の目的を聞かせて頂こう」

　呼び方もぶしつけなものから変わり、声も柔らかくなる。

　少しは信用されたらしい事を喜びつつ、テリオスは堂々と己の野望を語った。

「私の目的は、人が理不尽に死んだり殺されたりする事のない、千年続く平和な世界を築く事です」

「……ほう」

　あまりにも意外だったのだろう。ディーネは暫しばし沈黙した後で、真まっ直すぐ睨んできた。

「領地や地位を寄こせなどと、俗物的な答えが返ってくるとは思っていなかったが、まさか不死者が平和な世界を願うとはな……やはり、貴殿は冗談が下手だ」

「えぇ、冗談ではありませんから」

　テリオスは本気を示すために、ディーネから目を逸らさずに語り続ける。

「貴方は『不死者が』と否定的に語られましたが、むしろ逆ですよ。不死者でなければ長く続く平和な世界は築けない」

「何故だ？」

「生身の人間では不可能だからです」

　ディーネの問いに対して、テリオスは迷わず断言した。

「人間が生まれ、文明が起こり、既に二千年を超える時が経ちました。しかし、このトロキア大陸に平和が訪れた事は一度もありません」

　飢き餓がに襲われ、病魔に冒され、そして戦争によって殺し合い、人類は絶えず血と涙を流し続けてきた。

「それは何故か？　答えは『人間とはそういう生き物だから』です」

　見返りもなく他人に手を差し伸べる優しい者もいる。愛する人のために自らを犠牲にする献けん身しん的てきな者もいる。見も知らぬ大勢の命を救うために、命をかけて戦う勇気ある者もいる。

　だが、それはあくまで少数の例外にすぎない。大多数の人間は利己的であり、自分が生き延びるためならば、他者を蹴け落おとす事も厭いとわないのだ。

「まぁ、人間に限った話ではないのですがね。自分と子孫が生き残る事を至上の目的として、そのために食事──他の生命を殺して取り込み、生きるエネルギーに変えるという、効率的な手段を身に付けた、あらゆる生物の業ごうと言えるでしょう」

　それは動物どころか植物すら例外ではない。根を張って大地の養分を奪い合い、葉を伸ばして太陽の光を奪い合い、人間の目には分かりづらいが、生きるリソースをめぐって殺し合っている。

「人間を含むあらゆる生物は、生まれた時から平和とは縁えん遠どおい存在なのでしょう。生物を創り出したのが神々だとしたら、実に悪趣味だと思いますね」

「…………」

　祖先である神を貶されたも当然なのに、ディーネは苦々しい表情を浮かべるだけで反論はしない。

　自国を守るために、魔物や敵国の人間を殺してきた彼女は、テリオスの言葉に感じるものがあったのだろう。

「人間が自然のままに生きている限り、平和な世界が訪れる事はありません。だから、この手で築かなければならないのです」

　肉のない白い骨の手を握り締めて、テリオスは強く断言する。

　争い合うのが自然ならば、争いのない平和な世界とは不自然の極みだろう。

　しかし、自然には生まれないものを創り出せるのが、人間という種族の力なのだ。

「実際、人間は平和な世界を築こうと、様々なものを生み出してきました。外敵から身を守るために団結して国を創り、内部での争いをなくすために法とその執行者を作りました」

「なのに、人間では駄目だというのか？」

「えぇ、駄目なのです。それは歴史が証明しています」

　ディーネの問いを、テリオスはあっさりと切り捨てる。

「国や法が正しくとも、それを治める人間の方が、欲望によって間違いを犯すからです」

　どんなに器が綺麗でも、中身のワインが腐っていては意味がないのと同じだ。

「美う味まい物を食いたい、美しい女を抱きたい、だからもっと金や力が欲しい。そんな欲望に駆られて腐敗した王や貴族達を、私は何百人と見てきましたよ」

「耳が痛い話だ」

　外敵との戦いが主任務の聖騎士とはいえ、王国内部の腐敗とも無縁ではいられないからだろう。ディーネはただ苦い表情を浮かべた。

「しかし、不死者である私ならその心配がありません。何せ腐る肉がありませんから」

　テリオスは骨の腕を叩いて笑う。ただ、その冗談に笑ってくれる者はいなかった。

「えっと……」

「不死者は人間のような欲望がないから、堕だ落らくしないと言いたいのだろう。食事は不要だろうし、女も必要には見えん」

　首を傾げるミラに、ディーネが丁寧に解説してやりながら、テリオスの股こ間かんにちらりと視線を送ってくる。

　それを見て、ミラが納得した様子でポロッと呟いた。

「あぁ、先生はおチンチンがないから」

「「ぶふっ！」」

　可愛らしい少女の口から急に飛び出してきた猥わい言ごんに、テリオスとディーネは揃そろって吹き出してしまう。

「あっ……ご、ごめんなさい！」

「いえ、実際にその通りですから、お気になさらず」

　遅まきながら自分の発言に気がつき、羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にして謝るミラを、テリオスは動揺を隠して慰なぐさめる。

　そして、気まずそうに目を逸らしていたディーネに対して、咳せき払ばらいをしてから話を戻した。

「ごほんっ……ともあれ不死者である私は、人間のような欲望がありません。だから、人間の統治者と違って腐敗する事もありません。そして何より、私は人間の王と違って寿命によって死ぬ事がないのです」

　どんな名君賢王であろうとも、やがては歳を取り老いて死ぬ。

　そして、名君の子が名君になると限らないのは、残念ながら歴史が証明していた。

「仮に人間の王が平和な世界を築いたとしましょう。その王が生きている間はいい。その次くらいも大丈夫かもしれない。だがその次は？　次の次は？　いずれ暗君が現れて、築き上げたものを破壊してしまいます」

「だろうな」

　ディーネは苦い表情で頷く。亡き前王と今の幼き王を比べてしまったのかもしれない。

「人間はいずれ死にます。だから、せっかく築いた平和を長く維持する事などできない。けれども、私ならばそれができるのです」

　だからこそ不死者になったのだと、テリオスは心臓もない空からっぽの胸を堂々と叩いた。

　そんな彼に対して、ディーネはゆっくりと頷き返す。

「なるほど、貴殿の目的はよく理解した。不死者だからと疑う気もない」

「では──」

「だが、そんな馬鹿げた夢が本当に実現すると思っているのか？」

　テリオスの言葉を遮って、ディーネは鋭く切り込んでくる。

「人が理不尽に死なずに済む平和な世界か、実に素晴らしい。しかし、具体的にはどうやって実現する？　叶かなわぬ夢など絵に描かいたパンと変わらんぞ」

「そうですね、理想を語るだけならば誰にでもできる。けれど、誰も実現できなかったからこそ、今も世界は争いに満ちているのですから」

　自分の目的が困難極まりない事を、テリオスは素直に認める。

「ですが、私とて無策で挑んだわけではありませんよ」

「では、その策とやらを聞こうか」

　興味深そうに耳を傾けるディーネに、テリオスは水を得た魚のごとく計画を語る。

「まずは労働の軽減を行います。ここに来る途中で貴方も見たように、ボーンゴーレム等を労働力として使う事で、人の仕事を減らして余裕を持たせつつ、働かずとも飢える者が現れないほど食料の生産を増やします」

「『飢えた鼠ねずみは猫をも殺す』か。確かに食料の安定供給は大切だな」

　命の危機に追いやられた時、人は倫理観など捨てて他者から奪い殺す。

　ミラ達にも説明したが、食料生産の拡大は平和への第一歩なのだ。

「しかし、貴殿が相当な実力者でも、一人で生み出せるゴーレムには限りがあろう？」

「はい。ですからミラさんのように、素質を持った者を集め育てて、手伝って貰うつもりです」

「が、頑張ります！」

　急に話を振られたミラは、少し驚きながらも元気に返事をする。

　ディーネはそんな彼女に優しい微笑みを向けてから、すぐに険しい表情で考え込んだ。

「魔術師を育て、ゴーレムを増やして労働を任せるか……つまり、貴殿は魔術師が支配する世界を創るつもりか？」

「まぁ、結果的にはそうなりますね」

　ディーネの鋭い指摘に対して、テリオスは偽いつわらず頷き返す。

　彼の理想とする世界が実現した場合、魔術師は労働力を生み出すだけでなく、怪我や病気を治したり、魔物や犯罪者を倒して治安を守ったりと、大いに活躍して貰う事になる。

　そして、活躍にはそれに相応しい報酬が必要不可欠だ。魔術師は平民よりも多くの労働と責任を背負う代わりに、食事や住居などの面で好待遇を受けなければならない。

「ですが、それに何か問題がありますか？　今の王や貴族という支配者達が、魔術師と入れ替わるだけの話です。生まれ育った家が王侯貴族というだけの無能が、支配者として君臨する危険性のある今よりは、実力のある者が上に立つ方が、公平かつ効率的な世界だと思いますがね」

「……かもしれんな」

　ディーネは複雑な表情で曖昧に頷く。

　幼い国王を否定するような意見を認めたくはないが、地位だけの無能な貴族も知っているため、否定し難いのだろう。

「しかし、不死者や魔術師に支配された世界なんてものを、民が認めると思っているのか？」

「認めますとも、平和で楽な生活ができるのならば」

　ディーネが絞り出した反論を、テリオスはあっさりと論破する。

「民は自分と身内さえ安全で、飢えず平和に暮らせるのならば、統治者など誰であろうと気にも留めませんよ。たとえそれが骸骨であろうともね」

「…………」

　ミラが暗い顔で押し黙る。生きるためには他に道がなかったとはいえ、不死者であるテリオスにすがりつき受け入れた自分達は、まさに統治者の事など興味がない、利己的な民だと考えてしまったのだろう。

　そんな彼女を庇うわけでもないが、テリオスは言葉を付け足した。

「勘違いしないで欲しいのですが、私はそれが悪いとは思っていません。自分と家族や友人の幸せを願い、余計な事には首を突っ込まない。結構な事ではありませんか。統治者に反逆するのを正義と信じて、人を殺して回る連中よりも遙かに平和的ですよ」

「支配者側の身勝手な理屈だな」

　ディーネはそう口にしつつも、声に非難の色はない。

　彼女も国を守る聖騎士、ようは支配者側であるために、反乱を目もく論ろむ連中の厄介さは身に染みているのだろう。

「さて、他にもいくつか策はありますが、大まかな方針はこんなところです」

　何か質問はありますかと、テリオスが掌を向けて促すと、ディーネは暫し考え込んでから答えた。

「そう簡単にいくとは思えん」

「でしょうね」

　テリオスもそれは素直に認める。今のところは机上の空論にすぎず、実際に行えば多くの問題が噴き出てくるだろう。

「だからこそ、百年でも千年でもかけて、上手くいくまでやり通してみせますよ」

　その覚悟がなければ、不死者になってまで平和な世界など目指さない。

　テリオスが強固な決意を込めて見詰めると、ディーネはついに降参するように頷いた。

「分かった。私はやはり達成できるとは思えんが、対案も出さずに否定ばかりするのも卑ひ怯きようであろう。それに想像していたよりは悪くない」

「と言いますと？」

「人間に平和な世界は築けないなどと言うから、てっきり『全ての人間を不死者に変える』とでも言い出すのかと身構えていた」

「えっ!?」

　ディーネの恐ろしい想像を耳にして、ミラが驚愕の声を上げてしまう。

　その横で、テリオスはゆっくりと頷いた。

「実を言うと、それも考えた事はありました」

「えぇっ!?」

「ミラさん、落ち着いてください。あくまで一度考えたというだけで、実行するつもりはありません。その気だったら今頃、皆さんをスケルトンに変えていますよ」

「そうですよね、よかった」

　ほっと胸を撫で下ろすミラに、ディーネが「素直すぎるのも問題だな」とでも言いたそうな視線を送ってくる。

　そんな彼女への説明もかねて、テリオスは詳しく理由を語った。

「確かに全人類を不死者に変えれば、食欲や性欲などの問題から解放されて、今よりは争いが減るでしょう。しかし、不死者は子供を生めませんからね」

　減る事はあっても増える事はない、いずれ滅びるのが確定した世界。

　テリオスはそんなもののために、平和を築こうと思ったのではない。

「何より、それでは『不死者の平和な世界』であって、私が望む『人間の平和な世界』ではありませんから」

　彼が目指すのは、あくまで人間にとって争いのない世界。

　そのためならば魔物だろうと病魔だろうと滅ぼす事は、既にミラへ語った通りである。

「何だかんだで、私は人間という生き物が気に入っているのですよ。だから、自分はともかく他の人々まで、不死者に変えたいとは思っていません」

「先生……」

　ミラが感動の眼で見上げてくるのを、テリオスはむず痒がゆく思いながら、神妙に押し黙っているディーネを見詰めた。

「さて、まだ何か聞きたい事はありますか？」

「あぁ、一つだけある」

　ディーネは深く頷き、一拍の間を置いてから、急に全身から威圧感を放って告げた。

「貴殿の夢を、どうやって人々に押しつける？」

「──っ!?」

「おやおや、物ぶつ騒そうですね」

　怯おびえてしがみついてくるミラの肩を叩いて落ち着かせながら、テリオスは余裕の態度で笑い返す。

　そんな彼に対して、ディーネは嚙かみつくように言い放った。

「誤ご魔ま化かすな。貴殿のうたう平和な世界がどれだけ素晴らしかろうと、必ず反対する者達は出てくるぞ」

「そうですね。特に現在の支配者層である、王侯貴族は猛反発するでしょう」

　テリオスの目指す世界にも、治安の維持や領土の管理といった、統治者の役職は欠かせない。

　ただ、今の王侯貴族ほど税を毟むしり取とって贅ぜい沢たくをできるような、特権階級にするつもりはなかった。

「私はそれに相応しい能力さえあれば、平民であろうと貴族であろうと、等しく役職を与えるつもりでいますから、血筋しか誇るもののない者には不満が出るでしょう」

「そんな不満を抱き、貴殿に立ち向かってくる者達をいったいどうする？」

　椅子から立ち上がり、まるで剣を突きつけるように指をさしてくるディーネに、テリオスは歯を鳴らし笑って答える。

「無論、力尽くで言う事を聞かせます」

「……えっ？」

　二度と人間を殺さず、平和な世界を築くと宣言した人が、そんな乱暴な事を言い出すとは思っていなかったのだろう。

　呆然とするミラの横で、言い訳も誤魔化しも口にしないテリオスの姿に、ディーネは感心したように笑みを浮かべた。

「そうだな、力に頼る以外にあるまい。むしろ話せば分かるなどと、頭に花でも咲いたような事をのたまわなくて安心した」

「生あい憎にくと頭の中に肥ひ料りようは詰まっていませんので」

　テリオスは空っぽの頭を小突いて笑い返す。

　そんな冗談に吹き出す事もなく、ディーネは険しい表情に戻った。

「逆らう者を力で排除し、己の意思を押しつける。小さな村でやっているだけならば文句は言わんが、貴殿は最初から平和な世界を築くと言っていたな」

「えぇ、私はこの世界を、最低でもこのトロキア大陸を平和にしたいのです」

「それがどういう事かは、当然分かっているのだろうな？」

「もちろんですとも」

　威圧感に満ちたディーネの問いに、テリオスはあくまで笑って頷き返す。

　そして、傍かたわらで息を呑むミラにも分かり易いように、ハッキリと言葉にして宣言した。

「私は争いをなくすために、トロキア大陸に存在する無数の国家を併へい合ごうして、統一国家を創り上げます」

「統一国家……」

　小さなクリオ村しか知らないミラには、それがどれほど途方もないものか想像もつかないのだろう。

　聖騎士であるディーネにしても、エリュトロン王国とその隣国くらいしか知るまい。

　だが、テリオスはこの大陸を端から端まで見て周り、どれだけ世界が広いのかを、おそらく誰よりも知っている。

　その上で言ったのだ。平和な世界を築くためには、統一国家を創る他にないと。

「戦争とは国と国同士が争い合うもの。ならば、この世界に国が一つしか存在しなければ、戦争など起きようもない。簡単な話ですよ」

　理屈は単純だ。しかし、それを成し遂げるのがどれだけ困難な事か。

「殺戮王・アイオーンが達成できなかった事を、貴殿はやろうというのだな？」

「そういう事になりますね」

「ならば、貴殿は私の敵だ」

　テリオスが頷いた瞬間、ディーネは腰の剣を引き抜いた。

「平和な世界か、実に結構な事だ。だが、そのためにカリュクス陛下を害し、エリュトロン王国を滅ぼそうと言うのならば、やはり貴殿は倒す他にない！」

「まぁ、こうなりますよね」

　刺すような殺気を浴びせられて、テリオスは残念そうに溜息を吐く。

　最終的にはテリオスの方が大勢の人々を救うのだとしても、ディーネには関係ない。

　いや、クリオ村の人々を救えなかった事に、心を痛めていた様子の彼女だ。ここまで話を聞いてくれた事から考えても、彼の目指す平和な世界には共感を抱いているのだろう。

　それでも、彼女がエリュトロン王国に仕える聖騎士である以上は、主あるじである幼い王を見捨てる事などできないのだ。

「さあ、先程の決着をつけよう」

「せ、先生……」

　表に出ろと顎あごで促してくるディーネの姿に、ミラが怯えながらも心配そうに顔を見上げてくる。

　そんな彼女の頭を優しく撫でながら、テリオスは穏やかに告げた。

「まだ、私が貴方の敵になると決まったわけではありませんよ」

「何っ？」

「エリュトロン王国の国王・カリュクス陛下が、私の意思に賛同してくださるのならば、我々は敵ではなく同士になれるでしょう？」

「…………」

　あくまで争う気を見せず、和解の可能性を持ち出したテリオスを、ディーネは暫く無言で睨みつける。

　そして、不意に肩の力を抜いて、剣を鞘に収めた。

「一度王都に戻り、私が見聞きした事を全て国王陛下にご報告する。だが、信じて貰えるなどとは思うなよ」

「えぇ、話して頂けるだけでもありがたいです」

　テリオスは心から感謝を告げる。実際、ここまで話を真ま面じ目めに聞いてくれた、ディーネのような人物などそうそういるはずがない。

　普通なら魔物の戯ざれ言ごとなど聞かんと、問答無用で襲いかかってくるか、力の差に怯えて話も聞かず、命いのち乞ごいを始めるかのどちらかだろう。

　信じて貰えず結局は敵対したとしても、エリュトロン王国の首脳部にテリオスの意向が伝わるのは、今後に繋がる一歩となる。

「では、帰らせて頂こう」

　もう話す事はないと、ディーネは背を向けて玄関へと向かう。

　そして、扉を開けたところで一度振り返り、ミラの方を見て頭を下げた。

「色々と悪かった」

「えっ、はい」

　急に謝られてミラが戸惑うなか、ディーネは扉を閉めて去って行った。

「先生……」

「隠すつもりはなかったのですが、言うのが遅くなってしまって申し訳ありません」

　不安そうに見上げてくるミラに、テリオスは頭を下げて謝ってから、窓の方に目を向ける。

「他の皆さんにも説明しておきたいので、呼んできて頂けますか？　もっとも、既に聞いていた方もいるようですが」

「うっ!?」

　窓の下で懲こりずにまた聞き耳を立てていたトリオが、バレていたと知って呻うめき声ごえを上げる。

「トリオ君……」

「み、みんなを呼んでくればいいんだな？　任せろ！」

　ミラから白い目で睨まれたトリオは、逃げるように窓の下から走り去っていく。

　その焦りようについ吹き出してしまってから、テリオスはミラの肩を叩いた。

「さて、私の長話だけでは退屈させてしまうでしょうし、ついでにお昼ご飯にしましょう」

「はい！」

　元気よく返事をするミラと共に、テリオスはテーブルにパンや食器を並べていくのだった。





　　　　◇






　平和な世界のために統一国家を築く。そんな壮大すぎる話を聞かされた子供達の反応は、あまり芳かんばしくはなかった。

「へー、何か凄そうだね」

「まぁ、勝手にやれよ」

　よく分かっていないが賞賛してくれるのはマシな方で、トリオなどは全く興味がなさそうにパンを齧かじっている。

「あれっ、それだけですか？」

　拍ひよう子し抜ぬけして首を傾げるテリオスに、ミラは遠慮がちに話しかける。

「先生、せっかく説明してくれたんですけど、私達には大陸の統一なんて想像が付かないというか、それで何が変わるのか分からなくて……ごめんなさい」

　頭が悪くて理解できない事を謝ると、テリオスの方が慌ててしまった。

「いやいや、ミラさん達は悪くありませんよ。地理や歴史を教える前に、先走ってこんな話をしてしまった私が悪いのです」

「そうね、全て変態骸骨が悪いのよ」

　今まで黙っていた黒猫が、ここぞとばかりに責め立ててくる。

　それにテリオスが苦い表情を浮かべていると、トリオが容よう赦しやなく追撃を加えてきた。

「だいたい、統一国家だかなんだか知らないけど、それと俺達に何の関係があるんだ？　一人で勝手にやってろよ」

「ちょっと、トリオ君っ！」

　恩人に対してあんまりな物言いに、ミラは怒って身を乗り出す。

　しかし、それ以上何か言う前に、テリオスの手が彼女の肩を摑み止めた。

「いえ、トリオ君の言うとおりです。これはあくまで私の目的であって、皆さんには本来関係のない事なのです」

「そんな……」

　テリオスが平和な世界を築こうとしているのは、自分達のような弱い者達が理不尽に死ぬ事なく、幸せに暮らせるためのはずだ。

　なのに、その恩おん寵ちようを受ける自分達が、関係ないなんて突き放すのは間違っている。

　そう訴えようとしたミラの口に、テリオスは掌をかざして止めてきた。

「ミラさん、私がやろうとしているのは、迷惑な善意の押し売りであって、決して正しい事ではないのです」

「えっ……」

「それを改めて思い出せました。トリオ君、ありがとうございます」

「な、なんだよ気持ち悪い」

　悪口を言ったつもりなのにテリオスから礼を言われて、トリオはばつが悪そうに顔を背ける。

　それを見つめながら、ミラはただ困惑していた。

（迷惑な善意の押し売りって、何でそんな悪い風に言うんだろう）

　テリオスの目指す平和な世界が実現すれば、彼女の母親や村の皆のように、罪もなく非ひ業ごうの死を迎える者がいなくなるのだろう。

　それはとても素晴らしい事のはずなのに、何故正しくないなんて言うのか。

　どうしても分からずテリオスの顔を見上げていると、彼は苦笑を浮かべながらも説明してくれた。

「仮に目的が正しかったとしても、それを達成するまでの過程で、正しくない事をする必要が出てきます。具体的に言うと、私は数日後にディーネさんと戦う事になるでしょう」

「えっ、先生あのお姉ちゃんと戦うのっ!?」

「はい、九割九分そうなりますね」

　驚いて声を上げる子供達に、テリオスは穏やかに頷き返す。

「ディーネさんは国を守るために戦い、大勢の人々を救ってきた善い人です。私と戦うのもそれが国のためというだけで、怒りや憎しみはありません」

　それはミラにも分かっていた。彼女は騎士と話したのなど初めてで、比較対象がないので断言はできないが、ディーネほど高こう潔けつという言葉が似合う騎士は少ないだろう。

「私もディーネさんの事は嫌っていません。むしろあれほど素晴らしい女性ですから、是非とも仲良くなりたいと思っています」

「…………」

　ムカッと腹に火がついたような感情が湧いてきて、ミラはつい顔をしかめてしまう。

　しかし、テリオスはそれに気がついた様子もなく、淡々と話を続けた。

「ですが、私は自分の目的を叶えるために、ディーネさんと戦い力尽くでねじ伏せなければなりません。そんな正しくない行為を、私はこれから何度も繰り返す事になるでしょう」

　テリオスは正しくないと分かっている。でも、止まる事はできないのだろう。

「私のワガママによって争いが起き、それに巻き込まれた人々は、『お前が何もしなければ！』と私を呪うに違いありません。だからこれは、迷惑な善意の押し売りでしかないのです」

「先生……」

　言いたい事は理解したが、人に恨まれようとも突き進む事しかできないテリオスの姿が悲しくて、ミラは思わず涙ぐんでしまう。

　それを見て、トリオが急に怒声を上げた。

「こら変態骸骨、ミラを泣かせてんじゃねえっ！」

「えっ、私のせいですかっ!?」

「あらあら、女の子を泣かせておいて言い訳するの～？」

　黒猫まで加わって、慌てるテリオスを責め立てる。

　そんな三人のやり取りで、すっかり真剣な空気が吹き飛んでしまい、ミラはつい吹き出してしまった。

「ふふっ」

「ほら、ミラさんはもう笑っていますから、ねっ？」

「ちっ」「つまんないわね」

　渋々と引き下がるトリオと黒猫を見て、テリオスがほっと胸を撫で下ろす。

　それがまた可お笑かしくてミラが微笑んでいると、テリオスは照れたように頰骨を掻きながら話を戻した。

「え～と、とにかくですね、私は平和な世界のために統一国家を築くつもりですが、皆さんには極力迷惑がかからないようにしますので安心してください。もしディーネさんに負けて私が死んでも──」

　皆さんが安全に暮らせるように手を回しておく──と言おうとしたのだろうが、それを遮るように一人の男の子が叫んだ。

「先生、死んじゃうのっ!?」

「いえ、死なないように頑張りますが、戦いに絶対はありませんからね」

「そんな……」

　テリオスの答えを聞いて、男の子は悲しそうに顔を歪める。

「先生が死んじゃったら、もう王都の美お味いしいパンとかお肉とか食べられないじゃんかっ！」

「……えっ？」

「そうだよ。先生がいなくなって、新しい絵本を読めなくなるなんて嫌だよ！」

「……えっ？」

　他の子供達まで利己的な事を叫び始めて、テリオスは開いた口が塞がらないような顔で固まってしまう。

　それを見て、ミラは顔を真っ青にして叫んだ。

「ラコス君もミュースちゃんも、何て事を言うのっ!?」

「だって、トリオ兄ちゃんの焼いたパンは美味しくねえんだもん」

「この野郎、俺のパンが不ま味ずいだと！」

　素直すぎる男の子・ラコスの発言に、トリオが怒って摑みかかる。

　それを止めるでもなく、本好きの女の子・ミュースがまた遠慮なく本音をぶちまけた。

「先生のお顔は怖いけど、持って来てくれる絵本は面白いから、いなくなっちゃ嫌だよ」

「ミュースちゃん、言い方を考えてっ！」

　幼い子供特有の遠慮がない言葉に、年長者であるミラの方が慌ててしまう。

　そんな彼女の苦労も知らず、他の子供達も口々に好き放題言い始めた。

「先生がいなくなったら、父ちゃん達の骨は動かなくなるの？」

「じゃあ、薪割りとか畑の収穫とか、全部私達でやらないと駄目じゃん。そんなの無理だよ」

「うん、やっぱり先生は僕らの村に必要だよ」

「ちょっと、みんな……」

　恩人への感謝などない、自分勝手すぎる子供達に、ミラは怒りを通り越して情けなくなってしまう。

　そして、あまりにも申し訳なくて、テリオスに平身低頭して謝ろうとしたのだが──

「ふ、ふふっ、あはははっ！」

　彼は空っぽの腹を抱えて大笑いしていた。

「せ、先生？」

「いやはや、ここまで笑ったのはいつ以来でしょうか」

　心配するミラを余所に、テリオスは浮かぶはずもない涙を拭ぬぐうように、眼がん窩かの縁ふちを撫でる。

「美味しい物や楽しい物が無くなると困るから居て欲しい。私への期待なんて、その程度でいいのですよ」

　皆さん大変素直でよろしいと、テリオスは妙に嬉しそうに笑って、皆の頭を撫で回していく。

　その姿を目にして、ミラは直感的に悟る。

（先生は重い期待を背負ってきたんだ）

　ひょっとすると、彼がまだ生きた人間だった頃、大勢の人々から何かを願われたのだろうか。

　ミラはとても気になったが、それを口にすればテリオスから笑みが消えてしまう気がして、疑問を胸の奥に仕舞い込むのだった。
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　聖騎士ディーネは王都へと戻り、そのまま国王の執務室に向かうと、クリオ村で見聞きした事を包み隠さず報告した。

　しかし、彼女に返ってきたのは、宰さい相しようゲラーンの怒声であった。

「そんな魔物の戯ざれ言ごとに騙だまされて、おめおめと逃げ戻って来たというのかっ！」

「叔お父じ上うえっ!?」

　ディーネの頰ほおに思い切り平手を食らわせたゲラーンを見て、幼い国王カリュクスが悲鳴を上げる。

　だが、彼女の方は痛がる様子もなく口を開いた。

「陛下、落ち着いてください。宰相殿も、お怒りはごもっともですが、落ち着いて私の話を聞いて頂きたい」

「ふんっ、臆おく病びよう者ものの何を聞けというのだ」

　ゲラーンは悪あく態たいを吐つきながら、ディーネを叩いた右手を擦さする。

　高い魔力によって常に強化されている彼女の肉体は、木ぼつ剣けん程度では傷もつかないほどに硬いのだ。当然、普通の人間が殴なぐればそちらの手が傷つくだけであった。

　自傷しただけで終わったゲラーンを見て、ディーネは少しだけ溜りゆう飲いんを下げながら、話を元に戻す。

「クリオ村に現れたリッチが、緑りよく腐ふ病びように冒された子供達を救い、さらには平和な世界を築くために、統一国家の樹立を目指しているなど、三流の詩人ですら歌わないような話でしょう」

　実際、ゲラーンだけでなくカリュクスすらも、信じられぬといった顔をしていた。

「私とてそんな戯れ言を信じているわけではありません。ただ、発言の真しん偽ぎはこの際関係ありません。問題は彼かのリッチが不死王ノーライフ・キングだという事です」

「何っ!?」

「不死王って、あの伝説のっ!?」

　ゲラーンが驚きよう愕がくの声を上げ、カリュクスは顔を真まっ青さおにする。

「ディーネ、それは誠まことなのか？」

「はい。テリオスと名乗ったあのリッチは、私の剣を幾いく度どとなく避よけてみせました」

「そんな……」

　カリュクスが絶望のあまり震え上がる。

　一人で千の騎兵にも勝ると言われるディーネの剣を避けた者など、今は亡き彼女の祖父──先代の聖騎士くらいであった。

　つまり、テリオスの実力は最低でも聖騎士級という事になる。

「体たい捌さばきのキレもそうですが、問題は魔術の方です。魔力を隠すのが上手かったため、正確な実力は測れませんでしたが、少なくとも『転移テレポート』を使えました」

　村の外れでミラと話していた時に、突とつ如じよとして現れた空間移動の魔術。

　少なくともこのエリュトロン王国には、同じ事をできる魔術師はいない。

「総合的に見て、私よりも強いのは間違いありません」

　神の血を引く聖騎士よりも強い不死者アンデツド。そんな化け物を不死王と呼ばずになんと呼ぶのか。

　そして、一国を滅ほろぼすという不死王の前では、片かた田舎いなかの小国にすぎないエリュトロン王国など砂の城と変わらない。

「全軍を率ひきいて攻め込んだとしても、勝てる保証のない相手です」

「ふんっ、己おのれの臆病を隠そうと大げさに言っているだけではないのか？」

　ゲラーンが疑いの目を向けてくるが、ディーネは気にせずカリュクスに語りかける。

「仮に勝てたとしても、我が軍もボロボロになるでしょう。そうなれば、南のクサントン王国に攻め滅ぼされてしまいます」

　エリュトロン王国と唯ゆい一いつ地続きのクサントン王国は、南の湿しつ原げんが邪魔をしているため、大規模な侵攻こそ控ひかえているが、常にこちらの領地を狙ねらっている。

　ディーネ達が半壊、下手をして全滅などすれば、大喜びで攻め込んでくるだろう。

「重ねて申し上げますが、不死王の言葉が噓うそか誠かは関係ありません。彼奴あやつと戦えば我が国が滅びるという、その事実だけが問題なのです」

　不死王か隣国か、勝者が変わるだけで、エリュトロン王国が敗者となる運命は変わらない。

「…………」

　絶望のあまりもはや言葉もでないカリュクスに、ディーネは重々しく結論を告げる。

「陛下、『森を焼いて竜ドラゴンを起こすな』という言葉もございます。不死王の危険性は見逃せませんが、今は手出しを控るべきでしょう」

　この辺が落とし所だろうと、ディーネは心の中で呟つぶやく。

　彼女自身はテリオスの言葉を疑っていない。彼は本気で平和な世界のために動いているし、その邪魔をしなければ敵対する事もないだろう。

　その辺りを無視しても、不死王などという強大な魔物が領内に現れた時点で、エリュトロン王国は詰んでいるのだ。

　まだ本心の窺うかがえないところはあるが、テリオスと同盟を結んで他国から身を守る以外に、この国が生き延びる道はない。

（とはいえ、魔物を味方として受け入れるなど、そう簡単にできるはずもない）

　聖騎士として無数の魔物を討伐してきたディーネだが、人間と同等の知能を持つ友好的な存在など、テリオスが初めてである。

　一応、ドラゴンや妖精フエアリーなど、人間に敵対的ではない魔物も知られてはいるが、それとて積極的に攻めてこないというだけで、彼らの生せい息そく圏けんを犯おかせば手痛い反撃を受ける。

　だというのに、生者に対する憎ぞう悪おの塊かたまりとされる不死者が、人間に平和な世界を与えようとしているなどと、いったい誰だれが信じるというのか。

（実際に会って話し、時間をかけて理解し合うほかにあるまい）

　だから、まずは様子を探るという名目で敵対を避さける。それが最善の策さくであろう。

　しかし、そんなディーネの苦心を、ゲラーンが無む下げにも蹴けり飛とばした。

「何を呑のん気きな事を言っている。危険な魔物を野放しにするなど、それこそ我が王国を滅ぼす愚ぐ行こうではないかっ！」

「しかし──」

「しかしもかかしもあるか。その不死王がクサントン王国と共きよう謀ぼうして、我が王国に攻め込んでくる可能性もあるのだぞ。いや、そうに違いないっ！」

「…………」

　ゲラーンの言い分にも理があるだけに、ディーネは反論できなかった。

「貴様が聖騎士として成すべきは、命に代えてもその不死王を倒し、我が王国を守る事であろう。違うかっ！」

「…………」

「ディーネ……」

　無言を貫つらぬくディーネを、カリュクスが心配そうに見つめてくる。

　そんな、実弟のように愛しく思っている幼い国王に、彼女は優しく問いかけた。

「陛下、どうか私にご命令ください。彼の不死王を倒せと。もしくは、彼の不死王と戦うなと」

「そんな……」

　この決断次第ではディーネが死ぬだけでなく、王国そのものが滅びる。

　あまりにも重すぎる選択を迫られて、カリュクスは血ちの気けを失って蹌よ踉ろけてしまう。

　そんな彼を支えたい気持ちを必死に堪こらえ、国王としての覚悟を持たせるために、ディーネは心を鬼にして決断を迫る。

「さあ、陛下っ！」

「ぼ、僕は……」

「そこまでにしておけ」

　震ふるえながらも口を開いたカリュクスを、ゲラーンが庇かばって抱だき寄よせる。

「我が甥おいはまだ十一歳だぞ。国の命運なんて重たすぎるものを背負わせるな」

「叔父上……」

　カリュクスは自分の情けなさに涙を浮かべつつも、ゲラーンの胸に顔を埋うずめてしまう。

　こうなってはもう、ディーネにできる事は何もなかった。

「国王陛下に代わって命ずる。聖騎士ディーネよ、我が国を汚けがす不死王を討うて」

「畏かしこまりました」

　ディーネは苦々しい表情を隠すために、深々と頭を下げて同意すると、素早く執務室の出口へと向かう。

　その背中に向かって、カリュクスが叫んだ。

「ディーネ！　ちゃんと帰って来てくれるよね？」

「……行って参ります」

　ディーネは敢あえて約束をせず、早足でカリュクスの前から去って行く。

（私の死を以もつて、陛下が王として成長してくださればそれで良い）

　そう悲ひ壮そうな決意を心の中で固めると、自分の頰を叩いて弱音を吹き飛ばす。

　テリオスに勝てる可能性は低いがゼロではないだろう。炎神ウルカヌスの血を引く戦士として、最後の一瞬まで諦あきらめるわけにはいかない。

　ディーネは決戦の準備を整えるために、まずは自宅へと早足で向かうのだった。





　　　　◇






　聖騎士が警告を残して去ったあの日から五日後、村長宅で子供達に読み書きを教えている最中に、街道に張っておいた『警報アラーム』の魔術が反応して、テリオスに来客を報せた。

「おや、ディーネさんが来たようです」

「えっ!?」

「それでは、ちょっとご挨あい拶さつをしてきますので、皆さんは書き取りの練習を続けていてください」

　急な事で驚く子供達に、テリオスは気軽にそう言って、『転移』の魔術を唱えようとする。

　そんな彼のローブを、ミラが強く握にぎり締しめてきた。

「先生、絶対に生きて帰ってくるって約束してください」

　二度と帰って来なかった彼女の母親のように、彼まで消えてしまうのが怖いのだろう。

　不安で俯うつむくミラに対して、テリオスは優しく語りかけた。

「残念ながら、それはお約束できません」

「…………」

「何な故ぜなら、私はとっくに死んでいますので」

「えっ？」

　驚いて顔を上げるミラの前で、テリオスは己の頭ず蓋がい骨こつを指さして笑ってみせた。

「けれど、こんな動く骸がい骨こつでもよければ、帰ってくる事をお約束しましょう」

「はい！」

　ミラは元気良く頷うなずいて、ローブを摑つかんでいた手を放す。

　それに微笑ほほえみ返し、テリオスは『転移』の魔術を唱えて、村長宅から街道に繋つながる村外れへと瞬間移動した。

　連作障害を避けるために、麦を植うえずに休ませてあった畑の中に立って、さらに魔術でミスリルの杖を取り寄せる。

　そうして、準備を終えて待っていると、大地を揺るがす蹄ひづめの音を響かせて、騎馬にまたがったディーネが数十騎の騎士を連れて現れた。

「今日は団体さんでお越しでしたか」

　一人で背せ負おい込むタイプだと思っていたので、意外に感じて驚いていると、ディーネは苦笑して背後の騎士達を指さした。

「悪いな。私一人で片を付けるつもりだったのだが、死に急ぎたい馬鹿共が連れて行けとうるさくてな」

「ははっ、馬鹿は酷ひどいですよ団長」

「一人で不死王に挑いどもうなんて、無茶をする人には言われたくないですな」

　悪口にも聞こえかねない軽かる口くちに、騎士達も笑って言い返す。

　そんな明るい口調に反して、彼らの顔には死の覚悟が宿っていた。

（あぁ、いいですね）

　部下達を巻き込まないために、一人で戦おうとした女騎士団長と、そんな上官の性格を見抜いて、無理やりにでもついてきた騎士達。

　上と下が信頼し合っている理想の関係。かつて自分が得られなかった──いつの間にか失っていたものを前にして、テリオスは青い炎のような目を眩まぶしげに細めた。

「さて、野や暮ぼだとは思いますが、先日の返事をお聞かせ願えますでしょうか？」

　フル装備の騎士達が出向いてきた時点で、答えは出ているも同然なのだが、テリオスは念のため確認をしておく。

　すると、ディーネは笑みを消し、硬い表情で宣言した。

「エリュトロン王国の国王カリュクス陛下の名みよう代だい、宰相ゲラーンの命により、不死王テリオス、貴殿を国家の敵として討とう伐ばつする」

「おや、こんな骸骨を不死王と呼んで頂けるとは光栄ですね」

　テリオスは戯おどけたような返事をしながらも、ディーネの丁寧な言葉に含まれた苦々しさを感じ取る。

（幼い国王陛下の方ではなく、その叔父だという宰相の方が命じたのが、どうやら気に食わないようですね）

　ディーネと国王、そして宰相の関係については、クリオ村を訪れる前や、食料の買い出しで王都を訪れた時に、噂うわさ話ばなしを耳にした程度で詳くわしい事は知らない。

　ただ、上手いこと操あやつれば、テリオスの利になりそうな気配が感じられた。

（おっと、捕らぬドラゴンの皮算用ですね）

　何を企たくらむにせよ、まずは目の前にいる、決死の覚悟を決めた騎士達の相手が先である。

　テリオスは改めて気を引き締め、ミスリルの杖を剣の代わりに両手で掲かかげて、騎士の礼をしながら宣言をし返した。

「我、テリオスは、己の目指す平和な世界のために、貴公らを踏ふみ台だいとさせて頂く」

「ならば、あとは剣にて語るのみっ！」

　堂々たる宣戦布告を終えて、ディーネは腰の剣を引き抜いて勇ましく叫ぶ。

「散さん開かいっ！」

　号令に合わせて騎士達は素早く馬を走らせて、お互いの間かん隔かくを広く取りながら、テリオスを半円状に取り囲む。

（半はん月げつ陣じんですか。対魔術師戦の基本ですね）

　騎兵は本来、密集して突撃をかけて、敵の陣形に穴を開けるのが役目である。

　しかし、魔術師は巨大な炎の嵐を生み出したりしてくるため、密集していると一いち網もう打だ尽じんにされてしまう。

　そこで敢えて広く散り、誰かが魔術を受けて落馬しても、その間に他の者達が懐ふところに飛び込んでトドメを刺さすという戦い方が主軸となる。

（犠牲を前提とした戦法ですから、下手な集団が使うと足並みが乱れて、各個撃破されるだけなのですが……）

　ディーネを中心として陣取った騎士達に怯おびえの色はなく、そのような失敗は望めないだろう。

　よく訓練されていると、むしろ感心するテリオスに対して、ディーネは剣を突きつけながら馬の腹を蹴った。

「突撃っ！」

「「「うおぉぉぉ───っ！」」」

　騎士達も雄お叫たけびを上げて、一糸乱れずに突進してくる。

　並の魔術師ならばせいぜい数騎を倒している間に肉薄され、剣と槍やりで貫かれ、ついでに馬の蹄で踏ふみ潰つぶされて肉片と化すだろう。

　だが、彼は史上三体目の不死王を名乗るに相応ふさわしい存在なのだ。

「『泥沼スワンプ』」

　テリオスが唱えた呪文は小さな一言。しかし、変化はあまりにも広大であった。

　彼の目に映る範囲、数十の騎士達全てを巻き込んで、大地が柔らかな泥どろ沼ぬまに変化したのである。

「何っ!?」

　騎士達が反応する間もなく一瞬で、馬が首まで泥沼にはまって動けなくなってしまう。

　この深さでは仮に馬を下りたところで、騎士達も首まで埋まってしまい、一歩たりとも進めないだろう。

「小こ癪しやくな真ま似ねを」

　部下達が為なす術すべを失うなか、ディーネは馬の背に立って跳び上がる。

　それでもテリオスの元までは届かず、泥沼にはまるかと思ったその瞬間、足の裏から勢い良く炎を噴き出して、空中を蹴るように跳躍をはたした。

「流石さすがは神の子孫、無茶苦茶ですね」

「貴殿には言われたくない」

　硬い地面が残っているテリオスの前に下り立って、ディーネは怒りを堪えた顔で呟く。

「答えろ。何故、私達を殺そうとしなかった」

　半円状に広がった騎士達をまとめて行動不能にするほど、広大な範囲を泥沼に変えるだけの力があれば、それと同規模の爆炎でも毒どく霧ぎりでも生み出す事ができる。

　さらに言えば、泥沼を今の倍ほど深くするだけで、騎士もその馬も溺おぼれ死しんでいただろう。

　魔術師を相手に無駄口を許す事が、どれほど愚おろかな行為か分かっていながらも、問い詰めずにはいられないといった様子のディーネに、テリオスは素直に答えた。

「優秀な人材を失うのは世界の損そん失しつですから。それと、私は人間を殺さないと誓っているのです」

「……ほう」

　ディーネは虚きよを突つかれて呆ぼう然ぜんとした後で、目を刃やいばのように尖とがらせる。

「力尽くで大陸を統一してでも平和な世界を築くという、貴殿の夢は噓だったのか？」

「いえ、噓ではありません。私は誰一人として殺す事なく、平和な世界を築き上げみせます」

「ふざけるなっ！」

　怒りを爆発させ、ディーネが剣で斬りかかってくる。

　テリオスはそれを杖で受け止めながら、真ま面じ目めに言い返した。

「ふざけてなどいません、私は本気です」

「ならば余よ計けいに質たちが悪い。一人も殺さずに統一国家など築けるものかっ！　大陸の大半を征服した彼の殺戮王でさえ、何百万人という犠牲者を出したのだぞっ！」

「えぇ、よく存じておりますよ」

　糾きゆう弾だんと共に繰り出されるディーネの斬撃を、テリオスは全て受け止めながら頷き返す。

「敵は殺してしまうのが一番手っ取り早い。そして、一人の敵も生まずに進めるほど、統一国家への道は甘くない」

「そうだ。今まさに私達がこうして敵となっている！」

　思想や信条の違いではなく、ただ立場が違うだけで二人は敵となった。この先もテリオスの前には無数の敵が立ちはだかるであろう。

「それでも、私は人間を殺さないと決めたのです」

「……そうか」

　テリオスが繰り返し断言すると、ディーネは不意に攻撃の手を止めて距離を取った。

「荒こう唐とう無む稽けいな夢なれども、本気で平和を目指す貴殿ならば、我が国と陛下を任せてもよいと思っていたのだがな」

　彼女は最大戦力である自分が死ぬ事で、宰相がテリオスに恐怖して白旗を揚あげ、それによってエリュトロン王国と幼い国王が生き延びるという、次善の策を模も索さくしていたのだろう。

　実際、王国側が手を引くのならば、テリオスの方から国王や国民に何かをする気はなかった。

　しかし、不ふ殺さつを貫くという彼の方針は、生まれかけていたディーネからの信頼を、粉々に砕いてしまったらしい。

「人の死を背負えぬ不死者などに、くれてやるものは何もない。貴殿はここで灰と化せ」

　ディーネは全身から赤い魔力の光を放ちながら、握り締めた神器に呼びかける。

「猛たけろ、ウルカヌス」

　白い刃が一瞬で赤熱化し、凄すさまじい熱を撒まき散ちらしながら、ディーネが斬りかかってくる。

　テリオスはそれを杖で受け止め──ようとしたが、即座に手を放し、尻しり餅もちをつくような無ぶ様ざまな動きで後ろに跳ぶ。

　しかし、それで正解だった。テリオスが手放したミスリルの杖は、ディーネの真っ赤に燃えさかる剣に触れた瞬間、瞬またたく間まに熔とけて両断されてしまったのだ。

「炎神がこの世に残した奇跡の欠片かけら……噂には聞いていましたが、ドラゴンの鱗うろこすら貫くミスリルでさえ歯が立ちませんか」

　冷や汗を拭ぬぐうように額ひたいを撫なでるテリオスの前で、ディーネは神剣を正眼に構えて宣言する。

「同じく神の奇跡を宿した神器でもない限り、ウルカヌスの炎で焼き斬れぬものはないと知れ」

「確かに、私など一刀両断でしょう」

　テリオスが身にまとう漆しつ黒こくのローブには、普通の剣では掠かすり傷きずもつけられない防護魔術がかけられているのだが、この神器を前にしては紙切れと変わるまい。

　久方ぶりに消滅の恐怖と、それ以上に強者と出会えた喜びを感じる彼に、ディーネは再び斬りかかってくる。

「はっ、せいっ！」

　力など入れずとも、触れるだけで焼き斬れる神剣の力を信じているからだろう。

　先程よりもディーネの剣は軽やかに、より速くなって襲いかかってくる。

　テリオスは必死になってそれを避けながら、素早く呪文を唱えた。

「『拘束バインド』」

　虚こ空くうから現れた光の鎖くさりが、ディーネの両手足を縛り上げる。

　膨大な魔力を宿す彼女には、数秒の足止めにしかならないであろうが、その間に詠唱を加えたより強力な魔術を唱えて、完全に抵抗を封じればいい。

　そんなテリオスの計算は、一秒と保もたずに瓦が解かいした。

　バキンッ！

　ディーネの胸元辺りから、何かが砕け散るような音が響くのと同時に、彼女を縛り上げていた光の鎖が瞬く間に消えてしまった。

（対抗魔術アンチ・マジツク？）

　魔術を消すための魔術が込められた首飾りか何かを、身につけていたのだろう。

　ほんの刹せつ那なだが意表を突かれて動きを止めたテリオスの頭蓋骨に向かって、ディーネは横よこ薙なぎの一閃を放ってくる。

「せやっ！」

「──っ！」

　テリオスは咄とつ嗟さに膝ひざの力を抜き、重力に身を任せて屈かがみ込こむ事で、急所への一撃を回避する。

　しかし、敵の前で片膝をついてしまったこの体勢では、次の一撃を避ける事は不可能だった。

「終わりだ」

　ディーネが淡々と呟き、上段から渾こん身しんの一撃を放ってくる。

　迫る赤熱化した神剣を前に、テリオスもまた冷静に呟き返した。

「『魔刃ブレイド』」

　テリオスの右手に青白く輝く光の剣が現れて、どんな物質さえも焼き斬る神剣を受け止める。

「何っ!?」

「噂には聞いていましたから、対策くらいは講こうじておきましたよ」

　無敵の神剣を止められた驚愕から、一瞬隙すきが生じたディーネの腹を、テリオスは屈んだ状態からは信じられないほどの勢いで蹴り飛ばす。

「ぐっ……」

「では、いきますよ」

　呻うめき声ごえを上げながらも、すぐさま崩れた態勢を立て直すディーネに向かって、今度はテリオスの方から斬りかかる。

　迫る光の刃を、ディーネは神剣で受け止める。

　普段であれば斬りかかった方の武器が焼け熔けて、一瞬で攻守が逆転しただろう。

　しかし、テリオスが生み出した光の剣は、やはり神剣とぶつかっても折れる事がなかった。

「くっ、何故だっ!?」

「よくご覧なさい」

　鍔つば迫ぜり合あいの状態に持ち込みながら、テリオスは神剣と光の剣が交差している箇所を視線で指し示す。

　神剣から漂う熱気で分かりづらいが、よく目をこらして見れば、剣と剣の間に僅わずかな隙間があり、実際には触れ合っていない事が分かっただろう。

「この『魔刃』は私の特製でして、刃の先から常に圧縮した魔力を放っているのですよ」

　その力が触れずに神剣を押し返し続けているために、光の剣が焼き斬られる事を防いでいるのだ。

「鋼の鎧よろいすら容易たやすく切断できるのですがね。流石は炎神が残した奇跡の欠片、刃はこぼれ一つしませんか」

　テリオスは改めて神器の性能に感心しながら、膨大な魔力によって肉体をさらに強化して、光の剣を押し込んでいく。

「ぐぅっ……」

　並の男など束になって敵わないディーネが力負けして、数多あまたの魔物を斬り裂いてきた神剣の刃が、彼女の体へと迫ってくる。

「団長っ！」

　泥沼にはまったままの騎士達が、一いつ斉せいに悲鳴を上げたその瞬間、テリオスは剣を押し込んでいた力を急に抜きながら、素早く体を横にずらした。

「なっ!?」

　拮きつ抗こうしていた力が急に消えて、ディーネは前につんのめってしまう。

　そうして体勢を崩した彼女の足を、テリオスは思い切り蹴り飛ばす。

　さらに、空中に浮かんだ彼女の背中に、素早く踵かかと落おとしを叩き込んで、そのまま踏みつけるように地面に落とした。

「ぐあっ！」

　常人なら真まっ二ぷたつに裂けている衝撃を受けても、ディーネは僅かに呻いただけで、右手の剣を手放したりはしなかった。

　だから、テリオスは容赦なく追撃を加える。

「『拘束』、『拘束』、『拘束』、『拘束』、『拘束』──」

　先程は破られた光の鎖を、連続で何重にも生み出す。

　ディーネが身につけている対抗魔術の装飾品は、たった一個ではないだろう。

　ならば、全て砕けるまで魔術をかければいいという、実に単純なごり押し戦法である。

　しかし、その効果は絶大で、三回目には装飾品の破砕音が聞こえなくなり、七回も唱えるとディーネの前身が鎖で埋まるほど拘束されていた。

「まだっ！」

　それでも力任せに鎖を解こうとするディーネの右手を、テリオスは左足で踏みつけて、痛みによる反射で掌てのひらが緩ゆるんだ瞬間を狙い、神剣の柄つかを右足で思い切り蹴り飛ばす。
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「あっ……」

　騎士達がはまっていた泥沼にまで蹴り飛ばされた神剣が、凄まじい蒸気を上げながら沈しずんでいく。

　これでもう、ディーネの勝ち目はなくなった。

「くっ……」

「足癖が悪くて申し訳ありません」

　敗北を悟さとって力を抜くディーネの手から足を退どけて、テリオスは謝罪を口にする。

「貴方あなたの敗因を挙げるとするならば、対等以上の相手と戦った経験が少ない事でしょう」

　彼女の過去を聞いたわけではないのだが、おそらく間違ってはいない。

「以前にも何人か聖騎士と出会った事があるのですがね、誰も彼もが強すぎて、まともに技を磨みがける相手がいなかったのですよ」

　神の血を引く家系であっても、全員が膨大な魔力に恵まれるわけではない。

　どのような仕組みかは不明だが、当代の聖騎士が死亡するか、丁度引退するような頃合いに、血族の誰かが突如として力に目覚めたり、才能にあふれた子供が生まれてくるのだ。

　そのような理由から、別の神の血を引く聖騎士同士での戦いにでもならない限り、彼らが対等の相手を得られる機会はまずなかった。

「格下の相手ばかりしていると、どうしても技が雑になっていけませんね……おっと、説教をするつもりはなかったのですが、申し訳ありません」

　最近は子供達の先生役に慣れていたせいか、テリオスはつい一言多くなってしまった事を詫わびながら、ディーネを拘束していた光の鎖を解除する。

　そうして自由を取り戻しても、彼女は暴れたりせず大人しく地面に座り込んだ。

「貴殿の言う通りだ。先代の聖騎士であるお祖じ父い様さまが亡くなられて、私に勝てる者がいなくなって以来、知らぬ内に増長していたらしい」

　ディーネは反省しながらも、久しぶりの敗北を嬉うれしそうに受け入れる。

　それから顔を引き締めて、潔いさぎよく首を差し出した。

「殺せ」

「嫌です」

　聖騎士の覚悟がこもった一言に対する、テリオスの返答は早かった。

　ただ、そう言われると思っていたのだろう。ディーネは怒り狂ったりせず、ただ淡々と言葉を付け加えてくる。

「今ここで殺さなければ、何度でも貴殿の首を狙うぞ」

「それも御ご免めんです。なので、私に従うように『誓約ギアス』を受け入れて頂きます」

　テリオスは呪文を唱えて、指先から複雑な光の紋様を生み出す。

　それは刻まれた者に特定の命令を厳守させる、契約の魔術であった。

「殺さずに無力化するか。だが、それで私が諦めると思っているのか？」

「まぁ、諦めませんよね」

　鋭く睨にらみ返かえしてくるディーネに、テリオスは肩を竦すくめてみせた。

『誓約』の魔術は強力だが万能ではない。術者と対象者の力関係次第では、抗あらがわれたり破られたりする可能性がある。

　テリオスの魔力は強大だが、神の血を引くディーネとて大きく劣おとってはいない。何でも言う事を聞かせるのは無理だろう。

　そして、術者を遙はるかに上回る魔術師ならば、結ばれた誓約を破は棄きする事が可能だった。

　不死王の誓約を破棄できる人間など、この大陸には存在しないだろうが、魔術契約を破棄できる神器や、命を代償に神を降ろした神官など、人間以上の力を用もちいれば、決して不可能とは言い切れない。

「殺せ。それが最善手だ」

　貴殿なら分かっているはずだと、ディーネは責めるように何度も同じ言葉を繰り返す。

「本気で平和な世界を目指すのならば、今ここで己の甘さごと私を殺せ」

「……貴方は本当にいい女ですね」

「こんな時にふざけているのかっ！」

　思わず漏らした本音なのだが、ディーネは冗談だと取ったらしく声を荒らげる。

　だがそれでも、テリオスは己に課した誓いを破る気はなかった。

「申し訳ありませんが、私は絶対に貴方も、他の誰であろうと殺す気はないのです。何故なら、それでは失敗しましたので」

「何っ？」

「そう、失敗したのですよ」

　急な話に戸と惑まどうディーネの前で、テリオスは生前の過あやまちを思い出して歯を嚙かみしめる。

「何千万の民に憎まれようとも、後の世に生まれてくる何億という子供達のために、何百万という敵を殺して、殺して、殺し尽くせば、平和な世界が訪れると私は──俺は信じていた」

　記憶に引きずられたのか、かつての荒々しい言葉遣いに戻りながら、彼は懺ざん悔げするように呟き続ける。

「だが失敗した。信じていた者達が裏切り、俺の胸に刃を突き立てたのだ」

　けれども、自分を裏切り殺した者達を、彼は恨うらんでなどいない。

「俺が悪かったのだ。築き上げた何百万という屍しかばねの中には、彼らの親族や友が含まれていたのだから」

　友人の友人が自分の仲間とは限らないように、敵対する者達を殺し続けていけば、どうしたって味方と縁えんのある者達すら手に掛ける必要が出てくる。

　彼はそこで躊躇ためらわなかった。目指す平和な世界のためには仕方がないのだと、心の中では嘆なげきながらも、涙一つ見せずに敵を殺し続けた。

　けれども、彼が友と信じた者達は、それを許してはくれなかったのだ。

「人を殺せば恨みが生じる。やがて溜たまった恨みは憎悪となり、殺意と化して俺を貫いた。そうして俺が築き上げた国は滅び、大陸中に戦火を撒き散らしてしまった」

　未来の何億という人々を救うために、平和を目指して戦い続けた結果が、何千万という人々を不幸に陥おとしいれてしまった。とんでもない皮肉である。

「貴殿は、まさか……っ!?」

　彼の正体を悟ったらしく、驚愕の表情で固まったディーネに、彼は──テリオスは元の口調に戻り、改めて宣言する。

「だから私は、決して人間を殺す事なく、平和な世界を築いてみせると誓ったのです」

　それがどれほど困難な道だとしても、もう二度と同じ失敗を繰り返さないために。

「幸い、骸骨の私には寿命がありませんから、かつてのように生き急ぐ必要もありませんので。『死にゆっくり』とでも申しましょうか」

　なかなか上手い事を言えたと、テリオスは歯をカタカタと鳴らして笑う。

　それから、指先に灯ともしていた『誓約』の紋様を、ディーネに向かって差し出した。

「では、従って頂けますか？」

「……分かった」

　彼が人間を殺さない理由に納得したというよりも、敗北したからには勝者に従うべきだと受け入れたのだろう。

　ディーネは自ら右手を伸ばして、テリオスの差し出す紋様に触れた。

　眩まばゆい光が逬ほとばしり、彼女の右掌に従属の証が刻まれる。

　これで炎神の血を引く聖騎士は、不死王の従順ではない手て駒ごまと化した。

「そんな、団長が……」

　王国最強の戦士が魔物に屈した光景を目にして、泥沼にはまったままの騎士達は、深い絶望に見舞われる。

　そんな彼らに向かって、テリオスはゆっくりと視線を向けた。

「さて、貴方達にも私の『誓約』を受け入れて頂きましょう。内容は『私と子供達を傷つけない事』としておきますので、そんなに嫌でもないでしょう？」

　テリオスとミラ達に攻撃ができないだけで、ディーネのように従う必要はない。

　とはいえ、魔物に屈するなど騎士の誇りが許さなかったのだろう。

「国を裏切り敵に頭こうべを垂たれるくらいならば、この命、神々にお返しするまでっ！」

　血気盛んな若い騎士が、剣を自らの喉のどに向ける。

　しかし、それを見てディーネが叫んだ。

「止やめろ、命を無駄にするなっ！」

「団長っ、しかし……っ！」

　普段通りな彼女の声を受けて、心まで屈したわけではないと安心したのか、若い騎士は苦く悶もんしながらも、自らの喉に向けていた剣を下ろす。

　そして、どうしたらいいのか困惑する彼らに向かって、ディーネは重々しく命令を下した。

「生きて王都へと戻り、己が見聞きしたものを全て偽いつわらず国王陛下に報告せよ。それこそが王国を救う道と知れ」

　最大戦力の聖騎士を失った以上、エリュトロン王国がテリオスに勝つ目はない。

　大人しく降こう伏ふくして生き延びる他にないと、国王達を説得する。

　どんなに無様で情けなくとも、それこそが国に仕える騎士の職務だと、ディーネは血を吐く思いで告げたのだろう。

「団長……了解しましたっ！」

　彼女の思いを汲くんで、騎士達は悔し涙を流しながらも生きる道を選んだ。

（あぁ、本当に良い人材ばかりですね）

　このような者達さえも、敵とあらば容赦なく殺してきたかつての自分は、やはり間違っていたのだろうと、テリオスは改めて確信する。

　そうして、泥沼から騎士達を引き上げながら、一人ずつ誓約を結んでいくのだった。
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　テリオスがディーネを倒し、騎士達を追い払う一部始終を、ミラ達は遠くの麦畑から眺めていた。

「先生、凄すごかったね」

「うん。女騎士さんと剣でガンガン斬り合って、格好良かった」

「それよりもあの泥沼、ちゃんと元の畑に戻るんだろうな？」

　相変わらずトリオが文句を言っているが、他の子供達はテリオスの勝利をただ純粋に喜ぶ。

　ミラも歓喜の笑みを浮かべて、彼の元へと駆け寄って行った。

「先生っ！」

「おやミラさん、それに他の皆さんも。書き取りをサボって観戦に来るなんて、悪い子達ですね」

「ご、ごめんなさい……」

「冗談ですよ。心配してくださりありがとうございます」

　本気に受け取って謝ったミラに、テリオスは慌てて礼を告げてくる。

「なんだ、よかった」

「本当に慕したわれているのだな」

　胸を撫で下ろすミラを見て、テリオスの後ろに控えていたディーネが、眩しそうな笑みを浮かべる。

　そんな彼女を見て、ミラは首を傾かしげてしまった。

「あれっ、聖騎士様は帰らないんですか？」

「あぁ、説明が必要ですね」

　遠くから見ていた彼女達には、話し声が届いていなかった事に気がついたのだろう。

　テリオスはディーネの右手を取り、そこに刻まれた紋様を子供達に見せながら告げた。

「彼女には『誓約』の魔術をかけて、私の言う事を何でもきく従者になって頂きました」

「えっ？」

「戦いくさで負けたのだ。命を取られなかっただけマシであろう」

　驚き呆然とするミラ達に向かって、ディーネは不ふ承しよう不ぶ承しようといった表情で頷いてみせる。

　テリオスのフォローをするというよりは、戦いの厳しさを少しでも子供達に教えようと気遣ったのだろう。

　けれども、今のミラはそんな意図に気がつかず、顔を真っ赤にして叫んだ。

「せ、先生の変態っ！」

「えぇっ!?」

　急に何を言うのだと驚くテリオスに、ミラはあらん限りの怒声をぶつける。

「聖騎士様に魔術で何でも言う事を聞かせるなんて、変態の所しよ行ぎようですっ！」

「待ってください。変な意味はありませんよっ!?」

　テリオスは必死に否定して、ローブの前を開いてみせる。

「ほら、棒がないから変態行為はできないって、前にも説明したでしょう？」

「でも、棒がなくても変態はできるって、メランちゃんが言ってましたっ！」

　テリオスの白い尾び骨こつを目にして、ミラはさらに顔を赤らめながら、黒猫を指さして叫ぶ。

「えっ、まさかあれに名前を付けたのですか……いや、今はそれよりも──」

「あんたくらいの魔力があれば、擬似的な棒でも触手でも生やせるわよね」

「ちょっと、何を言ってるんですかっ!?」

　メランの名前を聞いて妙に動揺していたテリオスは、余計な事をばらされてさらに狼ろう狽ばいしてしまう。

　そんな彼から、ディーネやトリオが一斉に距離を取った。

「貴殿、そんな汚らわしい目で私を見ていたのか……」

「やっぱり変態骸骨じゃねえか！」

「変態って何？」「きっと悪い奴の事だよ」「やーい、先生の変態っ！」

　他の子供達も深い意味は分からぬまま、テリオスに悪口を飛ばしてくる。

　普段ならそれを庇う側のミラは、自分でも理解不能のモヤモヤに翻ほん弄ろうされて叫び続けていた。

「そんなに女の子より大人の女性が好きなんですか？　先生のド変態っ！」

「それ普通は逆ですよねっ!?」

「やっぱり、私みたいな白はく髪はつより、ディーネさんみたく綺き麗れいな赤髪の方が好きなんだ……」

「だから、違いますってば」

　感情がグチャグチャになって、つい涙を浮かべてしまうミラの髪を、テリオスはそっと撫でてくる。

「前にも言いましたが、私はミラさんの髪を銀ぎん糸しのように美しいと思っていますよ」

「……本当ですか？」

「はい。他の誰が何と言おうと、私は大好きです」

　大好きです──その言葉を耳にした瞬間、ミラは胸の奥から温かい気持ちが溢あふれてきて、何故あれほど怒っていたのか、一瞬で忘れてしまった。

「えへへっ、私も先生の白い骨が大好きです」

「そ、そうですか……」

　テリオスは何故か引きつったように顎あごを動かしてから、安あん堵どした様子で胸を撫で下ろす。しかし、そんな彼の足を黒猫が尻尾しつぽで叩いた。

「安心するのはまだ早いんじゃない？」

　そう言って、強こわ張ばった顔のディーネやトリオ達を尻尾で指す。

「確か歴史書の通りならば、貴殿は三十歳年下の娘を側室に迎えたのだったな……」

「ミラから離れろ、このロリコン骸骨っ！」

「ロリコンって何？」「きっと悪い奴の事だよ」「やーい、ロリコン先生の骸骨っ！」

「最後だけ何か違いませんかっ!?」

　テリオスはきっちりツッコミを入れてから、必死に皆の誤解を解きにかかる。

　ようやく正気を取り戻したミラも加勢して、騒ぎが一段落する頃には、新たに加わった聖騎士も、すっかり村の子供達に馴な染じんでいたのだった。
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　不死王ノーライフ・キングに完敗を喫きつした騎士達は、泥どろにまみれた騎馬に乗って、王都へと続く道を進んでいく。

　その顔は一様に暗く、深い不安と困惑が浮かんでいた。

「まさか、こんな事になるなんて……」

　今まで通り聖騎士ディーネの神剣によって、魔物が退治される未来を願っていた。

　また、志こころざし半なかばに全滅する可能性も想定していたが、まさか全員が『誓約ギアス』をかけられただけで見逃されるなど、流石さすがに誰一人として想定していなかったのだ。

「この国は、これからどうなるんだろう？」

「…………」

　誰かが呟つぶやいた疑問に、誰も答えられずに沈黙が流れる。

　クリオ村に現れた不死王テリオス。それはあまりにも強すぎた。

　彼らは戦いくさを仕事とする騎士だけに、人を殺す事よりも、殺さずに捕とらえる事の方が遙はるかに難しい事を知っている。

　そしてテリオスは彼ら数十もの騎士達だけでなく、聖騎士であるディーネすら大おお怪け我が一つ負わせずに屈くつ服ぷくさせたのだ。

　もしも、彼が殺すつもりでその力を全て解き放ったなら、エリュトロン王国がどうなるかなど言葉にするまでもない。

「でもあの不死王、聞いていたとおり悪い奴ではなさそうですよね？」

　一番若い新米の騎士が、不安を吹き飛ばそうとそう告げる。

　クリオ村に向かう道中で、ディーネの口からテリオスに関する話は全て聞かされていた。

　平和な世界を目指す不死者など、悪い冗談にしか思えぬ話だったが、彼らの命を取らずに帰した事実から、少しだけ信じてもよい気持ちになっていた。

　そんな新米騎士の意見に、数名の騎士達が頷うなずいて同意を示すなか、壮年の副団長は険けわしい表情で首を横に振る。

「善悪はともかく、あんなおかしい奴に大陸を統一されるなんて、俺は御ご免めんだがな」

「えっ？」

「魔物とか不死王とかは関係ない。あれはおかしい」

　驚いて声を上げる新米騎士達に向かって、副団長は独ひとり言ごとのように呟く。

「人間を一人も殺さずに平和な世界を築くなんて、子供だって無理だと分かる。それを本気で実現しようなんて、頭がおかしいだろう？」

　トロキア大陸の二千年を超える歴史において、誰一人として不可能だった事を成なし遂とげようというのだ。当然、まともであるはずもない。

「善人のように見えるし、根が悪い奴ではないのだろう。だがそれでも、あんな気色の悪い奴に自分達の命運を預あずけようとは思えんな」

「…………」

「すまん、忘れてくれ」

　また暗い顔で俯うつむいてしまった仲間達を見て、副団長は慌てて話題を変える。

「ともあれ、団長の命令通り、王都に戻って国王陛下に報告をしよう」

　彼ら騎士はあくまで王国の剣でしかなく、剣を振るう先を決めるのは国王の仕事なのだから、余計な事で頭を悩ませる必要はない。ただ──

「上手い言葉を考えておけよ。陛下が驚いて寝込んだりしたら、せっかく見逃された俺達の命を取りに、団長が鬼の形ぎよう相そうで走ってくるぞ？」

「あはははっ！」

　大げさに背中を震わせる副団長を見て、騎士達は一いつ斉せいに笑い声を上げる。

　ディーネが幼い国王を実弟のように溺でき愛あいしている事は、新米騎士すら知っているほど周知の事実であった。

「団長なら『誓約』に逆らってでも、陛下の元に現れそうだ」

「そいつはいい。いっそ陛下が病やまいで倒れたと偽にせの手紙でも書いて、不死王の下から団長を救い出そう」

　騎士達は不安を吹き飛ばすように、冗談を言って笑い合う。

　少なくともこの時まで、彼らは未来に不安を抱きながらも、ディーネに任された命令だけは遂すい行こうできると信じていたのだった。
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　彼女は激しい痛みに耐えながら、狭い林道を懸けん命めいに歩み続ける。

　全身に浮かんだ緑色の斑はん点てん──緑りよく腐ふ病びようのせいで、もはや残された時間は少ない。

　だからこそ、命が尽きる前に助けを呼びに行かなければならないのだ。

「はぁ、はぁ……」

　息を切らせ、滝のような脂あぶら汗あせをかきながらも、彼女はようやく隣村が見える所まで辿たどり着つく。

　だがその行く手を、王国の兵士達が塞ふさいでいた。

「あぁ……」

　兵士達の手に握られた弓矢を目にして、彼女は嘆なげきと納得の混じった声を漏もらす。

　最初に隣村へと向かった村長達の帰りが遅く、不ふ審しんに思って様子を見に向かい、絶望の表情で帰って来た青年の言った通りであった。

　エリュトロン王国は彼女達を、クリオ村の人々を見捨てたのだ。

　それでも、足を止めずに進もうとする彼女に向かって、兵士達は容よう赦しやなく矢を放ってきた。

「ぐっ……」

　腕と腹に矢が刺さり、鋭い痛みが全身を貫く。

　だが、緑腐病の熱で意識が朦もう朧ろうとしていた彼女には、むしろ気付け代わりに丁ちよう度ど良かった。

「お願いです。娘を助けてくださいっ！」

　自分を殺そうと新たな矢をつがえる兵士達に向かって、必死に呼びかける。

「私はどうなってもいいから、あの子だけは助けてっ！」

　それが叶かなわないだろう事は、兵士達の悲痛に歪ゆがんだ顔を見るまでもなく分かっていた。

　けれども、愛する娘を救うために、自分ができる事はそれしかないから、血を流しながらも前に向かって歩み続ける。

「お願いだから、娘を──」

　哀あい願がんを遮さえぎるように放たれた矢が、彼女の胸を貫く。

「かはっ……」

　込み上げてきた血を吐きながら、ついに彼女は倒れ込む。

　ゆっくりと暗くなっていく視界の先で、兵士達が火矢の準備をしている姿が見えた。

　緑腐病を消すために、あれで自分は焼かれてしまうのだろう。

　炎神ウルカヌスの導きで冥界に送られるのだと思えば、遺体を焼かれる事は別に怖くない。むしろ安あん堵どすら覚える。

　ただ、子供を産めず、夫から捨てられて、捨すて鉢ばちだった彼女の人生に光を授さずけてくれた、愛しい娘を救ってやれず、無む為いに死んでいく自分が情けなくて悔くやしい。

　だから、火矢を受けて炎に包まれながら、彼女は最さい期ごの力を振ふり絞しぼって、誰にも届かない謝罪の言葉を呟くのだった。

「……ごめんね、ミラ」







「──お母さんっ！」

　ミラは自らの悲鳴によって飛び起きる。

　そして、隣となりで安らかに眠るトリオ達の寝顔を目にして、ここが村長宅の寝室で、今のが夢であった事を理解した。

「はぁ、はぁ……」

　夢の中の彼女──母親のように荒い息を吐きながら、ミラは自分の腕に目を向ける。

　そこにはもう、緑色の斑点は欠片かけらも残っていない。

　だが、夢で感じたあの熱と痛みは、間違いなく緑腐病の症状であった。

「今のは、何……？」

　彼女の罪悪感が生み出した幻想。そう考えるのが妥だ当とうであろう。

　しかし、矢を放ってきた兵士達の悲痛な顔も、それを受けた母親の痛みも、ミラが知る由よしもない出来事だというのに、あまりにも生々しく感じられたのだ。

「まさか、本当にあった事なの？」

「どうやら誰かの記憶を見ていたようね」

「──っ!?」

　急に背後から声をかけられて、ミラは驚いて跳び上がる。

　そして慌てて振り返ると、黒猫がいつもの意地悪な笑みを浮かべて座っていた。

「メランちゃん、脅おどかさないでよ……」

「あんたが叫び声を上げるものだから、気になって見に来てやったというのに、随ずい分ぶんな物言いね？」

「ご、ごめんなさい」

　思わず謝ったミラを見上げて、黒猫はさらに笑みを深める。

「それよりも、夢で他人の記憶を垣かい間ま見みるなんて、魔術師として順調に成長しているじゃない」

「どういう事？」

　眠っている他の子供達を起こさないように、ミラが小声で尋たずねると、黒猫は呆あきれた顔で溜ため息いきを吐ついた。

「前に説明してあげたでしょうが。あんたは『根源アルケー』と魂たましいで繋つながっているって」

「うん、それは覚えているけど……」

「根源っていうのはね、本当に世界の中心、この世の全てなのよ。だから、根源にはこの世界で起きた出来事が全て刻きざまれているの。あらゆる生命の記憶まで含ふくめてね」

　そこまで説明されれば、無学なミラでも察さつしがついた。

「私が魔術師だから、その根源にあるお母さんの最期を夢で見たの？」

「そういう事よ」

　黒猫は素そっ気けなく答えながらも、まるで頭を撫なでて褒ほめるように、ミラの手を尻尾しつぽで叩いてくる。

「縁えん深ぶかい人物の印象的な記憶とはいえ、無意識の内に根源から情報を手た繰ぐれるなんて、あんたはやっぱり才能があるわ」

「──っ」

　偽いつわりのない賞賛の言葉だというのに、ミラは何な故ぜか恐怖を覚えて震えてしまう。

　そんな彼女自身がよく分かっていない感情さえ、黒猫にはお見通しなのだろう。

「これも言ったでしょう？　あんたが『あんた』のままでいたいなら、自分が何者か努ゆめ々ゆめ忘れない事ねって」

「……はい」

　再び告げられたその忠告を、ミラは以前よりも真剣に受け止める。

　先程の夢では、母親が最期まで自分を助けようとしてくれて、あんなにも愛してくれていた事が分かって、本当に嬉うれしかった。

　けれども、母親とはいえ他者の感情が、まるで我が事のように流れ込んできたのは、自分の心を塗ぬり潰つぶされるようで恐ろしかったのだ。

「先生も、こんな風に誰かの記憶を見ているのかな？」

「さて、どうでしょうね」

　ミラがふと抱いた疑問をはぐらかして、黒猫は寝室を出て廊下に向かう。

「さっさと朝食の準備をなさい。不ま味ずい物を出したら永えい劫ごうの闇やみに沈しずめるわよ？」

「あっ、うん」

　脅おどしているのか、それとも仕事に集中させる事で、夢の記憶を引きずらないようにと、気遣ってくれたのだろうか。

　真意は分からぬものの、ミラは黒猫の後を追って台所へ向かった。

　そうして、棚に並べられた沢たく山さんの食材を眺ながめて考え込む。

「何を作ればいいかな？」

　テリオスが現れる以前は、そもそも食材が乏とぼしかったため選択肢がなかった。

　主食のパンか麦むぎ粥がゆに、ソラマメのスープやキャベツの漬け物でもつけば良い方で、茹ゆでたサトイモを一つ食べて終わりなんて日もあった。

　それが今や、干し肉や腸ちよう詰づめといった肉類から始まり、リンゴや干ほし葡ぶ萄どうといった果物、さらに赤色のよく分からない野菜等々、食材が多すぎて何をどう食べればいいのか迷ってしまう。

「メランちゃんは豚の腸詰めでいい？」

「軽く火を通しなさい。生でも焦こげても駄目よ」

「じゃあ腸詰めを焼いたのと、パンは昨日の残りがあるから、ハチミツ──はやめて、この日持ちしなさそうな葉っぱを使っちゃおう」

　ついつい食べたくなる好物を我慢して棚に戻し、子供達が嫌うので残っていた葉野菜ことレタスを手に取る。

　それを包丁で刻んで鍋に入れ、塩で味付けをしながら茹でた。

「う～ん……」

　ミラは一口味見をして、眉み間けんにシワを寄せる。

　別に食べられない味ではない。ただ、お世せ辞じにも美び味みとは言えなかった。

（王都の料理人さんなら、もっと上手に作れるんだろうな）

　テリオスが王都で買って来たというパンは、今まで村で食べてきた物と、見た目はそう変わらなかったのに、味には雲うん泥でいの差さがあった。

　パン焼き人の息子であるトリオなど、初めて口にした時は衝撃のあまり、悔し涙を滲にじませていたほどだ。

（美お味いしい物を知ったから、今までの料理に不満を覚えるって、何と言うか……）

　幸と不幸は表裏一体という世の真理を垣間見て、ミラは複雑な思いを抱きつつ、不出来な野菜スープを見つめる。

「料理の勉強もしたいな」

「味見なら付き合ってやってもいいわよ」

　思わず呟いたミラに、黒猫はそんな事を言いながら、まだ未調理の腸詰めに齧かじりついていた。

　色んな事を知っている彼女だが、どうやら料理の知識はないのか、あっても教える気はないらしい。

（先生も料理はできないって言ってたし……）

　そんな事を考えていると、背後からここ五日ほどで聞き慣れた声が響いてきた。

「おはよう、今日も早いのだな」

　振り返ると聖騎士ことディーネが、額ひたいの汗を拭ぬぐいながら立っていた。

　そんな彼女の赤い髪を、ミラは呆ぼう然ぜんと見つめてしまう。

「どうした？」

「いえ、おはようございます」

　不思議そうな顔をするディーネに、ミラは慌てて朝の挨あい拶さつを返す。

　今朝見た夢のせいだろう。ディーネほど鮮あざやかではないけれども、似た赤色の髪をしていたから、母親の面おも影かげが重なって泣きそうになったなんて、恥はずかしくて言えない。

「えっと、今日も朝から剣の稽けい古こですか？」

「習慣なのでな。怠おこたると調子が悪くなる」

　話題を逸そらすためにも問いかけると、ディーネは元気よく答えて、腰に下げた神剣──テリオスが魔術で泥沼から回収したそれを叩いてみせた。

　それから、煮立った鍋を覗のぞき込こんでくる。

「レタスのスープか、良いな。肉も大切だが、野菜も摂とらねば体に悪いと聞くからな」

「でも、みんな野菜があんまり好きじゃないので、残っちゃいそうで心配です」

　ミラが苦笑を浮かべてぼやくと、ディーネは任せろと胸を叩いた。

「なに、余あまるようならば私が全て頂くさ」

「あ、ありがとうございます」

　聖騎士の何とも頼もしい発言に、ミラは少しだけ引きつった笑みを返す。

　テリオスに敗北して従属の誓約を結び、共に過ごすようになってすぐに分かったのだが、ディーネはとんでもなく大食いであった。

　下手な男より筋肉がついているし、何より素手で石を砕くだくほどの怪力を持っているので、人よりも多くの食事が必要なのは分かるのだが、それにしても一度に四人前も平らげるのはどうかしている。

（先生が言うには『聖騎士にしては小食ですよ』って事だけど……）

　十人分はある大量の野菜スープを前にして、怯ひるむどころか飲み干す気満々のディーネを見ていると、同じ人間なのか疑わしく思えてしまう。

「あっ、そうだディーネさん。よかったら料理を教えて頂けませんか？」

　ミラはふと思いついて頼み込む。田舎いなか娘むすめの彼女と違って、王都で生まれ育った貴族の娘ならば、様々な調理法を知っているに違いない。

　しかし、ディーネは快こころよく頷いたりはせず、急に顔を強こわ張ばらせてしまった。

「ミラ、騎士の仕事は何か知っているか？」

「えっと、戦う事ですか？」

「そうだ」

「…………」

「…………」

　これ以上は聞くなとばかりに、重たい沈黙が降りる。

　そうして、困ったミラが話題を変えようとした瞬間、黒猫がディーネの頭に飛び乗って意地悪に笑った。

「騎士修行ばっかりしていたから、お料理もお裁さい縫ほうも苦手なのよね、ディーネちゃん？」

「なっ、貴様っ！」

　ディーネは素早く頭上に手を伸ばすが、黒猫はスルリと蛇へびのようにすり抜けて、ミラの頭に飛び移ってくる。

「少しは花嫁修業をなさい。でないと一生未通女おぼこのままよ？」

「お、未通女とか言うなっ！」

　童貞坊やと呼ばれたトリオとそっくりの赤面で、ディーネは怒鳴り声を上げる。
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　そんな彼女を見上げて、ミラは失礼だと知りつつも驚きを口に出してしまう。

「ディーネさん、結婚してなかったんですね」

　村人でさえ十五歳で成人を迎えるのと同時に、結婚するのが珍しくもない時代であった。

　平民以上に家を守る事が大切な貴族は、生まれた時から婚約者が決まっているなんて話も耳にする。

　神の血を引く聖騎士という、これ以上ないエリートの家系であるディーネが、二は十た歳ちを超えて乙女おとめ＝結婚していないというのは、かなり不思議に思えた。

「とってもお綺き麗れいなのに、意外です」

「言っておくが、男にモテないわけではないのだぞ」

　素直に褒められたから怒るに怒れないといった顔で、ディーネは言い訳めいた説明を口にする。

「聖騎士たる私が結婚して妊にん娠しんなどすれば、一時的にでもエリュトロン王国の守り手がいなくなるだろう？　その間に魔物や他国から攻め込まれては敵かなわんからな」

「あぁ、なるほど」

　彼女の凄すさまじい剣技を知っているだけに、ミラは納得して手を打った。

「でもそれだと、ディーネさんはずっと結婚できないんですか？」

「別に私が結婚せずとも、我がスタクトス家には妹がいるし親戚もいる。炎神ウルカヌス様の血が絶たえるわけではないからな」

　痛ましげに見上げるミラに対して、ディーネは明るく笑い返す。

　そこに強がりや諦あきらめの色はなく、国を守れる誇りに満ちていた事が、ミラには逆に寂さびしく感じられた。

「聖騎士って大変なんですね」

「あぁ、だから二度と未通女と呼ぶな！」

　ディーネはそう叫んで、ミラの頭上にいる黒猫に摑つかみかかる。

　しかし、黒猫はまたも器用にすり抜けて、台所の外へと逃げていった。

「あらあら、こんな猫一匹捕まえられないようじゃ、どこぞの変態骸がい骨こつには一生勝てないわよ、未通女さん？」

「おのれぇぇぇ───っ！」

　ディーネは本気で激怒して、床板を踏み抜くような勢いで黒猫を追いかけていく。

　そんな彼女と入れ替わりに、テリオスが台所にやってきた。

「何があったのですか？　まぁ、大体想像はつきますが」

「はい、想像通りだと思います」

　朝から疲れて肩を落とすテリオスに、ミラは笑って頷き返す。

「メランちゃん、先生と同じくらいディーネさんをからかうのが好きみたいですから」

「標的が増えて私への被害が減ったのが、彼女を捕らえた事で得られた最大の功績かもしれません」

　テリオスはそんな本気交まじりの冗談を告げつつ、食器の準備を手伝ってくれる。

　そうして、ディーネと黒猫の乱闘騒ぎによって、トリオ達も起き出してきた気配を感じながら、ミラは笑顔で腸詰めを焼き始めるのだった。





　　　　◇






　朝食を終えて算数の授業をしていた最中に、テリオスがふと虚こ空くうに目を向けた。

「先生？」

「すみません、誰か来たようです」

　訝いぶかしむミラ達に向かって、テリオスはそう告げる。

　街道に設置していた『警報アラーム』の魔術が、また反応を示したらしい。

「王国軍か？」

「だと思うのですが、反応が一人分しかありませんね」

　ディーネの問いに答えながら、テリオスは不思議そうに首を傾かしげる。

「交渉に来た使者だといいのですが、とりあえず出迎えてきます」

　そう告げると、『転移テレポート』の魔術を唱えて姿を消した。

　聖騎士すら倒した彼ならば大丈夫だろうと、ミラ達はさして心配もせず、ディーネに教わりながら足し算の練習を再開する。

　しかし、少し経たってテリオスが戻ってきた瞬間、皆は一斉に目を剝むいてしまった。

「先生、お帰りな──そ、その人はっ!?」

「大丈夫かよ、怪我してんじゃねえかっ!?」

　テリオスの肩には、背中に三本も矢が刺さった鎧よろい姿すがたの男が担かつがれていたのだ。

「驚かせて申し訳ありません。トリオ君、教材を片付けてテーブルを空あけて頂けますか」

「お、おう。ほらお前ら、早く片付けろ！」

　普段はテリオスに反抗的なトリオも、流石にそんな場合ではないと了解して、動揺する子供達を急せかしながら、教本や筆記用具を片付けていく。

　そうして空いたテーブルの上に、うつ伏せに寝かされた男の顔を目にして、ディーネが驚きよう愕がくの声を上げた。

「タウロスッ!? 　何故こんな怪我を……」

「やはりディーネさんの部下ですよね。見覚えがあります」

　テリオスはそう言って男の右手を摑む。そこには彼が刻んだ誓約の証あかしが浮かんでいた。

「この人、あの時の騎士さんなんですか？」

「はい。何故こんな怪我を負いながら、逃げるようにこの村まで来たのかは分かりませんが」

　ミラの問いに頷いてから、テリオスは壁際に退どいていた子供達の方を見る。

「これからこの方の治療をしますので、申し訳ありませんが、皆さんは外に出ていて貰もらえますか」

「その人、大丈夫なのかよ？」

　皆を代表して問いかけてくるトリオに、テリオスは強く頷き返す。

「私の姿を見た瞬間、安堵したのか気を失ってしまっただけで、命に別状はありません。念のために霊れい薬やくを飲ませておきましたしね」

「そうか、なら大丈夫だな」

　自分達を緑腐病から救ってくれた、あの薬を飲んだのなら心配ないかと、トリオ達は揃そろって胸を撫で下ろす。

　そうして、テリオス、ディーネ、ミラの三人を残して、子供達は村長宅から出ていった。

「さて、色々と気になりますが、まずは治療を済ませましょう」

　テリオスはそう言うと『取り寄せアポート』を唱えて、ミスリルの短剣と傷薬の入った小こ瓶びんを取り出した。

「包帯がありませんね。ミラさん、何か適当な布を持ってきてくれますか？」

「はい」

　ミラは居間から飛び出ていって、かつて村長夫婦が使っていた部屋に向かう。

　そして、洋服棚の中にあった適当な布を摑んで、居間へと駆け戻った。

「これでいいですか？」

「はい、ありがとうございます」

　布を受け取るテリオスの横で、ディーネが男の背に刺さった矢を上手にへし折り、傷口を開かないよう慎重に板金鎧プレート・メイルを剝はがしていく。

「使ってください」

「礼を言う」

　テリオスが差し出したミスリルの短剣を使って、ディーネは板金鎧の下から現れた、革の鎧下着を切り裂いて脱ぬがす。

　そうして、ようやく現れた背中の矢傷を切って開き、食い込んでいた鏃やじりを丁てい寧ねいに取とり除のぞいていった。

「…………」

　ゴブリン退治の時にもっと惨むごたらしい光景を見て慣れたせいか、ミラは怯まず治療の手順を目に焼き付ける。

　そんな彼女の様子に、ディーネは少し驚いたような顔をしながらも、テリオスの差し出した傷薬を男の背中に塗っていった。

「ところで、『治癒ヒール』の魔術は使えないのか？」

「申し訳ありません、そちらは苦手なものでして」

　ディーネの問いに頭を下げてから、テリオスはふとミラの方を見てきた。

「ミラさん、私の代わりに『治癒』をかけて貰えますか」

「えっ、私もそんな魔術は使えませんよっ!?」

「大丈夫です、試ためしてみてください」

　驚いて拒否しようとするミラの背中を、テリオスは優しく叩いてくる。

「この方の傷が治る光景を思い浮かべて、呪文を唱えるだけでいいのです。はい、やってみましょう」

「先生がそこまで言うのなら……」

　ミラは気が進まないものの、男の傷口を見つめて、テリオスが言った通りに想像しながら呪文を唱えてみる。

「『治癒』」

　掌てのひらから白い魔力の光が逬ほとばしり、男の傷口に降ふり注そそいでいく。

　しかし、いくら待っても何の変化も起こらなかった。

「先生、これって……」

「はい、失敗しましたね。何故だか分かりますか？」

　不安がるミラに対して、テリオスは予想通りといった様子で尋ねてくる。

　その問いに対して、彼女は少し考え込んでから答えた。

「傷が治るのを上手く想像できなかったからですか？」

「正解です。より正確に言うと『傷を治せると思い込めなかったから』ですね」

　テリオスは満足そうに頷いて説明を始める。

「前にお話しした通り、魔術の発動には魔力と認識＝強い思い込みが必要です。ミラさんは私の『火炎球フアイア・ボール』を目にしたため、火の玉は生み出せるのだと思い込み、自分でも『火炎球』を使えるようになりました」

「でも、『治癒』は見た事がなくて、できるとも信じられなかったから、失敗してしまったんですね」

「そういう事です」

　よく理解できましたと、テリオスはミラの頭を撫でて褒めてくれた。

「ミラさんが『治癒』を実際に見て、魔術で傷を治せるのだと認識すれば、いずれ使えるようになるでしょう。魔術には相性がありますので、絶対とは言えませんけれどね」

「相性ですか？」

「はい。例えば私は『治癒』を見た事がありますが、上手に使う事はできません」

　テリオスはそう言って、ミラの前に骨の手をかざしてくる。

「この通り、私は骨だけで肉体がありません。そのため、肉体が治るという感覚が分からないのです」

　正確には、忘れてしまったという方が正しいのだろう。

「分からない、理解できないという迷いが生じると、認識がぶれて弱まり、魔術は失敗しやすくなります。ですから、私は治ち癒ゆ系統の魔術が苦手なのです。生命の力で傷を癒いやすのではなく、肉体を物体として弄いじくる『整形オーソピデイクス』の方なら使えるので、少し歪いびつになっても構わないなら傷を塞げますが？」

「遠慮しておく」

　気絶中の男に代わって、ディーネがはっきりとテリオスの申し出を断る。

「というか、人の部下を魔術勉強の教材に使うな」

「ご、ごめんなさい！」

「いや、今のミラさんなら失敗しても、不発に終わるだけで害はありませんから」

　慌てて謝るミラを余よ所そに、テリオスは悪びれた様子もなく説明をする。

　ディーネはそれに溜息を吐きながら、布を切って作った包帯を男の傷口に巻いた。

「それで、このタウロスさんが矢傷を負って、それでもクリオ村に来た理由に心当たりは？」

「ない。私を頼って来たのだろうとは思うが……」

　皆かい目もく見当がつかないと、ディーネは眉間にシワを寄せる。

　そうして、皆で考え込んでいた丁度その時、男──タウロスがゆっくりと目ま蓋ぶたを開けた。

「ここは……うぐっ！」

「落ち着け、焦あせるな」

　急に起き上がろうとして、背中に激痛が走って呻うめいたタウロスを、ディーネが慌てて抱きかかえて、テーブルに腰掛ける体勢に変えてやる。

　そうしてから、彼はようやく目の前にいる人が誰か理解したようで、目を見開いて叫んだ。

「……団長、ディーネ団長っ!?」

「あぁ、私だ」

「よかった、なんとか辿り着けた……いや、それよりも大変な、痛つっ！」

「だから焦るなというのに」

　安堵し、慌て、そして痛みに苦しむと、忙せわしないタウロスを見て、ディーネはつい苦笑を浮かべる。

「ミラさん、この方にお水を」

「はい」

　テリオスに言われて、ミラは水みず瓶がめからコップに水を汲くんできて、タウロスに差し出した。

「どうぞ」

「ありがとう、お嬢さん」

　喉のども渇かわいていたのだろう。タウロスは背中の傷が痛まないように注意しながら、ゆっくりと水を飲み干す。

　それでようやく落ち着いたらしく、重い声で事情を語り始めた。

「団長、大変なのです。ゲラーン宰さい相しようが謀む反ほんを起こしました」

「「……はぁ？」」

　あまりにも予想外な話だったようで、テリオスとディーネは素すっ頓とん狂きような声を上げて固まってしまう。

　そんな彼らに代わって、ミラがおずおずと尋ねる。

「えっと、宰相さんって王様の次に偉い人ですよね？　その人が謀反……王様に逆らったって事ですか？」

「逆らったなんて生やさしいものじゃない。カリュクス陛下を幽ゆう閉へいして、国王の地位を奪ったんだ」

「何だとっ!?」

　国王の名前が出たからか、ディーネが驚愕から立ち直って怒声を張り上げる。

「私の事は嫌っていても、甥おいである陛下の事は可愛かわいがっていると思ったのに……いや、それよりも、何故そのような無法が成功した？　誰かゲラーンを止めなかったのか？」

「そうですね。幼い国王を不安に思う声はありましたが、謀反を許すほど支持を失っていた様子は窺うかがえなかったのですが？」

　テリオスも驚愕から回復して、冷静に疑問を告げる。

　それに対して、タウロスは血を吐くような表情で答えた。

「クリオ村が緑腐病で滅んだのはカリュクス陛下の仕し業わざだと、ゲラーンが告発したのです」

「……えっ？」

　今度はミラが驚きのあまり、氷像のように固まってしまう。

「王様が病気で、私達を殺そうとした？」

「もちろん濡ぬれ衣ぎぬだ、陛下がそのような事をするはずもない。いや、できるはずがない！」

　ミラの言葉を、タウロスはすぐさま否定する。

「陛下はまだ幼く、言っては悪いが何の実権も持ち合わせてはいなかったのだ。だというのに、団長を使ってリッチと共きよう謀ぼうし、二百年も前に絶えたはずの病魔で一つの村を滅ぼすなど、できるはずもないし、やる意味がない！」

「ですよね」

「というか、何の与よ太た話ばなしだそれは？」

　力説するタウロスに、テリオスは深く頷き、ディーネは怒りを通り越して呆れ返った顔で問い詰める。

「陛下のご命令で、私がテリオス殿と共謀したと？」

「はい、国王と聖騎士が国を裏切り、魔物に手を貸したのだと」

「クリオ村を緑腐病で滅ぼした理由は？」

「それは村人を生いけ贄にえにして、邪悪な儀式を行うためだと」

「その儀式とやらを行った目的は？」

「強大な力を手に入れて、自分に逆らう者を服従させるためだとか……」

　答えるタウロスも心底馬鹿らしいと思っているのだろう。

　徐じよ々じよに声が小さくなっていく部下に、ディーネは深く頷いてから、急に激げつ昂こうして叫んだ。

「アホかっ！　そんな話を誰が信じるというのだっ！」

「多くの者は信じておりません。聖騎士として国を守り続けてきた団長が、民を裏切るはずなどないのですから」

「だが、謀反が成功したという事は、少なくとも将軍や貴族達は信じたのだろう？」

「いえ、彼らも信じてはいないのでしょう。ですが、金を積まれたり領地等の利益を約束されて……」

「『我が国王になった暁あかつきには──』とか。俗ぞく物ぶつ共どもめっ！」

　そんなにも忠誠心のない奴らばかりだったのかと、ディーネは情けないと恥じて顔を覆ってしまう。

　そんな団長の痛ましい姿に、タウロスは無念そうに顔を歪めながらも話を続けた。

「クリオ村から王都に戻った我々は、陛下にご報告をする間もなく、第一騎士団の手で拘束されてしまい、そこでゲラーンの謀反を知りました。そして副団長の機転により、何とか私だけ逃げて来る事ができたのです」

「そうか。他の皆は？」

「生きているとは思いますが……」

　部下達の身を案じるディーネに対して、タウロスは苦しげに曖あい昧まいな言葉を返す。

「我ら第二騎士団は、少数なれども皆が騎士──騎馬を持った貴族の次男や三男です。殺せばその家まで敵に回します。宰相もそこまで馬鹿だとは思いたくありません」

「だな」

　ディーネも頷いて応じるが、ミラはタウロスの背中を見て不安を覚える。

（逃げた所を見つかったからだろうけど、この人は矢を射いられて殺されそうになったのだから……）

　他の人達も下手をしたら──と、ミラが悪い想像に囚とらわれたその時だった。

「くくくっ、あははっ、あーはっはっ！」

　黙って話を聞いていたテリオスが急に、可お笑かしくて腹が痛いとばかりに天を仰ぎながら、ゾッと背筋の凍る笑い声を響かせてきた。

「テリオス殿、今はとても笑える気分ではないのだが？」

「失礼致しました。深くお詫わび致します」

　ディーネが静かに怒りを滲ませると、テリオスはすぐ普段の調子に戻り、深々と頭を下げて謝る。

　それから顔を上げ、自分に向かって溜息を吐いた。

「素直な子供達を相手に、憧あこがれの教師生活など楽しんでいたものですから、人の悪意には底がないという事をすっかり忘れていました。今のはそんな自分の愚おろかさを笑ったものです」

「先生？」

　ミラは急に不安になって、テリオスの手を摑む。

　そんな彼女の手を握り返しながらも、決して目を合わせる事はなく、彼はこの世の全てに謝るような声で告げた。

「この村に緑腐病を放ったのは、宰相のゲラーンに違いありません」

「…………」

　驚きすぎたのか、それとも心の奥底では勘かんづいていたのか、ミラはただ言葉が出なかった。

　そんな彼女に代わって、ディーネが一周回って冷静になった声で尋ねる。

「詳くわしく説明願えるか？」

「はい。終わった事だと思っていたので、説明するのを怠っていたのですが──」

　テリオスはそう前置きをして、緑腐病の感染源だったワーラットの事を話した。

「つまり、そのワーラットがゲラーンの差し金だと？」

「そうです。タウロスさんが語ってくださった通り、国王陛下を廃はいして自分が玉座に座るために、全て計画された陰いん謀ぼうだったのでしょう」

「緑腐病を宿した魔物なんてものが、自然発生したと考えるよりは妥当か」

　とはいえ、確実な証拠はないため、半信半疑といった様子のディーネに、テリオスは淡々と推測を語る。

「そもそも、緑腐病の被害が村一つで収まっていた事を訝しむべきでした。本来であればクリオ村の周辺にある村や町が、あと五つは滅びてもおかしくないほど危険な伝染病ですからね」

「確かにな」

「それに──」

　テリオスは一度言いい淀よどみ、ミラの顔を窺ってくる。

　しかし、彼女が遠慮は無用だと首を横に振ると、再び話し始めた。

「緑腐病にかかって助けを求めにきたクリオ村の方々を、王国軍は街道を封ふう鎖さして全員殺したそうですね？」

「……あぁ」

「それなんですが、どうして王国軍はクリオ村に緑腐病が広まった事を知り、事前に街道を封鎖できたのですか？」

「「あっ!?」」

　ディーネとタウロスが揃って声を上げる。冷静に考えると王国軍の対応は早すぎたのだ。

「本来ならば隣の村まで助けを呼びに行って、そこで話を聞いた人が王都へ報告に向かって、といった流れになって、その間に感染が広まっていた事でしょう。なのに、クリオ村と隣村を繋ぐ街道を封鎖していた。まるで緑腐病の件を事前に知っていて、被害が拡大しすぎるのを恐れていたように」

「…………」

「ディーネさん、緑腐病の対策方針を決めて、王国軍を動かしていたのは誰ですか？」

「……ゲラーンだ」

　憤ふん怒ぬの形相を浮かべて、ディーネは吐き捨てるように宰相の名を告げる。

「陛下に村人を見捨てる決断をさせるのは酷こくだと、奴が全て一人で決めていた。殊しゆ勝しようにも泥を被るふりをしておいて、自ら泥を撒まいていたとはなっ！」

「そこまでして玉座が欲しかったのかっ！」

　タウロスも怒りのあまり、背中の痛みも忘れた様子でテーブルを叩く。

「まぁ、欲しかったのでしょうね。カリュクス陛下がいなければ、自分が国王になれていたからこそ余よ計けいに」

　前国王の弟という、玉座に最も近い所にいたからこそ、余計に欲が出てしまったのだろうと、テリオスは溜息を吐く。

（そんなにも国王様っていいのかな……）

　ただの村娘にすぎないミラには、そこまで地位を渇かつ望ぼうする宰相の気持ちが分からない。

　それでも、宰相が己の欲望を満たすために、自分達から家族や隣人を奪った事だけは正しく認識した。

「しかし、陛下におかしな濡れ衣を着せるためだけに、緑腐病を持ち出すとは……」

「いえ、本来はもっと単純な話だったと思いますよ」

　ディーネが苦々しく呟いた言葉を、テリオスは首を横に振って否定する。

「宰相さんにとって一番のイレギュラーであった私が、この村に現れなかった場合を考えれば分かります」

「先生が来なかったら？」

　考えるだけでも恐ろしいが、ミラは懸命に想像してみた。

「私達はみんな病気で死んじゃって、それで……ワーラットが残る？」

「はい、私が倒したワーラットが、クリオ村の付近に残ったままとなりますね」

　よくできましたと、テリオスはミラの頭を撫でてくれる。

「クリオ村の様子を窺いに来た兵士がそれを発見し、急いで報告に戻ったとして、ワーラットの退治には誰が向かう事になるでしょうか？」

「それは──」

「私だ。私しかいない」

　ミラが答えるよりも早く、ディーネが深い溜息と共に名乗った。

「緑腐病を宿したワーラットだろう？　平原ならばともかく、森の中に逃げ込まれたら、普通の兵士をいくら集めたところで、余計な死体を増やすだけだ」

「残念ですが、俺達では無理でしょう」

　タウロスも心底無念そうに、ディーネの意見に同意する。

「ワーラットは厄やつ介かいですからね。あちらはまともに戦う必要もなく、掠かすり傷きずや唾つばを浴びせて病魔を感染させたら、あとは逃げ回るだけでいいのですから、並の人間では手に余ります」

　そう告げるテリオスが、あまりにも簡単に倒してしまったので、つい勘違いしそうになってしまうが、人間にとっては本当に危険すぎる魔物なのだ。

「そして、並ではない聖騎士のディーネさんなら倒せるでしょうが……」

「死ぬな。緑腐病にかかって」

　あっさりと認めるディーネを見て、ミラは少し驚いてしまう。

「ディーネさんでも病気には勝てないんですか？」

「神の血を引くといっても所しよ詮せんは人間だ。半神半人で不死身の英雄・アルカイアですら、最期は毒で死んだというのに、私ごときが毒や病気に勝てる道理もない」

「そうなんですね」

　ディーネほど強い人ですら、人間はあっさりと死んでしまう。ならば、真に死の恐怖がない平和な世界を築くためには……。

　ふと危険な考えが過よぎり、慌てて頭の中から追い出すミラを余所に、テリオスは話をまとめた。

「ワーラットと相打ちになって、ディーネさんは死んでしまう。そうして、失意と自責の念で落ち込んだ国王陛下に、宰相さんは退位を勧すすめて、つつがなく王位を奪い取るつもりだったという事です」

「陛下が退位を呑のまなかったら──あぁ、その時は邪悪な儀式のために魔物と手を組み、緑腐病でクリオ村を滅ぼしただのと難なん癖くせをつけて、謀反を起こすつもりだったのか」

　ディーネは途中で自ら答えに気がついて、憎々しげに顔を歪める。

「そういう事です。本来は予備の作戦だったものを、私という計画外の存在が現れたために、少し無理やりでも流用した結果が今、という事なのでしょう」

　あくまで証拠や証言はないため、テリオスは断定こそしなかったが、それ以外の可能性は考えられなかった。

「貴殿のお陰で知らぬ間に、私の命も救われていたのだな」

「何とお礼を言えばいいのやら……」

　ディーネとタウロスは深く感謝して、揃って頭を下げてくる。

「いえ、ただの偶然ですし、そんな大した事はありませんよ」

「そうそう、骸骨は煽おだてたって木に登らないわよ」

　照れて顎あご骨ほねを掻かくテリオスの頭上に、今まで姿の見えなかった黒猫が急に現れた。

「な、何だこの猫はっ!?」

「メランちゃんです。少し意地悪だけど悪い人じゃないですよ」

「まぁ、人ではないな」

　驚いて跳び上がるタウロスに、ミラが黒猫を紹介して、ディーネが微妙な顔でツッコミを入れる。

　そんな彼女達を余所に、黒猫はテリオスの顔を尻尾で叩いて急かした。

「長話は終わったんでしょ。なら、さっさと行動しなさいな」

「行動って？」

　思わず疑問の声を出したミラの方を見て、黒猫はとびきり悪い笑みを浮かべる。

「決まってるじゃない。宰相に報復をするのよ」

「──っ」

「そうだな、このままゲラーンを放置してはおけん」

　ビクッと背を震わせるミラを余所に、ディーネは怒りに満ちた足取りで玄関へと向かう。

　しかし、それをテリオスが止めた。

「ディーネさん、待ってください」

「──っ!?」

　命令として言葉を告げた事で、『誓約』の効果が発動したのだろう。

　ディーネは急に足を止めたかと思うと、強大な力に抗あらがっているのか、ぎこちない動きで振り返った。

「テリオス殿、いくら貴殿に下ったとはいえ、ゲラーンの奴を放置しろなどという命令は聞けんぞ」

「分かっていますとも。このまま無理やり王都へ向かわれても困りますしね」

　自分の魔術に抗ってここまで動けるディーネの実力と強情さに、テリオスは感心と呆れの混じったような笑みを浮かべる。

「私も同行します。『転移』の魔術を使いますので、歩いて王都に向かうのは待ってください」

「ふっ、そうならそうと言ってくれ」

　早とちりをして無駄に『誓約』の効果を受けてしまったと、ディーネは自じ嘲ちようの笑みを浮かべてから、テリオスの元に戻って頭を下げる。

「ゲラーンに天罰を下し、カリュクス陛下をお救いするために、貴殿の力を貸して頂きたい」

「はい、喜んで」

　これも平和な世界を築くためだからと、テリオスは軽々と了解した。

　そうして、『転移』の魔術を唱えようとした彼のローブを、ミラは強く握り締める。

「ミラさん？」

　驚いて詠唱を止めるテリオスを見上げて、ミラは胸で燃える感情を、ゆっくりと言葉にして吐き出した。

「先生、私も連れて行ってください」

「……駄目です」

　テリオスは虚きよを衝かれて一瞬黙り込んでから、すぐ首を横に振る。

「今回はお留守番をしていてください」

「嫌です、私も行きます」

　ローブを摑んだ彼女の手を、テリオスは優しく剝がそうとしてくるが、ミラは力を込めてそれに抗う。

「私一人くらい増えたって、先生なら大丈夫だって知っています」

　聖騎士のディーネを倒した今、テリオスに敵う者などエリュトロン王国には残っていないはずで、足手まといの子供一人くらいではハンデにもならない。

　そう正論で押し通そうとすると、テリオスは困ったように顎骨を掻いた。

「いえ、足手まとい云うん々ぬんの話ではなくて──」

「ケチケチしないで連れて行ってあげなさいよ」

　黒猫がまた尻尾でテリオスを叩きながら、話に割り込んでくる。

「これもよい社会勉強じゃないの。ねぇ、先生？」

「勉強にも教えて善よいものと悪いものがあるのですよ」

「あんたがどうしても嫌だって言うなら、私が連れていってあげるけれど？」

「……楽しそうですね」

　珍しく積極的な黒猫を、テリオスは苦々しい表情で睨にらみつける。

　それから、強固にローブを摑み続けるミラを見て、諦めた様子で肩を落とした。

「絶対に無茶はしないでくださいね」

「はい」

「分かりました。では一緒に行きましょう」

　深く頷いたミラの手を摑み、テリオスは中断していた『転移』の魔術を唱え直す。

　そうして、眩まばゆい魔力の光に包まれ、浮遊感と目め眩まいに襲われて少しだけ意識が遠のき、ハッと気がついた時にはもう、彼女達は高い石壁に囲まれた巨大な建物──エリュトロン王国の中心に建つ、王城の前に立っていた。
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　厚い雨雲が立ちこめた薄暗い空を見上げて、一人の門番が溜息を吐く。

「この国の未来を暗示してるみたいだな」

「嫌な事を言うなよ。王様が代わって良くなると信じようぜ」

　隣に立つもう一人の門番はそう告げるが、言葉とは裏腹に期待している表情ではなかった。

「陛下とディーネ様が俺達を裏切ったとかありえねえよ。どうせ宰相の陰謀だろう？」

「今はゲラーン国王陛下だ。滅めつ多たな事を言わず黙ってろ」

　将軍や貴族達が従っている以上、下したっ端ぱの自分達にできる事なんて何もないのだと、諦めた顔で同僚の肩を叩く。

　そんな門番達の前に、黒いローブを着た骸骨、有名すぎる聖騎士、そして一人の女の子が立っていたのだが、彼らは全く気がつく様子もなかった。

「『透明化インビジブル』の魔術か？」

「いえ、『認識阻害アンレコグナイザブル』の方です」

　門番達に聞こえないよう、小声で尋ねてくるディーネに、テリオスは普通の声量でそう答える。

「精神に干かん渉しようして、見えてはいるのに頭で認識できないようにしています。なので、大声を出したり殴なぐったりしなければ、気づかれる事はありません」

　そう言いながら、門番達の前を平然と通り過ぎて、城門の中へと入って行った。

「凄すごいですね。目の前を通っているのに、こっちを見もしない」

「奇襲し放題だな。これだから魔術師は怖い」

　テリオスの後に続きながら、ミラは感心の声を上げ、ディーネは溜息を吐く。

「決して万能ではありませんけれどね。あくまで魔術ですから、魔力の反応で魔術師には気け取どられてしまいますし、普通の人でも勘が良くて警戒していれば、違和感から悟られてしまいます」

　テリオスはそう説明しつつ、煌きらびやかな王城を見上げた。

「まずは国王陛下の救出ですね」

「あぁ、陛下を人質に取られると厄介だ」

　ディーネもそう言って、王城の四隅に建つ尖塔を指さす。

「高貴な王族を地下に幽閉するとは思えん。あのどれかに居ると思うのだが」

「そうですね……あそこの最上階でしょうか」

　テリオスは目を細めて四つの塔を見回すと、西に建つ物を指さした。

「根拠は？」

「あそこから二人分の魔力を感じます。国王陛下の監視を任された魔術師と考えるのが妥当でしょう」

「そうか、なら間違いあるまい」

　ディーネも西の塔を見上げて、テリオスほどハッキリとではないが魔力を感じたのだろう。

　堂々と正門から城の中に入ると、西の塔に向かって廊下を進んでいった。

　その後を、テリオスとミラも追いかける。

「見つからないと分かっていても、ちょっと怖いですね」

　こちらに気がつかずに通り過ぎていく兵士や貴族を見て、ミラは不安そうにテリオスの手を握ってくる。

「『馬鹿なライオンよりも、臆おく病びようなネズミの方が怖い』と言いますし、慎重なのは良い事ですよ」

　テリオスはそう褒めつつ、ミラの手を引いて廊下の奥へと向かった。

　城の西隅にある扉を開けて塔の中に入り、何も知らずカードゲームに興じている衛兵達を避さけて、螺ら旋せん階段を登っていく。

　そうして、もう少しで最上階という所で、テリオスは先頭を進むディーネの肩を摑み止めた。

「ここから先に進むと、流石に魔術師達も気がつくでしょう。私が『睡眠スリープ』で無力化しますので──」

「いや、それには及およばん」

　ディーネはテリオスの手を肩から外すと、螺旋階段を飛ぶように駆け上がっていった。そして──

「がはっ」「ぐふっ」

　二発の重い打撃音が響いてきたかと思うと、瞬またたく間まに塔の中は静けさを取り戻す。

　テリオス達が慌てて最上階まで向かうと、平然と佇たたずむディーネの足下に、魔術師らしき二人の男が白目を剝いて崩れ落ちていた。

「こちらの方が早い」

「凄い……」

「これだから聖騎士は怖い、と言っておきましょう」

　感心して思わず拍手を送るミラの横で、テリオスも冗談を言いつつ手を打ち鳴らす。

　ディーネはそれに照れたりもせず、背後にある鉄てつ扉ぴを指さした。

「開けて貰えるか？　こいつらは鍵かぎを持っていないようだし、ウルカヌスで焼き斬ると陛下の身に傷がつくかもしれん」

「はい、お任せください」

　テリオスは頷き『解錠アンロツク』の呪文を唱える。

　すると、物理的な鍵も魔術的な『施錠ロツク』も一瞬で解とけて、鉄扉がゆっくりと開いた。

「あっ、『認識阻害』も解除しないと駄目ですね」

　気がついて魔術を解くのと同時に、狭い部屋の中でベッドに座り込んでいた、女の子のような可愛らしい童顔の少年と目が合った。

「が、骸骨っ!?」

「陛下っ！」

　テリオスの姿を見て悲鳴を上げようとした少年──幼い国王カリュクスに、ディーネが駆け寄って抱きしめる。

「陛下、お怪我はありませんか？　お腹なかが空すいていたりはしませんか？」

「ディーネ……本当にディーネなの？　夢じゃない？」

　心配して体をまさぐってくる聖騎士が、幽閉された不安から生まれた幻だと思ったのだろう。

　頰ほおを抓つねるカリュクスの指を、ディーネはそっと摑み止めた。

「はい、私です。陛下を助けに参りました」

「あぁ、ディーネッ！」

　ようやくこれが現実なのだと理解して、カリュクスはディーネの胸にしがみついて泣きじゃくる。

「叔お父じ上うえが急に、僕が悪いから閉じ込めるって……ディーネは死んじゃったって……っ！」

　裏切られ、助けもなく、このまま処刑されると怯おびえていたのだろう。

　国王の威厳など欠片もなく、顔をくしゃくしゃにして泣くカリュクスを、ディーネも今だけは叱しかったりせず優しく抱きしめた。

「遅くなって申し訳ございません。もう大丈夫です」

「うぅ、ディーネ……」

　そうして、カリュクスが泣き止むのを待つ間、テリオスは気絶した魔術師達を縛り上げていた。

「口の中に布を突っ込んだうえで猿ぐつわを嚙かませておけば、とりあえず呪文の詠唱はできなくなります。もっとも、手て練だれになると無詠唱でも魔術を使えるようになるので、安心しきってはいけません」

「はい」

　こんな時でも忘れずミラに授業をしてから、そろそろ落ち着いた頃合いだろうと、部屋の中に入る。

　すると、泣き止んでいたカリュクスが、彼の姿を見てまた悲鳴を上げた。

「ひっ……まさか、あれは不死王なのっ!?」

「陛下、落ち着いてください。彼奴あやつは敵ではありません」

「味方とは言ってくれないのですね」

　カリュクスを宥なだめるディーネに、テリオスは少しだけ拗すねた声を上げる。

　それから、幼い国王に向かって深々と礼をした。

「初めまして、カリュクス国王陛下。私がクリオ村に現れた件くだんの不死王・テリオスにございます。それと、こちらは教え子のミラです」

「は、初めまして」

　自分より年下で背も低い少年に、ミラは少し緊張しながら頭を下げる。

　そんな礼儀正しい姿を目にして、カリュクスもようやく安堵の表情を浮かべた。

「ディーネの話していた通り、悪い者ではないんだね」

「はい、少なくともゲラーンの奴よりは」

「それは褒められているのでしょうか？」

　首を傾げるテリオスに向かって、ディーネは生き真ま面じ目めな表情で深々と膝ひざをつく。

「テリオス殿、陛下の救出に助力頂き、改めて感謝致す。そして厚かましいお願いだが──」

「宰相さんをとっちめる手助けですね。もちろん協力致しますとも」

　テリオスが先回りして答えると、ディーネは嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「ゲラーンを斬り捨ててくるまでの間、陛下の御おん身みを守ってくれるだけで構わなかったのだがな」

「まぁ、貴方あなた一人でも大丈夫でしょうが、私がいた方が無駄な怪我人も出ないでしょう」

　あと、死人を出したくはありませんから──とは口にしないでおく。

「それで、宰相さんがどこに居るかですが」

「この時間ならば謁えつ見けんの間だろう。盗み取ったばかりの玉座に座りたくて堪たまらんだろうしな」

「そうですね」

　憎々しげに顔を歪めるディーネに、テリオスは頷き返しつつ『認識阻害』の魔術をかけなおして、螺旋階段を下りていく。

　そうして、宰相の元へと向かう間、ミラはずっと表情を隠すように俯いていた。
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　雨が降り出してさらに薄暗くなった謁見の間で、大勢の衛兵に守られながら玉座に座ったゲラーンと、第一騎士団の団長・ケリードン将軍が対面していた。

「陛下。ブース男だん爵しやくを始め、大勢の貴族達が謁見を求めているのですが」

「ディーネの手下であった息子達を解放しろと言うのだろう？　我に従えばすぐにでも解放してやると言っておるだろうに」

　同じ話を何度もするなと、ゲラーンは深々と溜息を吐く。

「邪悪な不死王が天敵たる聖騎士を生かしておくはずもなかろうに、ディーネは敗北したが死んでいないなどと、あいつらは訳の分からん事を繰り返すばかりで──」

「悪かったな、死んでいなくて」

「──うん？　今何か言ったか？」

　ディーネ本人の声が聞こえたような気がして、ゲラーンが思わず周囲を見回したその時であった。

「『封鎖結界ブロケード』」

　低い呟き声と共に、青い光の壁が謁見の間を包み込む。

「な、何だこれはっ!?」

「魔術師の攻撃かっ!?　増援を呼べ！」

　狼狽うろたえるゲラーンを余所に、将軍はいち早く事態を察して、出入り口の近くに立つ衛兵に向かって叫ぶ。

　しかし、扉を開けようと伸ばした衛兵の手は、光の壁にあっさりと弾かれてしまった。

「駄目です、開きません！」

　数人がかりで蹴けり飛とばし、槍やりで突いたりしてみるが、光の壁はびくともしない。

　そうして、完全に閉じ込められたゲラーン達の前で、まるで最初からそこにいたかのように、四人の人物が姿を現す。

「凄い、こんなに大規模な魔術は初めて見た」

　目を輝かせて光の壁を見回しているのは、西塔に幽閉していたはずの幼い国王・カリュクス。

「ここまでされないと誰一人として気づけぬとは、我が国の人材不足は深刻だな」

　呆れと嘆なげきの混じった溜息を吐くのは、死んだはずの聖騎士・ディーネ。

「こんな風に奇襲を許さないよう、常に魔力の流れを警戒する癖をつけましょう」

　不死王・テリオスはこんな時でも呑のん気きに魔術の講義を行い。

「……はい」

　白はく髪はつの村娘・ミラはそれに頷き返しながらも、暗い瞳ひとみで宰相を見つめる。

　そんな四人の姿を目にして、ゲラーンは驚愕の叫びを上げた。

「き、貴様ら、何故ここにっ!?」

「久しいな、宰相殿」

　我が物顔で玉座を汚けがす反徒に向かって、ディーネは皮肉たっぷりの笑みを返す。

「宰相の職務に、玉座を尻で拭ふく事は含まれていなかったはずだが？」

「ぐっ……」

「何をしている、侵入者だぞ。奴らを捕らえよっ！」

　動揺して言い返せないゲラーンを余所に、将軍がいち早く正気に戻って叫ぶ。

　しかし、命令を受けた衛兵達は、震え上がって動く事ができなかった。

「ディーネ様を捕らえるなんて、私達には無理ですっ！」

「それにあの骸骨は、聖騎士様を倒したという不死王なんじゃ……」

　謁見の間を封鎖した結界魔術を目にすれば、テリオスの実力はおのずと知れる。

　この場にいる十数人の衛兵どころか、城内の兵士全員が束になったところで、彼らには傷一つ付けられないという事実を、誰もが恐怖と共に理解してしまった。

「不ふ甲が斐いない……っ！」

　身動き一つできない衛兵達を目にして、将軍は自ら腰の剣を引き抜く。

　彼も勝機がない事は分かっているが、王国軍を任された者としての矜きよう持じが、無抵抗のまま降伏する事を許さないのだろう。

　テリオスはその気き概がいに感心しつつ、無益な負傷者を出さないために呪文を唱えた。

「『拘束バインド』」

　光の鎖が無数に現れて、将軍だけでなく、ゲラーンを除く全員の体を縛り上げる。

「うぐっ……」

「ケリードン将軍、貴殿にも言いたい事が山ほどあるが、それは後にしておこう」

　ディーネは呻く将軍の横を通り過ぎ、腰の鞘さやから神剣を抜き放って、青い顔で玉座から立ち上がるゲラーンに突きつけた。

「王族だろうと謀反は死罪だ。覚悟はできているだろうな？」

「……ふ、ふざけるなっ！」

　凍こごえるような殺気を浴びせられて、ゲラーンが急に怒声を張り上げる。

「謀反だと？　国を裏切ったのは貴様らの方ではないかっ！」

「魔物と結けつ託たくして邪悪な儀式がどうだのと、まだ下らん世よ迷まい言ごとを口にするつもりか」

「そんな事ではない！」

　ディーネの呆れ果てた言葉を否定して、ゲラーンは無言で見守っていたカリュクスを指さす。

「無能な我が甥こそが、エリュトロン王国を裏切っていると言っているのだっ！」

「遺ゆい言ごんはそれで終わりか？」

「誤ご魔ま化かすな！　此こ奴やつが王の器でない事は、貴様とてよく分かっているであろうっ!?」

「…………」

　口を閉じるディーネの態度を肯定と捉とらえたのか、ゲラーンは勢いを増して言い立てる。

「兄が死に、此奴が王の座を継ついでから、いったい何を行った？　何一つしていない。全て我や他の者達が働いて、この国を支えてきたのだっ！」

「それが臣下の務めであろうが」

　幼い国王の代わりに政務を行う。それが宰相の職務であり、兄である前国王から託された願いである。

　それを裏切っておいて下らん言い訳をと、一歩前に出るディーネに対して、ゲラーンは退ひかずに叫び続ける。

「未熟であっても獅し子しの子ならば、我らも喜んで仕えたであろう。だが、此奴は勇猛な兄とは似ても似つかない、貴様の背に隠れて震えるだけの、臆病なウサギではないかっ！」

「そうだ」

　将軍も縛り上げられたまま、ゲラーンの意見に賛同する。

「カリュクス様はお優しく善良なお方だ。しかし、王の器ではない。弱腰の子供が王のままでは、いずれこの国が滅ぼされてしまう」

「だから、ゲラーンと共に謀反を起こしたのですか？」

「そうだ」

　ディーネの問いにも、将軍は素直に頷き返す。

　見回せば、衛兵の幾人かも同意を示していた。

「陛下、このように言われていますが？」

「うぅ……」

　テリオスが反論を促うながしてみるが、カリュクスは悲しそうに涙を浮かべるだけであった。

「ほら見ろ。誰もが此奴に任せておけぬと不安を抱いていた。だから、我がこうして立ったのだし、貴様以外の誰一人として、それを邪魔しようともしなかったのではないかっ！」

「…………」

　ディーネは苦々しい表情で押し黙る。彼女が留守にしていたとはいえ、ゲラーンの謀反がこうも簡単に成功したのが、カリュクスの人徳不足というのは、残念ながら事実であるからだ。

「分かったか？　この国のためを思うならば、貴様はその神剣を置いて、我が甥と共にどこぞへ消え去るがいいっ！」

　見逃してやると、いつの間にか上からの態度になって、ゲラーンは横おう柄へいに言い放つ。

　それに対して、ディーネが溜まりに溜まった怒りを爆発させる前に、テリオスは歯をカタカタと鳴らして笑った。

「はははっ、実に口が回るお方だ。国王や宰相よりも道化を目指した方が良かったのでは？」

「貴様っ！」

　テリオスの挑発に対して、ゲラーンは怒声を張り上げる。

　だがそれだけで、前に出てくる事はない。それが彼の限界であった。

「さて、僭せん越えつながら指摘させて頂きますが、カリュクス陛下に王の素質がない事と、貴方が謀反を起こして玉座を奪う正当性、この二つには何の関連性もないのですよ」

「何っ!?」

「いえね、国王が馬鹿なくせに行動力だけはあるという、一番質たちの悪い無能だとしたら、謀反も仕方がなかったと思いますよ。けれども、カリュクス陛下は違うでしょう？」

「うぐっ……」

　ゲラーンは咄とつ嗟さに言い返せなかった。それが答えである。

「貴方が称しようしたように、カリュクス陛下は臆病なウサギなのでしょう。住処すみかと食事、あとは寂しくて死なないように、綺麗なお姉さんを与えておけば、何の不満も言わないでしょうね」

「陛下を色しき魔まのように言うな」

　その綺麗なお姉さんことディーネが、自分の事だと気がつかずに文句を告げた。

　テリオスはそれに苦笑を返しつつ、ゲラーンに向かって語り続ける。

「臆病で無能かもしれませんが、同時に無害極まりないウサギなのです。宰相が裏から操る人形として、これほど最適な人材はいませんよ」

　カリュクスが成人しても変わらず、ゲラーンが宰相として実質的なトップに君くん臨りんし続ける事は、わりと簡単であったはずだ。

「表に立って糾きゆう弾だんされる事なく、裏から全てを牛ぎゆう耳じる。イイご身分ではないですか。いったい何がご不満だったのですか？」

「くっ……」

「あぁ、言わずとも結構です」

　追い詰められて一歩後ずさるゲラーンに向かって、テリオスはほんの一瞬、生前の冷酷な口調に戻って告げた。

「そんなにも玉座が欲しかったのだろう？　村を一つ潰してでも」

「──っ」

　テリオスの背後から、ミラが怒りのあまり歯を嚙みしめる音が響いてくる。

　だが、今はそれを聞かなかった事にして、彼はゲラーンを睨み続けた。

「緑腐病を宿した魔物を使って、国民を百人近くも殺して、国防の要かなめたる聖騎士の殺害を目もく論ろんだ時点で、国のためなんて言っても何の説得力もないのですよ」

「おのれ……っ！」

　自分の企たくらみも本心も全て見抜かれて、ゲラーンは憤怒の表情で唸うなり声ごえを上げる。

　それを見て、テリオスはやれやれと肩を竦すくめた。

「駄目じゃないですか、そこは否定しないと。皆さん薄々気がついていたとはいえ、これで確信してしまいましたよ？」

「……はっ!?」

　ゲラーンも一拍遅れて気がついたが、既に手遅れであった。

「クリオ村に緑腐病をばらまいたのは、ゲラーン様の仕業だったのかっ!?」

「カリュクス陛下とディーネ様が、そんな事をするはずがないと思っていたが……」

「馬鹿者め」

　真実を知った衛兵達は揃って動揺の声を上げ、元から察していた様子の将軍は、ただ失望の舌打ちを鳴らす。

「貴殿、意外と性格が悪いのだな」

「どこぞの化け猫に鍛きたえられていますので」

　軽口めいた言葉ながら、賞賛と礼を告げてくるディーネに、テリオスは苦笑を返す。

　いつの間にか姿を消していたが、どうせどこからか観戦しており、楽しそうに性悪な笑みを浮かべているのだろう。

　そんな黒猫の顔を頭から振り払い、テリオスはゲラーンに向かって最後の通告をする。

「さて、貴方が私利私欲の簒さん奪だつ者しやという事も判明しましたし、大人しく降参して頂けますか？」

「……ふっ」

　追い詰められて青い顔をしていたというのに、ゲラーンは急に笑みを浮かべる。

　そして、右手に塡はめていた金の指輪を掲げて叫んだ。

「現れよ、神の車輪スローネッ！」

　指輪から放たれた膨大な魔力が、空中に亀裂を生じさせ、そこから一体の怪物が浮き出てくる。

「何だ、これは……っ!?」

　それは数多あまたの魔物と対たい峙じしてきたディーネですら、見た事も聞いた事もない形をしていた。

　燃えさかる四枚の翼が集まり、車輪のように回転し続けている。

　顔も手足もなく、動物どころか精霊や死し霊りようのようにすら見えず、まるで意思というものが感じられない。

　女王の命令に従うだけの働はたらき蜂ばちか、むしろ水車のような機械に近い、どこまでも無機質な力の結晶だった。

「スローネ……」

　どこかで名前を聞いたような気がして、考え込むテリオスを怯えていると勘違いしたのか、ゲラーンは勝ち誇った笑みを浮かべる。

「好き勝手言ってくれたが、ここで貴様らが消えれば関係ない。いや、甥だからと慈じ悲ひなどかけずに、最初からこうするべきだったのだ」

　ゲラーンは怯えるカリュクスを睨み、燃える翼の車輪──スローネに向かって命じる。

「さあ、この場にいる私以外の全員を焼き殺せっ！」

「何っ!?」

　口封じのために自分達まで殺すつもりだと知って、将軍や衛兵達が悲鳴を上げる。

　そして、スローネの回転が勢いを増し、翼から炎が放たれようとした瞬間──

「『氷の壁アイス・ウオール』」

　テリオスが唱えた魔術により、突如として現れた巨大な氷の塊かたまりが盾となって、スローネの炎を遮った。

「えっ、あの不死王が俺達を守ってくれた……？」

「ディーネさん」

　驚き固まる衛兵達の視線を余所に、テリオスは聖騎士に呼びかける。

　もっとも、その前に彼女は動き出していた。

「猛たけろ、ウルカヌス」

　握り締めた神剣を赤熱化させながら、宙に浮かぶスローネに向かって跳びかかる。

「馬鹿め、燃える車輪に炎など効くものかっ！」

　だから、万が一ディーネと戦うはめになった時のために、これを取っておいたのだと、ゲラーンは嘲あざ笑わらう。

　しかし、ディーネは躊躇ためらうどころか、足の裏から炎を噴射し、さらに加速してスローネに斬りかかった。

「せいやっ！」

　燃えさかる翼の車輪に、赤熱化した神剣が叩き込まれる。

　両者が拮きつ抗こうしたように見えたのは僅わずか一瞬。気がついた時にはもう、スローネは真っ二つに切り裂かれていた。

「なっ……っ!?」

「炎神ウルカヌスの炎が、火の魔物ごときを焼き斬れぬと思っていたのか」

　ディーネは赤い髪を優雅になびかせながら着地し、絶句するゲラーンに向かって高々と言い放つ。

　そんな彼女の背後で、両断されたスローネは四散して、光の粒となって消え去った。

　その光景は幻想的で美しく、つい見み惚とれていたミラの足下に、黒猫が急に現れる。

「あらあら、もう終わっちゃったのね。まぁ、主あるじも信仰も失った使徒の残ざん骸がいなんて、骨こつ董とう品ひんのわりには頑張った方かしら」

「メランちゃん？」

「貴方は何を知って──いや、後にしましょう」

　物知り顔の黒猫を問い詰めたかったが、テリオスはそれを中断して玉座の方を見る。

　そこでは、切り札を失って崩れ落ちたゲラーンに向かって、ディーネが神剣を振りかぶっていた。

「ま、待て、我を失えばこの国は立ち行かぬぞっ!?」

「冥界で前国王陛下に詫わびろ、ゲラーン」

　無様な命いのち乞ごいなどには耳を貸さず、ディーネは神剣を振り下ろそうとする。

　だがそれよりも、テリオスが静かに命じる方が早かった。

「ディーネさん、止めてください」

「──っ、何のつもりだ？」

　誓約の魔術が発動し、剣を振りかぶった体勢のまま固まりながら、ディーネは怒りに満ちた声を絞り出す。

「まさか、この逆賊を殺すななどと言うつもりではあるまいな？」

「はい、ゲラーンさんを殺さないでください」

「ぐっ……！」

　重ねて命令を受けて、ディーネの腕が彼女の意志に反して剣を下ろす。

　だがそこまでで、剣を鞘に収める事までは従わなかった。

「テリオス殿、二度と人を殺さないという、貴殿の誓いは分かっているが、今回ばかりは従えん。此奴の首を取り、陛下のあらぬ悪評を晴らす以外に、此こ度たびの事態をどうやって収束させられる？」

「まぁ、それが一番早くて確実ですね」

　怒りに任せた暴言ではなく、冷静に状況を見据えた意見だけに、テリオスは素直に頷き返す。

「しかし、ご本人が仰おつしやっていたように、宰相さんを失うと国政が立ち行かないのでは？」

「…………」

　ディーネは黙り込んで答えるのを拒こばむ。彼女が先程言っていた通り、エリュトロン王国は人材不足なのだろう。

　そして、前国王が亡くなってからの一年余り、ゲラーンは確かにこの国を支えてきたのだ。

「野心が強すぎましたが、宰相として無能という事はないでしょう。カリュクス陛下に二度と逆らえないように、私が『誓約』をかけますので、それでこき使うのが国のためではないでしょうか？」

「だが、それでは陛下が国を裏切ったなどという、此奴が流した悪評を晴らす事ができぬ」

「そこは別の真犯人を用意するという事でどうでしょう？　宰相さんも騙だまされていたと罪を謝罪し、それを陛下が寛かん容ように許したと示せば、国民達からの支持も回復しますよ」

「……いや、やはり駄目だ」

　ディーネは少しだけ考え込んだが、すぐに首を横に振る。

「罪には罰が下ると示さねば、今以上に皆が陛下を軽んじて、第二第三のゲラーンを生み出すだけだ。時として恐怖で縛らねば国はまとまらぬと、貴殿ならば分かっているだろう？」

「えぇ、嫌というほど」

　噓うそで誤魔化しても意味がないため、テリオスは頷く他になかった。

「それでも、私は宰相さんを殺したくはないのです」

　二度と人を殺さないと誓ったのだ。自分だけに限らず、誰かが殺そうとしているのもできる限り止めたい。

　そんな思いを込めて、ディーネと睨み合っていたその時だった。

「弁護は出尽くした？　なら、判決はそれに最も相応ふさわしい人物に任せましょうか」

　背後から黒猫の楽しげな、だが底冷えのする声が響いてきて、テリオスは慌てて振り返る。

　そこには、タウロスの手術に使ったミスリルの短剣を、いつの間にか小さな手に握り締めていたミラが、白い髪とは真逆の黒い憎ぞう悪おを燃やして立っていた。





　　　　◇






　宰相を殺すべきだというディーネの理屈も、殺すべきではないというテリオスの理屈も、どちらも政治など知らないミラにとっては、難しくてよく分からなかった。

　それでも頑張って理解して出た結論は、どちらを選んでも良い面と悪い面があるという事だった。

　この場合、どれだけ頭を捻ひねって考えても、算数の問題とは違って、絶対に正しい正解なんてものは出ないのだろう。

　ならば、あとは好みの問題──感情に任せるしかない。

「…………」

「ミラさん、駄目です」

　宰相に向かって無言で歩き出した彼女の前に、いつになく慌てた様子でテリオスが立ちはだかる。

「駄目です、宰相さんを殺してはいけません」

　その理由について、彼は既に語り尽くした。だから、ミラも何故とは問わない。

　ただ、黒く燃える胸とは裏腹に、氷のように冷たい頭が静かに言葉を紡つむぐ。

「先生、私に言いましたよね。『人に武器を向ける時は、相手を殺す覚悟と、自分が殺される覚悟をしなければなりません』って。なら、お母さん達を殺したこの人は、殺される覚悟が済んでいるんですよね？」

「それは……」

　自分が教えた言葉だけに、テリオスはとっさに言い返せずに口ごもる。

　そんな彼の困った顔を、ミラは静かに見上げた。

「私、先生が言っていた、人が病気や戦争で死んだり殺されたりする事のない、千年続く平和な世界っていうのが、本当に素敵だと思ったんです」

　その気持ちは今も何一つ変わらない。

「だから、先生と戦っていた時に、ディーネさんが凄く怒っていたのが、あの時はよく分かりませんでした」

　遠くから観戦していたため、ほとんどの会話は聞こえなかったが、それでもディーネの怒鳴り声は風に乗って少しだけ耳に届いていた。

　──一人も殺さずに統一国家など築けるものかっ！

　誰も殺さずに平和な世界を目指す。そんな素晴らしい夢を不可能だと責める聖騎士に、あの時はむしろ反感を抱いていた。

　けれども間違っていた。何も分かっていなかったのはミラの方だったのだ。

「先生、私ね、あの人を殺したい」

　呆然と座り込んでいるゲラーンを見つめて、彼女は偽りのない殺意を口にする。

「緑腐病にかかった時、熱くて痛くて、死ぬのが怖いのに、いっそ死にたいくらい苦しかった……そんな思いを、お母さんや村のみんなもしていたんですね」

　今朝、夢で母親の痛みと想いを直じかに知ったからこそ、より深く皆への罪悪感と感謝が募つのる。

「みんな苦しかったのに、私達を助けようと頑張ってくれて、なのに……」

　殺されたのだ。村に緑腐病をばらまいておきながら、自分達は感染しないようにするため、王国軍に命じたゲラーンのせいで。

「私のお母さんも、トリオ君家ちのおじさんもおばさんも、怒りん坊のボルおじさんも、結婚したばかりのカルポお兄さん達も、生まれたばかりのマルガリタちゃんも……みんな、みんな、この人が殺したんですっ！」

　ミラは憎悪に瞳を燃やして、黒猫から手渡されたミスリルの短剣を、ゲラーンに向かって突きつけて叫ぶ。

「何で、何でみんなを殺したのっ!?　何でそんな事ができたのっ!?」

「わ、我は……」

「そんなにも王様になりたかったのっ!?　王様ってそんなにも良いものなのっ!?　分かんない、分かんないよっ！」

　激情のあまり敬語など忘れて、年相応の子供らしく泣き叫ぶ。

　そして、溢あふれる涙もそのままに、手の中にある凶器をより強く握り締めた。

「だから私は、あの人を殺したい」

　支し離り滅めつ裂れつで文脈が崩壊している。けれども、この胸を焦がす殺意だけは本物だ。

　だから、ミラは前を塞ぐテリオスを押しのけて、憎む相手の元に向かおうとする。

　そんな彼女の肩を、骨の指が摑み止めた。

「駄目です。あの人を殺せば、今度はあの人の妻や子供がミラさんを憎む。そして、あの人の妻や子供にミラさんが殺されれば、今度はトリオ君達が憎しみに支配されてしまう。そうして、殺し合いが延々と続いてしまいます」

「だから、先生は二度と人を殺さないと誓ったんですね」

「はい。殺し続けた先に平和は訪れないと、自分が殺されてようやく理解したのです」

「そうだったんですか」

　テリオスの死因を打ち明けられて、彼の事がまた一つ理解できて、ミラは少しだけ微笑む。

　だからといって、宰相に対する憎しみが消えるはずもない。

「なら先生、お母さん達を殺された私はどうすればいいんですか？」

「忘れてください」

　ミラの問いに、テリオスは一瞬の迷いもなく答えた。

「美味しい物を食べて、面白い物語を聞いて、皆と一緒に遊んで、時には勉強をしたり、魔術を学んだり、好きな事を沢山して、幸せになって、その憎しみを忘れてください」

「許せ、とは言わないんですね」

　少し意外で驚くミラに、テリオスは深く頷き返す。

「人間は神ではないのです。全ての人を愛する事も、罪を許す事もできません」

「神々だってそんなに博愛でも寛容でもないけれどね。いや、一ひと柱はしらだけいたかしら？」

　見てきたように語る黒猫を無視して、テリオスはミラの両肩を摑んでくる。

「貴方から大切な人達を奪った宰相さんを、一生許さなくて構いません。ただ、忘れて幸せに生きてください」

　憎しみを生む者の事など頭の中から消して、過去を振り返らずに未来を見つめて生きる。何と素晴らしい言葉だろう。けれども──

「できないよ、先生」

　ミラは両目から涙を零こぼしながら、肩を摑むテリオスの手を振り払った。

「だって、ここで殺さなかったら、あの人は生きていくんでしょ？」

　彼女の母親達は殺されて、もうこの世にはいないのに。

「美味しい物を食べて、面白い話を聞いて、家族と一緒に遊んで、笑って生きていくんでしょう？」

　自分が殺した者達の事など忘れて、面白おかしく生きていくのだろう。

「そんな事、絶対に忘れられません」

　ミラが生きている限り事あるごとに思い出して、憎悪の炎は消えずに燃え上がり、いずれ殺意に至いたるだろう。

　手を血で汚すのが今か明日か何年後か、それだけで結末は何も変わらない。

「だから、私はあの人を殺します」

　ミラは改めて短剣を握り締め、宰相に向かって歩き出す。

「ひっ……！」

「往おう生じよう際ぎわが悪い」

　子供とは思えぬ殺気に当てられて、悲鳴を上げて逃げようとしたゲラーンを、ディーネが羽は交がい締じめにして捕まえる。

　そして、宰相の無防備な胸をミラの方に向けた。

「私が手を下したかったのだが、村の生き残りである君ならば仕方があるまい」

「ごめんなさい」

　子供に人殺しはさせられないと、綺麗事で反対されるかと思っていたミラは、意外に思って驚きながらも謝罪する。

　そんな彼女に向かって、ディーネは真面目な顔で重々しく告げた。

「戦場では、命のやり取りをする場では、年齢など関係ないからな」

「……はい」

「胸を突くなら刃はを横にしろ。そうすれば肋ろつ骨こつに阻はばまれない」

「はい」

　子供と見下さず、一人の人間として認めてくれたディーネの助言に、ミラは感謝して短剣を構え直す。

「や、止め──」

　ゲラーンはこの期ごに及およんで命乞いをしようとしたが、ディーネの掌が口を塞いでそれを阻む。

　あとはその心臓に短剣を突き立てるだけで、ミラの復讐は終わる。

　大切な人達を殺した仇かたきをこの世から消す事で、ようやく憎しみを忘れられる。

　けれども、最後の一歩を踏み出そうとしたミラの背に、テリオスの静かな声が響いてきた。

「貴方が人を殺あやめたら、私は夢を諦めます」

「……先生？」

　ミラはその言葉を無視できず、振り返ってしまう。

　そんな彼女を、テリオスは責めたりせず、ただ優しい瞳で見返してきた。

「私は貴方の先生ですから、教え子が人を殺したのなら、私が人を殺したのも同然です。だから、人を殺さずに平和な世界を築くという、私の生き甲斐を諦めます」

「先生っ!?」

「いや、既に死んでいるから死に甲斐ですかね？」

　悲鳴じみた声を上げるミラに向かって、テリオスはこんな時まで冗談を言って笑う。

　けれども、その目はどこまでも本気だった。

「でも、それを諦めたら、先生は……」

　人殺しを容認して平和な世界を目指すのか？　いや、おそらく違うだろう。

　それはきっと失敗したのだ。だから、彼は不死者になってまで、人を殺さずに大陸の統一を目指すという、茨いばらの道を選んだ。

　生き甲斐を失敗して、死に甲斐まで諦めてしまったら、彼はもう──

「そんなの嫌ですっ！」

「なら、その短剣を捨ててください」

　思わず叫ぶミラに向かって、テリオスは白い骨の手を差し出してくる。

「憎しみを忘れて、私と共に笑って生きましょう」

　これは優しさの形をした脅迫だ。復讐を諦める──もういない死者への想いを捨てて、今ここにいる不死者への想いを選べという、残酷な二者択一。

「先生は卑ひ怯きようですっ！」

「はい、知っています」

　この脅迫がどれほど惨い行為か自覚しているのだろう。

　ミラの罵ば声せいを受けても、テリオスは自分の信念を変えなかった。

「申し訳ありませんが、私は二度と人間を殺さないと誓ったのです」

　初めて出会った夜と同じ言葉を改めて告げる。

　けれども、そこに込められたのが無私の善意などではなく、どうしようもない身勝手エゴだという事を今は知っている。

　それでも、苦しむ彼女を救って、また生きて笑えるようにしてくれたのは、間違いなく彼なのだから。

「先生を裏切れません」

　恩を仇あだで返したくない──いや、ただ彼に嫌われたくなかったのだろう。

　ミラの固く握り締めていた手が解けて、ミスリルの短剣がこぼれ落ちる。

「でも、それでも、許せないんですっ！」

　自分から大切な人達を奪った宰相が、のうのうと生きていくなんて許せない。

　それを許してしまったら、いつかテリオスまでも憎んでしまう。それが怖い。

　だから、ミラは溢れる涙で喉を詰まらせながら懇こん願がんした。

「この人を殺さずに、殺してください」

　矛む盾じゆんしている。自分でも何を言っているのか分からない。

　けれども、テリオスは彼女の涙を骨の指で拭い、青い炎のような目を細めて、微笑みながら頷いてくれたのだった。
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　良く晴れたその日、王都の中心にある広場には、大勢の国民達が詰めかけていた。

　そして、皆が不安に満ちた表情で、木で組まれた高い台──処刑台を見つめる。

「カリュクス陛下がついに処刑されるのか？」

「そんな、いくら罪人だからって、まだ十一歳の子供を、しかも実の甥おいを殺すだなんてっ!?」

「だいたい、村を滅ほろぼしたとかって罪からして、宰さい相しようの捏ねつ造ぞうだろうに……」

　胸を痛めながらも何もできない、非力な自分達を嘆なげく国民達を余よ所そに、王城の方から王国軍の一団がやってくる。

　だが、その先頭に立つ騎士の姿を目にした瞬間、人々は驚きよう愕がくに目を見開いた。

「ディーネ様っ!?　亡くなられたはずじゃ……」

「魔物に殺されたって話は、やっぱり噓うそだったんだっ！」

　神の血を引く王国の守護者、赤髪をなびかせた凜り々りしいディーネの姿を目にして、人々は歓声を上げる。

　そして、彼女が縄で引きずる人物を目にして再び驚愕した。

「ゲラーンだとっ!?」

　数日前に幼い国王カリュクスを追い落とし、新たな国王となったばかりの宰相ゲラーンが、両手を縛られた罪人の姿で引きずられてきたのだ。

「ど、どういう事なんだ……」

　動揺する国民達を余所に、ディーネはゲラーンを処刑台に引きずり上げる。

　そして、注目する人々に向かって、魔力で強化された大声で語りかけた。

「皆はこの男の口から、カリュクス陛下が国を裏切り、恐るべき病魔を振りまいたなどと耳にしたであろう。だが、それは全て偽いつわりである。何な故ぜなら、このゲラーンこそが玉座欲しさに、クリオ村を緑りよく腐ふ病びようで滅ぼした張本人だからであるっ！」

「何だってっ!?」

　驚きざわめく人々に向かって、ディーネは一から事情を説明した。

　ゲラーンはカリュクスを下して王となるために、邪魔となる聖騎士の排除を目もく論ろむ。

　そして、緑腐病を宿した魔物を使い、クリオ村を滅ぼす事で、ディーネをおびき出して病気で殺そうとしたのだ。

「私が魔物を倒しに向かった間に、この男は恥知らずにも謀む反ほんを起こし、カリュクス陛下から玉座を奪い取った。だが奴にも誤算があった。この通り、私は死ななかったのだ！」

「おぉ、流石さすがはディーネ様っ！」

　悠ゆう然ぜんと胸を張る聖騎士を見て、人々は一いつ斉せいに歓声を上げる。

「その時に知り合った、放浪の魔術師の助力もあって、私は囚とらわれていた陛下を救い出し、この逆賊めの罪を暴あばいたのである！」

　悪党を退治し、囚とらわれの姫を救い出した正義の騎士──性別など細部こそ異ことなるが、誰もが知っており憧あこがれる物語のような活躍である。

　だからこそ、ディーネの話を聞いた国民達は、大して疑いもせずに受け入れた。

　現実はもっと複雑で、不死王ノーライフ・キングが絡からんでいたなどとは考えもしない。

「我欲のために国王陛下を、血の繋つながった甥を裏切り、あまつさえ守るべき国民を殺したこの男に、相応ふさわしき罰は何かっ!?」

　ディーネの問いに対して、人々は一斉に怒鳴り声で答える。

「処刑だ！」「殺せ！」「絶対に許すな！」

　騙だまされた怒りだけではない。集まった人々の中には、クリオ村に友人や親戚が住んでいた者達もいたのだ。

「よくも伯お父じさんや伯お母ばさんを……っ！」

「殺された皆の分まで、苦しめて殺せっ！」

　憎ぞう悪おが殺意の津波となって、震え上がるゲラーンに叩きつけられる。

　そんな国民達を見て、ディーネはほんの一瞬だけ複雑な表情を浮かべながらも、すぐさま険しい表情で神剣を引き抜いた。

「悪あしき者には天の裁きを。猛たけろ、ウルカヌス」

　ディーネが神剣を赤熱化させる横で、二人の騎士が暴れるゲラーンを押さえ付けて首元を晒さらす。

「炎神の刃やいばにかかる名誉を、カリュクス陛下の慈じ悲ひと胸に刻きざみつけ、冥界へと下るがいい！」

　最後の口上と共に神剣が振り下ろされて、前国王の弟で宰相だった男の首が宙に舞う。

　刃の炎で傷口が焼かれたために、惨むごたらしく赤い血が噴き出す事はない。

　ただ、胴体から斬り離された頭がゴロリと処刑台の下に転がって、集まった人々は一斉に歓声を上げるのだった。

　そうして、宰相ゲラーンが──そうとしか見えないモノが処刑された光景を、その中年男は群衆の中で呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

「馬鹿な……」

　思い出したくもない仕打ちを受けて、牢ろう屋やに幽ゆう閉へいされていた所を、ようやく釈しやく放ほうされて広場に連れて来られたかと思えば、目にしたのが今の光景である。

　騎士の一人が拾い上げて、沸わき上あがる観衆に見せつけている斬り落とされた頭。

　その顔は、かつて男が鏡を覗のぞけば映っていたものと寸すん分ぶんの違いもなかった。

「我が、死んだ？」

　男は思わず自分の首を触るが、当然それは胴と繋がったままである。

　ただ、首の上にあるのは、処刑された宰相とは似ても似つかない顔であった。

　そんな呆然と立ち尽くす男を余所に、ディーネは国民達の歓声に一通り応えると、付き添いの騎士達に遺体の片付けを命じて撤てつ収しゆうを始める。

　集まっていた人々も公開処刑を見終えて、少しずつ解散していった。

「ゲラーンめ、とんでもない悪党だったな。今までも裏で相当悪さをしていたに違いない」

「あんな野郎が国王のままだったらと思うと、怖おぞ気け立つぜ」

「でも、あいつは死んだんだ。これでこの国も良くなるに違いない」

　死んだ宰相を罵ば倒とうしながら、人々は晴れやかな顔で自宅や仕事場に戻っていく。

　そう、彼らにとって、エリュトロン王国にとって、宰相ゲラーンは死んだのだ。

　一人で呆然と立ち尽くす、名も無きその男を除のぞいて。

「ま、待て、我は、我は死んでいない！」

「うん？」

　急に叫び出した男を見て、帰ろうとしていた青年の一団が足を止める。

「おっさん、どうしたんだ？」

「我は、我こそが──」

　青年達に向かって、男は己おのれの名前を告げようとした。

　だがその瞬間、全身が石のように硬直して言葉が出なくなってしまう。

　そういう『誓約ギアス』をかけられたのだ。あの恐ろしい不死王によって。

「あ、がっ……」

「何だ？」

「酔よっ払ぱらってんだろ。俺達も祝杯を挙あげようぜ」

　溺おぼれた魚のように口を開閉する男の姿に、青年達は不ふ審しんそうに首を傾かしげつつも、すぐに背を向けて去って行く。

　他の人々も同様だ。宰相のように豪華な服を着ているわけでもなく、どこにでもいる庶民の格好をした中年男など気にも留めない。

　そう、彼は庶民なのだ。かつての地位も、顔も、名前も失った以上、誰もが男を庶民としか見なさない。

　まして、かつての彼は先程公式に死んだのだ。その名を自分で告げる事も、誰かに呼ばれる事も、未み来らい永えい劫ごうありえない。

「我は、我はぁぁぁ───っ！」

　命以外の全てを失って絶叫する男を、周りの人々は不審げに眺めながらも、関わり合いになるのを避けて通り過ぎていく。

　そうして、人の波が去った頃には、男の姿も街のどこかへと消えていったのだった。





　　　　◇






　宰相ゲラーン──数日前に事故死した男性の遺体を『整形オーソピデイクス』で作り替え、『屍肉人形の創造クリエイト・フレツシユゴーレム』で動くようにした偽物が、ディーネの手で処刑される一部始終を、テリオスとミラ、そして黒猫の三人は王城の最上階から眺めていた。

「これで宰相さんは死にました。あの人は生きていますが」

　ミラの要望通り、ゲラーンを殺さずに殺したと、テリオスは静かに告げる。

「顔も名前も奪われて生きろなんて、酷ひどい拷ごう問もんよね。いっそひと思いに殺してやった方が慈悲ってものよ」

　黒猫がまるで同情しているような事を告げるが、顔が心底楽しそうに笑っているので台無しであった。

　そんな二人を余所に、ミラは黙って広場を眺め続ける。

「…………」

「満足しましたか？」

「……はい」

　テリオスの静かな問いに、ミラは小さく頷き返す。

　とはいえ、本心から全て納得したわけではあるまい。

　死よりも辛つらい罰を受けたとはいえ、殺したいほど憎い相手が生きているのだ。そう簡単に許せるものではない。

　ただ、彼女はもう忘れると決めたのだろう。広場のどこかにいる男を探したりはせず、テリオスの方を見つめてきた。

「先生はこれからどうするんですか？」

「う～ん、それが悩み所でして……」

　テリオスはつい頭を抱えてしまう。

「本当はもっとゆっくりと少しずつ、不死者アンデツドである私に慣なれて貰もらい、ボーンゴーレムを活用した農法など、新たな生活を受け入れて頂く予定だったのですが、こんな謀反騒動が起きてしまいましたからね」

　宰相が処刑された事によって、幼い国王カリュクスにかけられていた嫌疑は晴れた。

　しかし、テリオスが懸け念ねんしていたように、国の中ちゆう枢すうを担になっていた宰相が欠けた事で、エリュトロン王国の内部は少なくない混乱に見舞われるだろう。

「全ては宰相さんの責任という事にして、謀反に賛同した将軍さん達の罪は不問としましたが、わだかまりが消えるわけではありませんし」

　一度は自分を裏切った臣下達を、カリュクスはこれから従えていく必要があるのだ。

　ディーネが側そばで守ってくれるとはいえ、宰相に全て任せていれば良かった時よりも、遙はるかに厳しい状況に追い込まれている。

「これ、私が手を出さないと駄目ですよね？」

「あんたが何もしなければ、遠からず内部崩壊を起こすでしょうね」

　否定して欲しかったテリオスの問いを、黒猫は満面の笑みで肯定する。

「あの未通女おぼこは強いし頭も悪くはないけれど、政争が得意そうには見えないし、あくまで王を補佐するスタンスを崩さないでしょう？　そして、肝かん心じんの国王があの泣き虫小僧なんだもの」

「そうなんですよね……」

　テリオスは深々と溜ため息いきを吐つく。宰相の謀反を招いた発ほつ端たんともいえる、カリュクスの弱さは何一つ解決していないのだ。

　ディーネが目を光らせている以上、二度と謀反を許す事はないだろう。

　しかし、家臣達がやる気を失って仕事を放棄したり、エリュトロン王国を見限って他国に亡命したりといった事までは、聖騎士の神剣で防げるわけではない。

「泣き虫小僧の代わりに国をまとめる役目を、誰かが引き継がない限り、この国は早々に滅びるわよ？」

「えっ……」

　黒猫が告げた最悪の未来予想図に、ミラは驚き顔を青くした。

「この国、なくなっちゃうんですかっ!?」

「まぁ、可能性はゼロではないと言いますか……」

　すがりついてくるミラに対して、テリオスは何とも歯切れの悪い返事をする。

（野心に目が眩くらんだ宰相が謀反を起こした。それだけならば良かったのですが……）

　今回の事件において一つだけ、解明されていない重大な問題が残っている。

　それは、緑腐病を宿したワーラットや、この世界から消えた神の使徒・スローネなんて危険な魔物を、宰相はいったいどこから手に入れたのか、という事だった。

（人に従属するよう魔術をかけられた魔物。そんなモノがエリュトロン王国内で手に入るとは思えません）

　大陸の北西端にある田舎いなかの小国なのだ。魔物を従属させられる強力な魔術師はおらず、強大な魔術の宝が眠る古代の遺跡もない。

（やはり他国から入手した──南のクサントン王国が絡んでいるとしか思えません）

　つまり、この一件はエリュトロン王国を弱らせて、征せい服ふくするための足がかりとする、他国の陰いん謀ぼうだったのだろう。

（宰相さんの企たくらみが成功しようと失敗しようと、この国は混乱に見舞われて攻めやすくなる。実に嫌らしい作戦です）

　そんな悪知恵が働く輩やからだ。このまま大人しく座ざしているはずもない。

　それまでに国を一つにまとめて、戦える態勢を整えておかなければ、エリュトロン王国はまず間違いなく滅びるだろう。

「あ～ぁ、国が滅びちゃったら、クリオ村の子供達も酷い目に遭あうわね～。誰か宰相の代わりになってくれる人はいないのかしら～？」

「ぐぬぬ……っ！」

　白々しい言葉を吐きながら、チラチラとこちらを窺うかがってくる黒猫の憎らしい笑顔に、テリオスは思わず歯ぎしりしてしまう。

「前は生き急ぎすぎて失敗しましたから、今度はゆっくり確実にいこうと思っていたのに、どうしてこうも思い通りに進まないのでしょう……」

「それはもちろん、あんたが運命に愛されているからよ」

「絶対に呪のろわれているの間違いですよっ！」

　心底意楽しそうに笑う黒猫に対して、テリオスは八つ当たり気味に怒ど鳴なる。

　そんな二人を見て、ミラは口に手を当てて微笑ほほえんだ。

「ふふっ、先生とメランちゃんは本当に仲が良くて、ちょっと妬やけちゃいます」

「いえ、仲良くないです」

「あら、つれないわね」

　即座に否定するテリオスの頰ほお骨ぼねを、黒猫は馴なれ馴なれしく尻尾しつぽで叩いてくる。

　それを見て、ミラはまた笑みを浮かべてから、ふと真剣な表情になってテリオスを見上げてきた。

「先生は時々ずるくて怖いですけど、やっぱり優しい人です。私達の事も、この国の事も、見捨てないでくれるんですから」

「まぁ、平和な世界を築くと誓ちかい、行動を開始した以上は、できる限りの事はしますよ」

　全てを投げ出して仕切り直すという選択肢は、彼の中には最初からない。

　一度でも逃げたために癖くせがついて、最後まで戦えずに滅びた敵を何度か見てきたからだ。

　しかし、そんなテリオスの過去を知らないミラはどう思ったのか、ただ嬉うれしそうに満面の笑みを浮かべた。

「先生のそういう真ま面じ目めな所も、私は大好きです」

「ありがとうございます」

　美しい少女に頰を染めて好意を伝えられても、テリオスは照れたりもせずに礼を告げる。

「あらあら、流石さすがに七人も妻を抱えていた男は、童貞坊やと違って余裕ね」

「……先生？」

「ミラさん、落ち着いてください。生前の話で今の私とは関係ありませんし、皆さんもう亡くなられています」

　黒猫の余計な一言で、急に目を曇くもらせてミスリルの短剣に手をかけたミラに、テリオスは必死に言い聞かせる。

「ふふふっ、骸がい骨こつになったところで、あんたの女難は尽つきないわね」

「どの口が言っているのですか！」

　諸悪の根源が図ずう々ずうしいと、テリオスはまた怒声を上げる。

　そんな二人のやり取りが可お笑かしかったようで、ミラは機嫌を直して笑みを浮かべ、改めて告げた。

「先生、私達みたいに悲しい思いをせず、みんなが楽しく平和に暮らせる世界を、きっと築いてくださいね」
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「はい、お約束致します」

　差し出されたミラの小さな手を、テリオスは白い骨の手で握り返す。

　殺さつ戮りくの果てに不死者となり、不ふ殺さつを誓った不死王と、彼のためにその白はく髪はつを鮮血で染め続けた乙女おとめの運命は、こうして幕を開けたのであった。






あとがき






　ファミ通文庫読者の皆様こんにちは。彼の名作『火の鳥』のお陰で、不老不死というものに全く良い印象がない笹ささ木きさくまです。

　人間に平和な世界は築けない。ならば人間を超える人工知能で──というＳＦではよくあるテーマを、ファンタジー風にアレンジしたのが本作となります。

　普通に考えても難しい目標を、さらに不殺という縛りを加えて達成するのは、どう考えても無理ゲーでしょう。

　ただ、やる前から無理だと諦めて、挑戦する事すら止めてしまったら、絶対に叶わないのが夢というものでして。

　死してなお足あ掻がく主人公の事を、少しでも気に入って頂けましたら幸いです。

　それでは紙面も尽きてきましたので、恒例の謝辞を。

　素敵なイラストでキャラクターに息吹を吹き込んで下さった葉は山やまえいし様。今作でも引き続きお世話になっている担当編集の儀ぎ部ぶ季き美み子こ様。コロナウィルスで大変ななか頑張ってくれた、校正や印刷等、大勢の関係者様。そして読者の皆様にお礼を述べて、締めの言葉に代えさせて頂きたい思います。


二○二○年四月某日　笹木さくま
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不ふ殺さつの不ふ死し王おうの済さい世せい記き
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●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。
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本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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